
第172図　第90号住居跡遺物出土位置図

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中・大ブロック・炭化粒

子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

L　＿＿」m

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム′ト中・大ブロック・炭化物

中量

5　黒褐色　ローム粒子・ロームノトブロック・焼土粒子・炭化粒子

少量

6　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・炭化材少量

遺物　四方の壁寄りの床面及び貯蔵穴から土師器を主体に出土している。また，床面から多量の炭化材及び焼

土塊が出土している。1の装飾高杯は炉北側の床面から，2の装飾高杯，3・4の高杯及び9の相は出入り

口部周辺の床面から，5・6の高杯は貯蔵穴1から，7の高杯は北西壁際中央部の床面から，8の高杯及び

11の嚢は南コーナー部南西壁際の床面から，10の相は炉南側，12のミニチュア土器は炉北西側の床面から，

13のミニチュア土器は南コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第90号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 173 園 装 飾 高 杯 A 〔23．5〕 脚部は中空でラッパ状 に開 く。杯部 口緑部内 ・外面横 ナデ。杯部内 ・外 長石 P496　60％　 PL67

1 土　 師　 器 B （14．9） は内攣 して立ち上が り，□綾部は外 面へ ラ磨 き。脚部内面へ ラナデ，外 にぷい橙色 炉北側床面

E （9．0）反する。杯部下位に装飾用の突帯 を

もつ。脚部に 4 孔 を穿つ。

面縦位のヘラ磨 き。 普通
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第173図　第90号住居跡出土遺物実測図（1）
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第174図　第90号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　　 種 計測値（細） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第173区l装飾高杯A〔21．7〕脚部は中空でラッパ状に開く。杯部口緑部内・外面横ナデ。杯部内・外長石 P492　70％　PL67

2 土　師　器B（14．7）は内攣して立ち上がり，ロ縁部は外面へラ磨き。脚部内面へラナデ，外にぷい赤褐色 出入り口部周辺床面

E （9．2）反する。杯部下位に装飾用の突帯を

もつ。・

面縦位のヘラ磨き。 普通

3

高　　　 杯A 17．6 脚部は中空でラッパ状に開く。杯部 口縁部内・外面横ナデ。杯部内面へ長石・石英・スコリア P490　80％　PL68

土　師　器B 13．7 は内攣して立ち上がり，ロ縁部は外 ラ磨き，外面へラ削り後へラナデ。浅黄橙色 出入り口部周辺床面

D 13．8

E　8．0

反する。杯部外面下位に稜をもつ。脚部外面縦位のヘラナデ。杯部外面

に輪積み痕が残る。

普通

4

高　　　 杯A 17．9 脚部は中空でラッパ状に開く。杯部 □緑部内・外面横ナデ。杯部外面へ長石・石英・スコリア P494　60％　PL68

土　師　器B（15．6）

E（9．8）

は内攣して立ち上がり，口縁部は外

反する。杯部外面下位に稜をもつ。

ラナデ。脚部内・外面へラナデ。 橙色

普通

出入り口部周辺床面

5

高　　　 杯A 13．7 脚部は中空でラッパ状に開く。杯部 ロ緑部内・外面横ナデ。杯部内面へ長石・石英・スコリア P489　80％　PL67

土　師　器B lO．5 は内攣して立ち上がり，口縁部はやラナデ，外面へラ削り後へラナデ。橙色 貯蔵穴1覆土下層

D 11．9

E　6．7

や外反する。杯部外面下位に稜をも

つ。

脚部外面縦位のヘラナデ。 普通

6

高　　　 杯A 〔19．6〕脚部は中空でラッパ状に開く。杯部ロ緑部内・外面横ナデ。杯部内・外長石・石英 P495　70％　PL68

土　師　器B（15．9）

E（10．1）

は内攣して立ち上がり，口縁部は外

反する。杯部外面下位に稜をもつ。

面へラ磨き。脚部内・外面へラナデ。にぷい褐色

普通

貯蔵穴1覆土下層

7

高　　　 杯A 17．5 脚部は中空でラッパ状に開く。杯部口縁部内・外面横ナデ。杯部内・外長石・石英 P493　70％　PL68

土　師　器B（15．7）は内攣して立ち上がり，口縁部に至面へラナデ。脚部内・外面へラナデ。にぷい橙色 北西壁際中央部床面

E（9．7）る。杯部外面下位に稜をもつ。 杯部外面下位に輪積み痕が残る。 普通

8

高　　　 杯A 17．5 脚部は中空でラッパ状に開く。杯部ロ緑部内・外面横ナデ。杯部外面へ長石・石英 P491　80％　PL68

土　師　器B 15．5 は内攣気味に立ち上がり，□緑部にラ削り後へラナデ。脚部外面縦位の明赤褐色 南コーナー部南西壁際床面

D〔14．3〕

E　9．4

至る。杯部外面下位に稜をもつ。 ヘラ削り後へラナデ。脚部と杯部と

の境に指頭庄痕が残る。

普通 二次焼成，杯部内面剥離

第174図 柑 A〔9．6〕平底。体部は偏平な球状で最大径を口縁部内・外面横ナデ。体部外面ハ長石・石英 P497　90％　PL68

9 土　師　器B lO．3

C　3．4

中位にもつ。口緑部は外方向に大き

く開く。

ケ目整形後ナデ。 にぷい黄褐色

普通

出入り口部周辺床面

10

柑 A白L O〕平底。体部は偏平な球状で最大径を□縁部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英 P498　80％　PL67

土　師　器B ll．7

C　4．0

中位にもつ。口縁部は外方向に大き

く開く。

ラナデ。 にぷい黄橙色

普通

炉南側床面

11

嚢 A 17．0 休部上位から□縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英 P500　40％　PL69

土　師　器B（18．3）口縁部は頸部から「く」の字状に外ラ磨き。 橙色 南コーナー部南西壁際床面

反する。 普通 二次焼成，体部内面剥離

12

ミニチュア土器A〔7．9〕底部欠損。体部は縦長な球状で最大ロ緑部内・外面，体部外面パケ目整長石・石英 P499　50％　PL67

土　師　器B ll．7 径を中位にもつ。口緑部は頸部から形後へラナデ。口縁部内・外面，体黒褐色 炉北西側床面

外反する。 部内・外面に輪積み痕が残る。 普通
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図版番号 器　 一　種 ′計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ‘手　 法　 の　 特　 徴 ． 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 174 図 ミニチュア土器 A　 7 ．7 平底。体部は偏平な球状で最大径 を 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P50 1 100 ％　 PL 68

1　 13 土 l．師　 器 B　 7 ．1

C　 3 ．1

中位にもつ。口縁部は頚部から短 く

「く」 の字状 に外反する。

ケ目整形後ナデ。 黒褐色

普通

南 コーナー部床面

図版番号 種　　 別
計　　　　 測 ．　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第174図14 土　　　 玉 2 ．0 1．8 － － 6 ．8 東 コーナー部床面 DP1 27

15 土　　　 玉 2 ．2 2 ．1 － － 9．0 ． 東 コーナー部床面 DP12 8

16 土 ノ　　 玉 2 ．4 2 ．9 － 0 ．6 21．8 覆土中 DP12 9

第91号住居跡（第171図）
」

位置　調査区南部，E2do区。

重複関係　本跡は北西コーナー部を除いた住居跡のほぼ全体を第90号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は不明である。

壁　壁高は38cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められている。

覆土　1層からなるが，堆積状況は不明である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

所見　本跡の時期は，重複関係から第90号住居跡より古い時期であるが，出土遺物もなく詳細な時期について

は不明である。

第92号住居跡（第175図）

位置　調査区南部，E2fo区。

重複関係　本跡は南西壁が第88号住居跡を，西コーナー部が第160号住居跡を掘り込んでおり，本跡が最も新

しい。

規模と平面形　長軸4．08m，短軸3．10mの長方形である。

主軸方向　N－1200－E

壁　壁高は28cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，出入り口部から竃周辺にかけて踏み固められている。

ピット　Plは径24cmの円形，深さ18cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　南東壁中央部を壁外に109cm程掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は長さ100cm，幅110cmである。
－4し－－．一‥、l

袖部は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は浅い皿状で，火熱を受け赤変硬化している。

煙道部は長さ55cm程で，火床面から緩やかに立ち上がっている。

寵土層解説
1　極　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小ブロック少量
3　灰　褐　色　砂粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
4　赤　褐　色　焼土大ブロック多量
5　暗　赤　褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

6　にぷい赤褐色　焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロッ
ク・炭化粒子少量

7　にぷい褐色　焼土中ブロック・砂粒子・粘土粒子少量
8　褐　　　　色　ローム粒子多量
9　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

貯蔵穴　西コーナー部に付設されている。長径60cm，短径55cmのほぼ円形で，深さは10cmである。底面は平坦
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第175図　第92号住居跡実測図

第176図　第92号住居跡出土遺物実測図
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で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック少量

2　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・ローム小・大ブ

ロック少量

10cm

L l　－　　　4

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量
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遺物　床面から土師器片がまばらに出土している。1の高台付杯及び4の皿は竃右袖部周辺の床面から，2の

高台付杯は竃右袖部周辺と出入り口部周辺に散在した状態で，3の皿は貯蔵穴の覆土上層から，5の皿は中

央部出入り口部寄りの床面から出土している。また，中央部東コーナー寄りの床面から置き竃の破片が出土

している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（11世紀前半）と思われる。

第92号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 176 図 高 台 付 杯 A 14 ．8 平底に 「ハ」 の字状 に開 く高台が付 口縁部内 ・外面横 ナデ。高台貼 り付 長石 ・石英 P50 2　 8 5％　 PL 68

1 土　 師　 器 B　 6 ．0

D　 7 ．6

E　 1 ．7

く。体部は内攣 して立 ち上が る。 け後ナデ。 にぷい黄橙色

普通

竃右袖部周辺床面

2

高 台 付 杯 A 15 ．0 高台一部欠損。平底 に 「ハ」の字状 口縁部内 ・外面横ナデ。高台貼 り付 長石・石英・スコリア P50 3　 9 0％　 PL 68

土　 師　 器 B　 6 ．3 に開 く高台が付 く。体部は内攣 して け後ナデ。 明褐色 〉竃右袖部 ・出入 り口

D 〔7 ．8〕

E　 2 ．3

立ち上がる。 普通 部周辺床面

3

皿 A lO ．7 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。底部 回転糸 長石 ・石英 P50 4　 7 0％　 PL 68

土　 師　 器 B　 2 ．8

C　 5 ．8

口縁部 に至 る。 切 り。 橙色

普通

貯蔵穴覆土上層

‘4

皿 A 〔11 ．5〕 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。底部 回転糸 長石 ・石英 P50 5　 50 ％　 PL 68

土　 師　 器 B　 3 ．4

C　 6 ．4

口縁部 に至 る。 切 り。 にぷい黄褐色

普通

竃右袖部周辺床面

5

1．1

皿 A lO．8 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。底部 回転糸 長石・石英・スコリア P50 6　 60 ％　 PL 69

土　 師　 器 B　 2．7

C　 5．8

口縁部 に至 る。 切 り。 にぷ い黄橙色

普通

中央部出入り口部寄り床面

第93号住居跡（第177図）

位置　調査区南部，E3bl区。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．60mの方形である。

主軸方向　N－500－E

壁　壁高は25cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは径45cmの円形，深さ43cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北東寄りにあり，長径75cm，短径40cmの不定形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　西コーナー部に付設されている。長径70cm，短径60cmの楕円形で，深さは42cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム大ブロック中量

遺物　出入り口部付近，炉周辺及び北東壁際東コーナー寄りの覆土下層から床面にかけて土師器が出土してい

る。1の高杯，3の柑及び6・7のミニチュア土器は北東壁際東コーナー寄りの床面から，2の器台は中央
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第177図　第93号住居跡実測図
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第178図　第93号住居跡出土遺物実測図
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部の床面から，4の嚢は炉北側の床面から，5のミニチュア土器は貯蔵穴の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期4世紀前半と思われる。
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第93号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴

高　　　杯

土　師　器

AlLO

B　9．7

脚部はラッパ状に開く。杯部は器厚

を減じながら内攣して立ち上がり，

杯部内。外面，脚部外面縦位のヘラ

磨き。脚部内面横ナデ。杯部内e外

胎土・色誘巨焼成 備　　　　考

P508　90％　PL69

北東壁際東コーナー寄り床面

D l O ．0

E　 5 ．5

口 縁 部 に至 る 。 面 ， 脚 部 外 面 赤 彩 。 普 通

2

器　　　 台 A 〔 9 ．2〕 裾 部 欠 損 。 脚 部 は ラ ッパ 状 に 開 く。 目線 部 内 ・外 面 ， 体 部 外 面 縦 位 の へ 長 石 。石 英 P 50 9　 5 0 ％

土　 師　 器 B （ 7 ．3 ） 器 受 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， 口 緑 ラ磨 き 。 器 受 部 内 ・外 面 ， 脚 部 外 面 に ぷ い 赤 褐 色 中 央 部 床 面

E （ 4 ．4 ） 部 との 境 に 稜 を も つ 。 脚 部 に 3 孔 ，

器 受 部 中 央 に 貫 通 孔 を 穿 つ 。

赤 彩 。 普 通 二 次 焼 成

3

柑 A 〔 8 ．6〕 中 央 が 凹 む 丸 底 。 休 部 は 内 攣 し て 立 口 縁 部 内 も外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 ナ 長 石 ・石 英 P 51 0　 90 ％　 PL 6 9

土　 師　 器 B　 5 ．1 ち 上 が り， 目線 部 は や や 外 傾 し て 開 デ 。 に ぷ い 黄 橙 色 北東壁際東コーナー寄り床面

く 。 普 通 内 ・外 面 剥 離

4

婆 A 1 9 ．2 体 部 上 位 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 ハ 長 石 ・石 英 P 51 1　 40 ％　 PL 6 9

土　 師　 器 B （18 ．5） 口 縁 部 は 頚 部 か ら 「く 」 の 字 状 に 外 ケ 自 整 形 後 ナ デ 。 黒 褐 色 炉 北 側 床 面

反 す る 。 波 状 口 縁 。 普 通 二次 焼成 ，休 部外面煤 付着

5

ミニチュア土器 A　 8 ．6 体 部 は 器 厚 を減 じ な が ら 内 攣 し て 立 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 に 長 石 ・石 英 P5 0 7　 90 ％　 P L 6 9

土　 師　 器 B　 4 ．7

C　 4 ．7

ち 上 が り， 口 縁 部 に 至 る 。 輪 積 み 痕 が 残 る 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

貯 蔵 穴 覆 土 上 層

6

ミニチュア土器 A　 9 。3 突 出 し た 平 底 。 体 部 は 球 状 で 最 大 径 日 縁 部 内 0 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 画 ハ 長 石 ・石 英 P5 1 2　 90 ％　 P L 6 9

土　 師　 器 B lO e 6

C　 4 ．3

を 中 位 に も つ 。 口 縁 部 は 「く」 の 字

状 に 外 傾 す る 。

ケ 目整 形 後 ナ デ 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

北東壁際東 コーナー寄り床面

7

ミニチュアま溜 A　 7 ．6 突 出 し た 平 底 。 体 部 は 球 状 で 最 大 径 口縁 部 内 や外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 ハ 長 石 ・石 英 P5 1 3　 8 0 ％　 P L 6 9

土　 師　 器 B　 8 ．4

C　 3 。7

を 中 位 に も つ 。 日 録 部 は 「く」 の 字

状 に 外 傾 す る 。

ケ 目整 形 後 ナ デ 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

北東壁際東コーナー寄 り床面

第錮考住居跡（第179図）

位置　調査区中央部，D3j2区。

重複関係　本跡は南東部が第95号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．65m，短軸4．20mの長方形である。

主軸方向　N－800－W

壁　壁高は74～79cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　調査区外にかかる北東部を除いた壁下に確認され，上幅12cm程，深さ8cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，竃周辺から中央部にかけて踏み固められている。

ピット　Plは長径35m，短径30cmの楕円形，深さ61cmで，規模や配置から主柱穴と考えられる。

竃　西壁中央部を壁外に85cm程掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は長さ180cm，幅75cmである。袖部

は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は浅い皿状で，火熱を受け赤変硬化している。煙道

部は長さ80cm程で，火床面から緩やかに傾斜して立ち上がっている。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子。焼土粒子・炭化粒子・砂粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子の焼土粒子・砂粒子少量
3　褐　　　色　砂粒子中量

4　極暗褐色　焼土粒子e炭化物e砂粒子少量
5　極暗赤褐色　焼土粒子e炭化粒子中量

6　明赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子e砂粒子
少量

7　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子e砂粒子中量，焼土中や中
ブロック少量

8　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒子多量
9　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子を炭化粒子e砂粒子少量

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。長軸80cm，短軸74cmの隅丸方形で，深さは84cmである。底面は平

坦で，壁はほぼ垂直に立ち上がり，断面形は蓮台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量，ローム太ブロックe粘土粒子少量
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第179図　第94・95号住居跡実測図
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覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム大ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック中量

4　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中・大ブロック少量

5　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　土師器の襲片を主体に少量出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期と思われる

が，詳細な時期は不明である。

第94号住居跡出土遺物観察表

⑤◎

2

0　　　　　　　5cm

L i　」

第180図　第94号住居跡
出土遺物実測図

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第1 80図 1 土　　　 玉 3 ．1 3 ．1 － 0 ．8 2 4．8 南壁寄 り覆土 中層 D P1 31

2 管 状 土 錘 4 ．7 3．8 － 0 ．9 77．9 南壁寄 り覆土下層 D P 130

第95号住居跡（第179図）

位置　調査区中央部，E3a3区。

重複関係　本跡は北西部を第94号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．82m，短軸4．32mの長方形である。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は30cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　重複部の壁下を除いて仝周しており，上幅12cm程，深さ8cm程で，断面形はU字状である。

床　やや凹凸であるが，中央部が踏み固められている。

ピット　3か所（P1－P3）。Pl・P2は径30～35cmの円形，深さ25cm程で，いずれも主柱穴，P3は径20cmの円

形，深さ25cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　東コーナー部に付設されている。径55cmの円形で，深さは48cmである。底面は皿状で，壁は外傾して

立ち上がり，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ

ク少量

4　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
5　黒　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

遺物　床面全体から土師器がまばらに出土している01の高杯は中央部南コーナー寄りの覆土下層から散在し

た状態で，2の器台及び3の嚢は中央部東コーナー寄り，4・5の嚢は北東壁際東コーナー寄り，6のミニ

チュア土器は南コーナー部のいずれも覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。
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第181回　第95号住居跡出土遺物実測図

第95号住居跡出土遺物観察表

厩　C、

図版番号 器　　 種 計測値（珊） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 181 図 高　　　 杯 A　26 ．3 杯部片。杯部は内攣 して立ち上が り．外面縦位のヘラ磨 き。坤こ部内 ・外面 長石 ・石英 P514　 40％　 PL6 9

1 土　 師　 器 B （9 ．6） □縁部に至 る。 赤彩。 暗赤褐色

普通

中央部南コーナー寄り覆土下層

i不部内面剥 離

2

器　　　 台 A 〔9 ．8〕脚部は 「ハ」の字状に開 く。器受部 器受部内面パケ目整形後へラナデ， 長石 ・石英 P515　 80％　 PL6 9

土　 師　 器 B　 9 ．2 は器厚 を減 じながら逆 「ハ」の字状 外面横 ナデ。脚部内面横 ナデ，外面 曙赤褐色 中央部東コーナー寄り床面

D 〔9 ．5〕

E　 6 ．4

に開き，ロ縁部に至る。ロ緑部外削

ぎ。器受部中央に貫通孔 を穿つ。

縦位のヘ ラナデ。 普通 二次焼成

3

要 A 17 ．4 □緑部片。 ロ縁部 は頸部 からやや外 口縁部内 ・外面へラナデ。 長石 ・石英 P517　 20％

土　 師　 器 B （7 ．2）反す る。 にぷい赤褐色

普通

中央部東コーナー寄り床面

4

嚢 A 〔13 ．4〕体部上位から口緑部 にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。休部内面剥 長石 ・石英 P516 A 15 ％

土　 師　 器 B （6 ．1） 口縁部は中位に稜 をもち，頚部か ら 離のため調整不明，外面ナデ。 にぷい橙色 北東壁際東コーナー寄り床面

屈 曲して外反する。 普通 二次焼胤 P516Bと同一個体

5

粟 B （4 ．4）底部か ら休部下位 にかけての破片。 休部内面剥離のため調整不明，外面 長石 ・石英 P516 B2 0％

土　 師　 器 C　 4 ．2 平底。休部は内攣 して立 ち上が る。 ナデ。 にぷい橙色

普通

北東壁際東コーナー寄り床面

二次焼成，体部外面煤付着

6

ミニチュア土器 A　 5 ．5 中央がやや凹む平底。休部は器厚を 体部内 ・外面ナデ。休部外面に輪積 長石・石英・スコリア P518　 90％　 PL6 9

土　 師　 器 B　 4 ．7

C　 3 ．5

減 じながら内攣 して上が り，□緑部

に至る。

み痕が残る。 灰褐色

普通

南コーナー部覆土下層

第96号住居跡（第182図）

位置　調査区南部，E3C2区。

規模と平面形　長軸3．26m，短軸3．10mの方形である。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は30－42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体に平坦で，中央部が跨み固められている。

ピット　Plは径33cmの円形，深さ36cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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炉　中央部から西寄りにあり，長径40cm，短径35

cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。

炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色

2　極暗褐色

3　極暗褐色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　暗褐色

ローム粒子・炭化物少量

ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物少量

ローム粒子・ローム中ブロック中量，炭化粒

子少量

ローム粒子中量，ローム中・大ブロック・焼
土粒子少量

ローム粒子・ローム小・中・大ブロック・焼

土粒子少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

遺物　住居跡中央部の南西・北西壁寄りの床面及

び東コーナー部の床面から土師器が出土してい

る。1の器台は中央部，2の相は中央部北西壁

寄り，3の坤は中央部北コーナー寄り，5の嚢

は中央部南寄り，6・7の嚢は東コーナー部の

いずれも床面から出土している。また，4の相

は中央部北西壁寄りの覆土中層から出土してい 第182図　第96号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　2m」

る。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第96号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 18 3 図 器　　　 台 A　 9．4 脚部はラッパ状 に開 く。器受部は内 器受部内 ・外面へラ磨 き。脚部内面 長石 ・石英 P5 19　 80％　 P L7 0

1 土　 師　 器 B　 9．9 攣 して立ち上が り，口縁部 との境に ヘラナデ，外面へラ磨 き。器受部内 赤色 中央部床 面

D 1 1．2

E　 7．1

稜 をもつ。器受部 中央に貫通孔 を穿

つ。

・外面，脚部外面赤彩。 普通

2

柑 A l O．7 平底であるが中央がやや凹む。体部 口縁部内面，体部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P5 22　 70％　 P L 70

土　 師　 器 B 1 5．1

C　 2．3

は球状で最大径を中位にもつ。 口縁

部 は内管気味に開 く。体部上位，口

縁部中位 の 2 か所 に穿孔。

にぷい黄橙色

普通

中央部北西壁際寄り床面

3

柑 A　 9．3 平底であるが中央がやや凹む。体部 口縁部内 ・外面横ナデ。 長石 ・石英 P5 21　 80％　 P L 70

土　 師　 器 B　 6．7 は偏平な球状で，口縁部 は内攣気味 黄橙色 中央吾眺 コーナー寄り床面

C　 2．2 に開 く。 普通 体部内 ・外面剥離

4

柑 A 〔10．3〕平底であるが中央がやや凹む。体部 口縁部内 ・外面，体部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P5 20　 70 ％　 PL 70

土　 師　 器 B　 6．6

C　 2．5

は偏平な球状で，口縁部 は内攣気味

に開 く。

口縁部内 ・外面，体部外面赤彩。 赤色

普通

中央部北西壁寄り覆土中層

5

嚢 A 17．8 平底。休部 は球状で最大径 を中位に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P5 24　 70 ％　 PL 70

土　 師　 器 B　2 4．7 もつ。口縁部は頸部か ら外反す る。 ラ削 り後ナデ。 黒褐色 中央部南寄 り床面

C　 6．6 波状 口縁。 普通 二次焼成，休部外面煤付着

6

聾 A 15．6 中央がやや凹む平底。体部は縦長の 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P5 23　 70 ％　 PL 70

土　 師　 器 B　2 0．7 球状で最大径 を中位 にもつ。口縁部 ラ削 り後ナデ。 にぷい黄橙色 東 コーナー部床面

C　 5．8 は頚部か ら外反する。波状口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

7

嚢 A　2 1．2 突出 した平底。体部は球状で最大径 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P5 25　 70 ％．PL 70

土　 師　 器 B　28．1 を中位 にもつ。口縁部は頚部から外 ラ削 り後ナデ。 黒褐色 東 コー ナー部床面

C　 7．8 反する。波状 口縁。 普通 二次焼成，休部外面煤付着
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第183図　第96号住居跡出土遺物実測図

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 18 3図8 管 状 土 錘 5．9 3 ．7 － 1．4 8 8．6 中央部覆土中層 DP 13 3　　 P L9 9
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第97号住居跡（第184図）

位置　調査区西部，D2h8区。

重複関係　本跡は北西壁を第98号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．48mの方形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は12－27cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体に平坦で，出入り口部から炉にかけての床が踏み固められている。南東壁の中央部から住居跡の中央

部に向かって延びる溝を確認した。長さ112cm，上幅8－14cmで，断面形はU字状である。

ピット　3か所（P1－P。）。Plは径45cmの円形，深さ45cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピット，

P2・P3は径40～46cmの円形，深さ53－86cmで，規模や形状から補助柱穴と考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径95cm，短径60cm程の不定形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

3　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック中量，焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

5　黒褐色　ローム粒子・ローム中・大ブロック少量

K

ツ2／
l＼2

第184図　第97号住居跡実測図
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遺物　出入り口部周辺及び北西壁中央部の床面から，土師器の襲片を主体に少量出土しているが，いずれも細

片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遣物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第98号住居跡（第185図）

位置　調査区西部，D2g8区。

重複関係　本跡は南東部が第97号住居跡を，北西部が第141号住居跡を掘り込んでおり，本跡が最も新しい。

規模と平面形　長軸3．42m，短軸3．04mの長方形である。

主軸方向　N－10。－E

壁　壁高は13－30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周しており，上幅7－15cm，深さ8cm程で，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，竃周辺から貯蔵穴周辺にかけて踏み固められている。

竃　2か所。竃1は北東コーナーの北壁側を壁外に75cm程掘り込んで構築している。袖部は削平されており，

右袖部の構築材と思われる粘土塊が僅かに残存している。火床部は浅い皿状で，煙道部は火床面からやや傾

斜して立ち上がっている。竃2は南東コーナーの東壁側に構築している。すでに全体が削平されており，一

部赤変硬化した火床部と粘土塊を確認しただけである。

奄1土居解説

1黒褐色　焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　時赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量
2　明赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック多量　　　　　　　　　　　　4　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒子中呈

第185図　第98号住居跡実測図
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第186図　第98号住居跡出土遺物実測図

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径50cm程の円形で，深さは24cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ
ク少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック少量

遺物　住居跡東壁寄りの覆土中層から床面にかけての部分及び竃1内から土師器片（杯，皿，嚢）が少量出土

している。1の高台付杯は竃1内火床部の南端から，2の皿は東壁寄りの覆土中から散在した状態で，3の

嚢は竃1右袖部から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第98号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 18 6 図 高 台 付 杯 A 1 4．2 高台部欠損。休部 は内攣 して立 ち上 体部内面へラ磨 き。底部回転糸切 り 長石 ・石英 P 528　 85％　 P L 70

1 土　 師　 器 B （4．1） がる。口縁部は僅かに外反する。 後高台貼 り付 けの痕跡が残る。杯部 にぷい褐色 竃 1 内火床部南端

内面黒色処理。 普通 休部外面煤付 着

2

皿 A 11．6 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 体部内面へラ磨 き。休部内面黒色処 長石・石英・スコリア P 527　 90％　 P L 70

土　 師　 器 B　 2．8

C　 6．7

ロ緑部に至 る。 理。底部回転糸切 り。 明褐色

普通

東壁寄 り覆土中

墨書「万」

3

嚢 A 〔18．6〕 体部中位から口縁部 にかけての破片。 ロ緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 529　 20％　 P L 71

土　 師　 器 B （19．5） 口縁部は頸部か ら外反 し，口唇部は ラ削 り後ナデ。 橙色 竃 1 右袖部内

つまみ上げられる。 普通 二次焼成

図版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm ） 重量 （g ）

第 18 6図4 砥　　　 石 （7 ．2） 4 ．7 1．1 （6 0．2） 凝　 灰　 岩 覆土 中 Q 53
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第99号住居跡（第187図）

位置　調査区西部，D2b5区。

重複関係　本跡は南西壁が第100号住居跡を，北東壁が第118号土坑を掘り込んでおり，本跡が最も新しい。

規模と平面形　長軸7．95m，短軸7．80mの方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は25－50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

lI

第187図　第99号住居跡実測図
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壁溝　壁下を仝周しており，上幅10－15cm，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部が強く踏み固められている。南東壁下中央部から住居跡中央部に向かって延びる溝を確認

した。長さ95cm，上幅10－15cm，深さ9－15cmで，断面形はU字状である。

ピット　5か所（Pl－P5）。P1－P4は径35－45cmの円形，深さ117－133cmで，いずれも主柱穴，P5は径40

。。程の円形，深さ44cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径100cm，短径90cmの不定形で，床面を7cm程掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南東壁下の南コーナー寄りに付設されている。長軸85cm，短軸65cmの隅丸長方形で，深さは83cmであ

る。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土屠解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中・大ブ

ロック中量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

宙1。

第188図　第99号住居跡出土遺物実測図
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遺物　北西壁寄りの床面を除く三方の壁寄りの床面から少量の土師器とミニチュア土器及び手控土器が出土し

ている。1の鉢は東及び北コーナー寄りの覆土中層から散在した状態で，2の高杯は中央部東コーナー寄り

の床面から，3の高杯，4の器台，5の装飾器台及び6の壷は南コーナー部の床面から出土している。また，

7－9のミニチュア土器は東コーナー部の覆土下層，出入り口部の床面，貯蔵穴の覆土上層から，10・11の

手控土器は南西壁寄りの床面から出土している。

所見　本跡は，住居跡の形態としては同時期の他の住居跡と同様であるが，祭祀的色彩の濃い遺物が出土して

いる。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第99号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 ・考

第 18 8 図 鉢 A 〔41 ．5〕 突出 した平底。体部は大 きく内攣 し 口縁部内 ・外面，体部外面パケ目整 長石 ・石英 P532　 50 ％　 PL 71

1 土　 師　 器 B　36 ．0

C　 8 ．7

て立ち上が り， 口縁部 は僅 かに外反

する。

形。 暗灰黄色

普通

北・東うーナ一部覆土中層

2

高　　　 杯 A 〔13 ．0〕 脚部上位か ら杯部にかけての破片。 杯部外面，脚部外面へラ磨 き。 長石・石英・スコリア P530　 20 ％・ PL 71

土　 師　 器 B （8 ．2）杯部は内攣 して立ち上が り，口縁部 橙色 中央部東コーナー部寄り床面

E （3 ．0） に至る。 普通 杯部内面剥離

3

高　　　 杯 B （7 ．5）杯部欠損。脚部 はラ ッパ状に開 き， 脚部，裾部内面ハケ 目整形，外面縦 長石・石英・スコリア P53 1　 50 ％　 PL 70

土　 師　 器 D 18 ．3

E　 6 ．3

裾部は横方向に大 きく開 く。 位のヘラ磨 き。 明赤褐色

普通

南 コーナー部床面

4

器　　　 台 B （6 ．2）器受部欠損。脚部はラッパ状に開 く。 脚部内面パ ケ目整形，外面縦位 のへ 長石 ・石英 P53 3　 50 ％　 PL 71

土　 師　 器 C lO ．2 脚部に 4 孔，器受部中央 に貫通孔 を

穿つ。

ラ磨 き。 橙色

普通

南 コーナー部床面

5

装 飾 器 台 A 18 ．1 脚部はラッパ状 に周 く。器受部下位 器受部内 ・外面横ナデ。脚部内面ハ 長石・石英・スコリア P534　 90 ％　 PL 71

土　 師　 器 B 12 ．0 は周縁が突 き出し，上位はラッパ状 ケ目整形後横ナデ，外面縦位のヘ ラ 橙 色 南 コーナー部床面

D 14 ．6

E　 6 ．7

に開 く。脚部 に4 孔，器受部 に透か

し窓 3 か所，中央に貫通孔を穿つ。

磨 き。 普通

6

・＝土ご互E B （12 ．2） 口縁部欠損。平底。休部は球状で最 体部外面パケ 目整形後へ ラナデ。 長石 ・石英 P53 5　 80 ％　 PL 71

土　 師　 器 C　 5 ．0 大径を中位に もつ。 にぷい黄橙色

普通

南 コーナー部床面

7

ミニチュア土器 A　 6 ．0 高杯形。脚部 はラッパ状 に開く。杯 杯部内 ・外面，脚部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 P538 100 ％　 PL 70

土　 師　 器 B　 4 ．2

D　 4 ．6

E　 l ．5

部は内攣 して立 ち上が り，口縁部 に

至る。

にぷい褐色

普通

東コーナー部覆土下層

8

ミニチュア土器 B （3 ．7）高杯形。脚部欠損。杯部は内攣 して 杯部内 ・外面へラナデ。 長石 ・石英 P539　 50 ％　 PL 71

土　 師　 器 E （1 ．2）立ち上が り，口縁部に至る。 灰黄褐色

普通

出入 り口部床面

9

ミニチュア土器 A 〔8 ．5〕 鉢形。突出 した平底。体部は内攣 し ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・石英 P540　 70 ％　 PL 71

土　 師　 器 B　 5 ．3

C　 3 ．6

て立ち上が り， 口縁部 に至る。 面へ ラナデ。休部外面に輪積 み痕が

残る。

黒褐色

普通

貯蔵穴覆土上層

10

手 捏 土 器 A　 3 ．0 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 体部内 ・外面指頭 によるナデ。体部 長石 ・石英 P536　 70 ％　 PL 71

土　 師　 器 B　 2 ．6

C　 2．0

口縁部 に至る。 内 ・外面に指頭庄痕，輪積み痕が残

る。

黒色

普通

南西壁寄 り床面

11

手 控 土 器 A 〔3．4〕 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 体部内 ・外面指頭 によるナデ。体部 長石 ・石英 P537　 90 ％　 PL 71

土　 師　 器 B　 2．8

C　 2．2

口縁部 に至る。 内 ・外面 に指頭庄痕，輪積み痕が残

る。

黒色

普通

南西壁寄 り床面

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第188図12 土　　　 玉 2．8 2．8 － 0．6 19．6 南東壁際東 コーナー寄り下層 DP135

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長さ（cm‘） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第188図13 砥　　　 石 （5．0） 3．8 1．2 （17．9） 凝　 灰 ．岩 北西壁際床面 Q54
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第100号住居跡（第189図）

位置　調査区西部，D2C5区。

重複関係　本跡は北東部を第99号住居跡に掘り込

ま！れており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模と平面形は

不明であるが，一辺4．50m程の隅丸方形か隅丸

長方形と推定される。

主軸方向　N－1600－E

壁　壁高は26－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，床面全体が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径18cm，短

径15cmの楕円形で，深さは19cm，P2は長径30

cm，短径20cmの楕円形で，深さは66cmである。

いずれも柱穴と考えられる。

炉　中央部から南西寄りにあり，長径85cm，短径

70cmの不定形で，床面を8cm程掘り窪めている。

炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・焼

土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量

第189図　第100号住居跡実測図

遺物　縄文土器の深鉢片30点，石器1点，チャート剥片3点及びメノウ剥片1点が炉を中心とする南部の床面

から出土している。10の炉石は炉床の北部から長径方向に対しほぼ直交した状態で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第190図1－9は，第100号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1－5は口縁部片である。1－

3は口縁部に縦の沈線が，4は半裁竹管によるⅤ字状の沈線が，5は単節LRの縄文と櫛歯状工具による沈線

が施されている。6－9は胴部片である。6はコンパス文が，7は半裁竹管による平行沈線が，8・9は単節

LRとRLの羽状縄文が施されている。

第100号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第190図10 炉　　　 石 31．1 8．9 6．0 2200．9 安　 山　 岩 炉床 Q56　被熱　 PLlO5
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第190図　第100号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第101号住居跡（第191図）

位置　調査区西端部，D2d2区。

規模と平面形　長径4．10m，短径3．54mの楕円形である。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は16－26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉の北側が踏み固められている。

炉　中央部からやや南西寄りにあり，長径110cm，短径40cmの不定形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床

は火熱を受け赤変硬化している。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

4　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

遺物　住居跡の中央部から南部にかけての床面から縄文土器の深鉢片317点と少量の石が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。
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第191図　第101号住居跡実測図

0　　＝二∃m

第192図　第101号住居跡出土遺物拓影図

ー218－



第192図1－12は，第101号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1～10は口縁部片である。1－

5は単節LRの縄文が，6は無節Rの縄文が，7は口縁部に縦位の洗練が，8は櫛歯状工具による幾何学文が，

9は半裁竹管文が，10は直前段反撚り（正反の合）による縄文が施されている。11・12は胴部片である。11は

結節の羽状縄文が，12は組み紐による縄文が施されている。

第102号住居跡（第194図）

位置　調査区西部，D2i4区。

重複関係　本跡は北部が第105号住居跡を掘り込んでお

り，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．34m，嬉軸5．10mの方形である。

主軸方向　N－520－W

壁　壁高は8cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であるが，全体的に軟らかい。

ピット　Plは径20cmの円形，深さは43cmで，規模や配置

から出入り口施設のピットと考えられる。

覆土　1層からなる人為堆積である。

土屠解説

1　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

」し24．6m

第194図　第102号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1°cm

！　　＿＿＿＿⊥　　　」

第193図　第102号住居跡出土遺物実測図

2m

！　：　」
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遺物　中央部及び東・西コーナー部の床面から土師器片が少量出土している。1の嚢は東コーナー部の床面か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第102号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第194 図 嚢 A 〔14．1〕体部下位から口縁部にかけての破片。 口縁部内・外面パケ目整形後横ナデ。長石 ・石英 P541　30 ％

1 土　 師　 器 B （16．9）口縁部は頚部か．ら 「く」の字状に外 体部外面パケ目整形。 黒色 東コーナー部床面

反する。 普通 二次焼成

第103号住居跡（第195図）

位置　調査区西部，D2f5区。

規模と平面形　長軸8．50m，短軸8．45mの方形である。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は42－56cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周しており，上幅10～15cm，深さ10cm程で，断面形はU字状である’。

床　平坦で，全体に強く踏み固められている。南東壁下中央部から住居跡中央部に向かって延びる溝を確認し

た。長さ130cm，上幅15cm，深さ17cm程で，断面形はU字状である。

ピット　5か所（P1－P5）。P1－P4は長径35－65cm，短径30～50cmの楕円形，深さ49－72cmで，いずれも

主柱穴，P5は長径75。m，短径55cmの楕円形，深さ50cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径110cm，短径70cmの楕円形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径70cm程の円形で，深さは83cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中プロツ　3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ク少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子・鹿沼土小ブロック多量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　黒　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム大ブロッ

ク少量

遺物　主に南コーナー部を中心とした住居跡南部と東コーナー部の覆土上層から床面にかけて土師器が出土し

ている。大半は土師器片であり，出土遺物総数からみた完形品の割合は少ない。1の椀と5の嚢は南コーナ

ー部の床面及び覆土中層から，3・4の壷は東コーナー部の床面及び覆土中層から，2の鉢は北西壁際西コ

ーナー寄りの床面からそれぞれ出土している。また，南コーナー部の床面からは粘土塊と礫が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。
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第195図　第103号住居跡実測図

第103号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　2m」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第196図 椀 AlO．6平底。体部は内攣して立ち上がり，口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英 P542　95％　PL72

1 土　師　器B　4．2

C　3．2

口縁部に至る。 ラ削り後へラナデ。 橙色

普通

南コーナー部床面

体部内画剥離
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第196図　第103号住居跡出土遺物実測図

－′D

l二一
7

10cm

！　　　i i

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第196図鉢A15．8中央がやや凹む平底。休部は内攣しロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外長石・石英P543100％　PL71

2土　師　器B　7．5て立ち上がり，内面の口縁部との境面へラ磨き。ロ緑部から体部内・外赤褐色北西壁際西コーナー寄り床面

C　3．6に稜をもつ。折り返し口縁。面赤彩。 普通

3

宣EA18．3突出した平底。体部はやや縦長の球
ロ緑部内・外面横ナデ。頚部・体部長石・石英P546　70％　PL71

土　師　器B　37．3

C　8．5

状で最大径を中位にもつ。口縁部は

頚部から外傾する。有段口縁。

外面へラ磨き。 にぷい黄橙色

普通

東コーナー部床面

4

宣EA12．0頸部からロ緑部にかけての破片。ロロ縁部内・外面，頸部内・外面横ナ長石・石英P545　5％

土　師　器B（4．8）縁部は頚部から外反する。口縁部下

位に稜をもつ。口縁部外削ぎ。

デ。 にぷい橙色

普通

東コーナー部覆土中層

5

襲A　27．4休部上位から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横位のヘラ磨き。体長石・石英P544　20％　PL71

土　師　器B（15．0）口緑部は頚部から外傾する。ロ縁部部外面へラ削り後へラ磨き。にぷい褐色南コーナー部覆土中層

外削ぎ。 普通 休部内面剥離

図版番号種　　別

計　　　　測　　　　値
出　土　地　点備　　　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第196図6管状土錘5．3 2．9－1．0（42．9）東コーナー部覆土中層DP136

7土　　　玉1．5 1．5－0．2 2．6南寄り床面 DP137
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第104号住居跡（第197図）

位置　調査区西部，D2i5区。

重複関係　本跡は東コーナー部が第113号土坑

を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸3．18mの方形

である。

主軸方向　N－490－W

壁　壁高は13cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，出入り口部周辺が踏み固められて

いる。

ピット　Plは径30cmの円形，深さ24cmで，規模

や配置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径35cm，短

径30cmの楕円形で，床面を僅かに掘り窪めて

いる。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長軸

50cm，短軸45cmの隅丸方形で，深さは53cmで

ある。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がり，

」し24．6m K
＿1二二二二二二二二コ二一二二二憂貫≡正己7－－

第197図　第104号住居跡実測図

断面形はU字状である。

0　　　　　　　　　　2m」

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・ローム中プロツ　3　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

ク・炭化物少量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　主に南西壁際の中央部から南コーナー部にかけての住居跡南部の床面から土師器が出土している。1の

鉢は逆位，3の高杯及び4の器台は正位の状態で南コーナー部の床面から，2の鉢，5の柑及び6の嚢は正

位の状態で南西壁寄りの床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第104号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ．　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 198 図 鉢 A 14．0 中央がやや凹む平底。体部は内攣 し 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P54 7r　8 0％　 PL 72

1 土　 師　 器 B　 6．6 て立ち上が り，口縁部は屈曲 して外 ラ削 り後へ ラ磨 き。 明褐色 南 コーナー部床面

C　 2．3 反する。 普通 二次焼成，体部内面剥離

2

鉢 A 13．8 中央がやや凹む平底。体部は内攣 し 口縁部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 長石 ・石英 P54 8　 8 0％　 PL 72

土　 師　 器 B　 6．3 て立ち上が り，口縁部は屈曲 して外 面剥離のため調整不明。 口縁部か ら 赤色 南西壁寄 り床面

C　 2．7 反する。 体部外面赤彩。 普通 二次焼成，体部内・外面剥離
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第198図　第104号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　；　　！

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第198図高　　　杯AlO．8脚部はラッパ状に開く。杯部は内攣杯部，脚部外面へラ削り後へラ磨き。長石・石英P549100％　PL72

3土　師　器B　9．2

D　9．6

E　5．5

して立ち上がり，口縁部に至る。 赤褐色

普通

南コーナー部床面

二次焼成，杯部内面剥離

4

器　　　台A12．5脚部はラッパ状に開く。器受部は内口縁部外面積ナデ。脚部外面へラ削長石・石英P550　95％　PL72

土　師　器B　9．3攣して立ち上がり，ロ縁部との境にり後へラ磨き。器受部内・外面，脚赤色 南コーナー部床面

D11．6

E　5．9

稜をもつ。□縁部は外反する。脚部

に3孔，器受部中央に貫通孔を穿つ。

部外面赤彩。 普通 二次焼成，器受部内・外面剥離

5

柑All．9丸底であるが中央がやや凹む。休部口縁部内・外面，体部外面へラ磨き。長石・石英P55140％　PL72

土　師　器B　7．9は偏平な球状で最大径を中位にもつ。口緑部内・外面，休部外面赤彩。赤色 南西壁寄り床面

口緑部は内攣気味に立ち上がる。 普通 休部内面剥離

6

襲A17．7底部欠損。休部は球状で，ロ縁部はロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英P552　70％　PL72

土　師　器B（17．5）頸部から「く」の字状に外反する。ラ削り後へラナデ。 黒色 南西壁寄り床面

波状口縁。 普通 休部内面剥離・外面煤付着

第105号住居跡（第199図）

位置　調査区西部，D2h4区。

重複関係　本跡は南部を第102号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は不明であるが，長軸3．80m，短軸3・20mの隅丸方形と推定さ

れる。

主軸方向　N－1500－E

壁　壁高は15cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であるが，全体的に軟らかい。
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炉　中央部から南東寄りにあり，長径68cm，

短径45cmの楕円形で，床面を5cm程掘り

窪めている。炉床は火熱を受け赤変硬化

している。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック

少量

遺物　炉を中心とする住居跡のほぼ中央部

の床面から縄文土器の探鉢・浅鉢片29点

及び少量の石が出土している。1の浅鉢

は炉の北側から西側にかけての床面から

散在した状態で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺

物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）

と思われる。
第199図　第105号住居跡実測図

第200図　第105号住居跡出土遺物実測・拓影図

第105号住居跡出土遺物観察表

L＿→＿二jm

10cm

j　　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴　及　び　文　様 胎土・色調・焼成 備　　　考

第200図浅　　　鉢A〔20．7〕底部は無文で平底。胴部は外傾して立ち上がり，口縁部に至る。長石・スコリアP553　90％　PL73

1 縄文土器B　8．0胴部下位に単節LRの羽状縄文が，口緑部には縦位の沈線が施さ褐色 炉北側一西側床面

C　5．9 れている。 普通 繊維土器

第200図2・3は，第105号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2・3は胴部片で，直前段合撚

りの縄文が施されている。

第106号住居跡（第201図）

－位置　調査区西部，E2a4区。

規模と平面形　長軸3．75m，短軸3．70mの方形である。

主軸方向　N－30－W
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壁　壁高は10－20cmで，ほぼ垂直に立ち上

がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは径23cm程の円形，深さ38cm

で，規模や配置から出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

炉　中央部から北寄りにあり，長径55cm，

短径30cmの不整楕円形で，床面を5cm程

掘り窪めている。炉床は火熱を受け赤変

硬化しており，炉床南部には土製炉石が

付設されている。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。

径65－70cmの円形で，深さは46cmである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，

断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　焼土粒子中量

覆土　8層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小・

」し24．6m

‾頂三二Z萱草＝ス＝〒二二‾戸些≡壬二云「‾

1　　　　　8　　4　　311　2　　　　6　　7

旦24．4m

一「しユニプ‾

0　　　　　2m

L＋・重　＿二∃

中ブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化物少量　　　5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化物中量，ローム小ブロック・焼土粒　6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　極暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

4　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量　　　　　8　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　炉を中心とする住居跡中央部から北東部にかけての覆土下層から床面，また南西コーナー部の床面から

土師器を主体に出土している。2の高杯，3及び4の器台は炉床から，8の嚢は炉北西側の床面から，1の

相は西壁際中央部の覆土下層から，5の壷は南西コーナー部の覆土下層から，6・7の嚢は北東コーナー部

の床面からそれぞれ出土している。炉床南部からは11の土製炉石が炉の長径に対して直交した状態で出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第106号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 202 図 土甘 A 12．8 平底。体部 はやや偏平な翻 犬で最大 口縁部内 ・外面，体部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P55 7 10 0％　 PL7 2 ・

1 土　 師　 器 B 18．7

C　 3．8

径を中位にもつ。口縁部は内攣気味

に立ち上がる。

口線部内 ・外面，体部外面赤彩。 暗赤色

普通

西壁際中央部覆土下層

2

高　　　 杯 A 16．5 脚部 は中実柱状で，裾部は横方向 に 杯部内 ・外面，脚部及び裾部外面へ 長石 ・石英 P554　 7 0％　 PL 72

土　 師　 器 B 13．7 大 きく開 く。杯部 は内攣 して立 ち上 ラ磨 き。杯部か ら脚部内 ・外面赤彩。 暗赤色 炉床

D 12．9

E　 8．7

が り， 口縁部 に至 る。杯部外面下位

に稜 をもつ。

普通 二次焼成

3

器　　　 台 A　 9．4 脚部 は 「ハ」の字状 に開 く。器受部 器受部内 ・外面及 び脚部内 ・外面ナ 長石 ・石英 P55 5　9 0％　 PL 73

土　 師　 器 B lO．6 は逆 「ハ」の字状 に立ち上がる。器 デ。頚部 に指頭庄痕，脚部外面 に輪 にぷい黄橙色 炉床

D ll．0

E　 7．3

受部 中央に貫通孔 を穿つ。 積み痕が残る。 普通 二次焼成

ー226－
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴
I

胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

P55 6　95％　 PL7 3第 20 2 図 器　　　 台 A　 9．2 脚部 はラッパ状 に開 く。器受部は内 口縁部外両横 ナデ。器受部内 ・外面 長石 ・石英

4 土　 師　 器 B lO．3 攣 して立ち上が り，ロ縁部 との境に 及び脚部外面へラ磨 き。器受部内 ・ 赤褐色 炉床

D 12．8

E ・7．3

稜をもつ。口縁部 は外反する。脚部

に3 孔，器受部中央に貫通孔 を穿つ。

外 面，脚部外面赤彩。 普通 二次焼成

5

・＝と．∃互 A ‘14 ．9 突出 した平底。体部 は球状で最大径 口縁部内 ・外面横 ナデ。頚部外面縦 長石・石英・スコリア．P55 8　60％　 PL7 2

土　 師　 器 B　30 ．3 を中位 にもつ。頚部 は外傾する。有 位のヘラ磨 き。体部外面上位へラ削 にぷい赤褐色 南西コーナー部覆土下層

P559　 80 ％　 PL 73

C　 7 ．9 段 口縁 。 り後 ナデ，下位パケ目整形後ナデ。 普通

長石 ・石英

6

襲 A 13 ．4 平底。体部は球状で最大径を中位 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ

土　 師　 器 B 14 ．0 もつ。口縁部は 「く」の字状 に外反 ラ削 り後ナデ。 にぷい赤褐色 北東 コーナー部床面

C　 5．0 す る。音射犬口縁。 普通

長石 ・石英

二次焼成，体部外面煤付着

P560　 70 ％　 PL 73

7

棄 A 1 8．0 平底。体部は球状で最大径を中位に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ

土　 師　 器 B　24．3 もつ。口縁部は 「く」 の字状 に外反 ラ削 り後ナデ。 にぷい黄橙色 北東 コーナ ー部床面

C　 5．8 する。波状 口縁 。 普通

長石 ・石英

二次焼成，体部外面煤付着

P56 1 10 ％

8

嚢 A 〔46．8〕 口縁部片。口縁部 は頚部 から 「く」 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ

土　 師　 器

l

B （23 ．5）の字状 に外反する。波状 口縁。 ラ削 り後へ ラナデ。 暗褐色

普通

炉北西側床面

体部内面剥離・外面煤付着

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第20 2図9

1 0

紡　 錘　 車

土　　　 玉

（3．7） （2．3） 1．1 － （8 ．3） 覆土 中 DP13 8

2．4 3．5 － 0．6 28 ．1 北東壁 より床面 DP13 9

11 土 製 炉 石 （5．7） （3 ．5） 2．4 －
（43．9） 炉床南部 DP14 0　　 PLl O3

第107号住居跡（第203図）

位置　調査区南西部，Fla9区。

重複関係　本跡は北コーナー部を第36号土坑に掘

り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．45m，短軸2．90mの長方形

である。

主軸方向　N－640－W

壁　壁高は10cm程で，傾斜して立ち上がる。

床　平坦で，炉の周辺部が踏み固められている○

炉　2か所。炉1は中央部から北西寄りにあり，

長径45cm，短径40cmの不定形，炉2は炉1の北

側にあり，長径30cm，短径20cmの楕円形である。

いずれも床を僅かに掘り窪めており，炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　東コーナー部に付設されている。長径70

旦25．0m

第203図　第107号住居跡実測図

cm，短径60cmの楕円形で，深さは25cmである。

底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

覆土　3層からなる人為堆積である。

－228－
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土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量　　　　3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭

化物少量

遺物　土師器の嚢片を主体に少量出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第108号住居跡（第204図）

位置　調査区西端部，E2b2区。

重複関係　本跡は，貯蔵穴が第79号土坑の覆土を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．70m，短軸5．55mの方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は42－50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周しており，上幅10－15cm，深さ10cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，四方の壁寄りの床面が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl－P5）。Pl－P4（P3については配置換えの跡とみられP3－A・Bとした）は長径25－45cm，

／／　④

D

一

．

＼
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短径22－30cmの円形ないし楕円形，深さ46～72cmで，いずれも主柱穴，P5は径30cm程の円形，深さ42cmで，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，径65cmのほぼ円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は火熱を受け赤変

硬化しており，炉床南部には土製炉石が付設されている。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部に付設されている。第79号土坑と重複しており，その覆土上層を掘

り込み，貯蔵穴として再利用したと考えられる。正確な規模は不明であるが，土層断面と遺物出土状況から

深さは90cm程と思われる。貯蔵穴2は北壁下のほぼ中央部に付設されている。長径70cm，短径40cmの半円形

で，深さは15cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴1土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量・ローム小ブロック・焼土粒子少量　　5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・焼土小・中プロツ

6　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

蒜喜一／‾’　　　　　　　　　　　　7　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ロ‾ム中プロツ

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土
小ブロック少量

ク中量

8　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物少量

貯蔵穴2土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小・中ブロック・炭化物中量，ローム
粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土　5　暗褐色　ローム粒子・ローム大ブロック少量
小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　床面全体から土師器及び土製品が出土している。また，四方の壁寄りの覆土下層から床面にかけて炭化

材及び焼土塊が出土している。1の椀及び3の高杯は南コーナー部の床面から，2の高杯，4の器台及び27

の砥石は貯蔵穴1内から，8の相は貯蔵穴2内から，5の器台は炉西側の床面から，6の装飾器台は炉北側

の覆土中層から，9の相は中央部の床面から，10のミニチュア土器は東コーナー寄りの覆土下層から，7の

椀は北西部の覆土中から散在した状態で，14－25の管状土錘は東コーナー壁際の覆土中層から床面にかけて

集中した状態でそれぞれ出土している。炉床南部からは26の土製炉石が炉の長径に対してほぼ直交した状態

で出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第108号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 20 5 図 椀 A lO ．4 中央がやや凹む平底。体部 は内攣 し 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 長石 ・石英 P5 62　 90％　 P L7 4

1 土　 師　 器 B　 4 ．4

C　 3 ．8

て立ち上が り，口縁部 に至る。 テさ。 にぷい橙色

普通

南 コーナー部床面

2

高　　　 杯 A l l．5 脚部は短い中実柱状で，裾部 は横方 杯部内 ・外面，脚部及び裾部外面へ 長石 ・石英 P5 65 10 0％　 P L7 3

土　 師　 器 B　 9 ．3 向 に開 く。杯部 は内攣 して立ち上が ラ磨 き。杯部内 ・外面赤彩，脚部外 暗赤色 貯蔵穴 1 内

D　 9 ．3

E　 5 ．3

り，口縁部に至 る。脚部 に3 孔 を穿

つ。

面赤彩。 普通

3

高　　　 杯 A 13 ．0 裾部欠損。脚部 は短い中実柱状。杯 杯部内 ・外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P5 64　 7 0％　 P L7 3

土　 師　 器 B （9 ．8）部 は内攣 して立 ち上が り，口縁部に 杯部内 ・外面，脚部外面赤彩痕。 暗赤色 南 コーナー部床面

E （5 ．2）至 る。脚部に 3 孔 を穿つ。 普通 二次焼成

4

器　　　 台 A　 8 ．5 脚部はラッパ状 に開 く。器受部は内 口縁部外面横 ナデ。器受部内 ・外面 長石 ・石英 P5 67　 90％　 P L7 3

土　 師　 器 B lO ．7 攣 して立ち上が り，口縁部 との境に 及び脚部外面へ ラ磨 き。器受部内 ・ 赤色 貯蔵穴 1 内

D 〔10 ．4〕

E　 8 ．7

稜 をもつ。口縁部は外反する。脚部

に3 孔，器受部中央に貫通孔 を穿つ。

外面，脚部外面赤彩。 普通 二次焼成

－230－
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第205図器　　　台A　9．2裾部欠損。器受部は内攣して立ち上口縁部外両横ナデ。器受部内・外面長石・石英 P566　70％　PL73

5 土　師　器B（9．8）がり，口縁部との境に稜をもつ。口及び脚部外面へラ磨き。器受部内・赤色 炉西側床面

E（7．2）縁部は外反する。脚部に3孔，器受

部中央に貫通孔を穿つ。

外面，脚部外面赤彩。 普通 二次焼成

6

装飾器台B（7．8）脚部から器受部下位にかけての破片。脚部外面へラ削り後縦位のヘラ磨き。長石・石英 P568　40％　PL73

土　師　器E（6．4）器受部下位は周縁が突き出す。脚部

に3孔（2孔現存），器受部中央に

貫通孔を穿つ。

にぷい橙色

普通

炉北側覆土中層

7

椀 A　6．6丸底。体部は下位で内攣して立ち上口縁部内・外面横ナデ。体部上位横長石・石英・スコリアP563　90％　PL73

土　師　器B　6．3がり，上位で内傾して口縁部に至る。位のヘラ磨き，下位へラ削り後へラにぷい橙色 北西部覆土中から散在

ナデ。 普通 底部に放射状のヘラ模様

8

柑 A　7．4丸底であるが中央がやや凹む。体部口縁部内・外面，体部外面へラ磨き。長石・石英 P569　90％　PL74

土　師　器B　4．1は偏平な球状で最大径を中位にもつ。

口縁部は短く内攣気味に立ち上がる。

口縁部から体部内・外面赤彩。 赤色

普通

貯蔵穴2内

9

柑 B（6．0）口縁部欠損。丸底。体部は球状で最体部外面へラ削り後ナデ。 長石・石英・スコリアP570　70％　PL73

土　師　器 大径を中位にも？。 にぷい褐色

普通

中央部床面

10

ミニチュア土器A　7．3体部上位から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英 P57140％　PL74

土　師　器B（4．5）口縁部は「く」の字状に外反する。

波状口縁。

ラ削り後ナデ。 にぷい樺色

普通

東コーナー寄り覆土下層

図版番号種　　別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　 老

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第205図11土　　　玉 3．5 3．4 － 0．8 34．1 炉北東側覆土下層 DP141

12 土　　　玉 3．6 3．9 － 0．7 43．9 中央部覆土下層 DP142

13 紡　錘　車（3．9）（2．0） 1．3 －
（8．0）炉南側覆土下層 DP143

14 管状土錘 4．8 3．8 － 1．9 70．6 東コーナー壁寄り床面 DP144

15 管状土錘 5．1 4．0 － 1．2 81．5 東コーナー壁寄り床面 DP145

16 管状土錘 4．4 3．8 － 1．2 69．6 東コーナー壁寄り床面 DP146

17 管状土錘 4．7 3．5 － 1．2 72．5 東コーナー壁寄り床面 DP147

18 管状土錘 4．9 3．7 － 1．1 80．1 東コーナー壁寄り床面 DP148　　PL99

19 管状土錘 5．3 3．6
l
1．0 83．3 東コーナー壁寄り床面 DP149　　PI．99
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図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第205図20 管 状 土 錘 5．3 3 ．6 － 1 ．2 7 6．1 東 コーナー壁寄 り床面 DP15 0　　 PL 9 9

21 管 状 土 錘 4．9 3 ．7 － 0 ．9 7 2．0 東 コーナー壁寄 り床面 DP15 1　　 PL 99

22 管 状 土 錘 4．5 3．7 － 1 ．3 64 ．1 東 コーナー壁寄 り床面 DP15 2　　 PL 99

23 管 状 土 錘 5．1 3 ．7 － 1 ．0 74 ．4 東 コーナー壁寄 り床面 DP15 3　　 PL 99

24 管 状 土 錘 5．0 3 ．6 － 1 ．1 6 5．4 東 コーナー壁寄 り床面 DP154　　 PL 99

25 管 状 土 錘 5．1 3 ．8 － 1 ．1 7 0．9 東 コーナー壁寄 り床面 DP15 5　　 PL 99

26 土 製 炉 石 30．0 4 ．8 4 ．2 － 67 2．7 炉床南部 DP15 6　　 PL 98

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第206図27 砥　　　 石 16．1 6．0 4．1 681．6 安　 山　 岩 貯蔵穴 1 内 Q74　　 PLlO5

第109号住居跡（第207図）

位置　調査区南西部，Eljo区。

重複関係　本跡は西部を第3号掘立柱建物跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．66m，短軸4．60mの方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は17cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

匂〕

」し25．0m

‾‾「こ三二鞠奉二王7－－－
2　　　2

第207図　第109号住居跡実測図

N

可

旦24．8m

＼℃7－

0　　　　　　　　　2m

L　一一一一一十　　一＿」
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第208図　第109号住居跡出土遺物実測図

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは径40cm程の円形，深さ47cmで，

炉　中央部から北西寄りにあり，長径50cm，

ト　　　1－－1・　l

規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

短径35cmの不整楕円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径80cm，短径65cmの楕円形で，深さは36cmである。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土屠解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子少量

遺物　主に炉の北側を中心とした北西壁寄りの床面と南コーナー部の床面から土師器が出土している。1の高

杯は北コーナー部の床面から，2の器台は東コーナー寄りの覆土中層から，4の台付嚢は西コーナー部の覆

土下層から，5の嚢は中央部の床面から，6の嚢は北西壁際西コーナー寄りの床面から，3の相は覆土中か
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ら散在した状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀）と思われる。

第109号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 20 8 図 高　　　 杯 A 1 5．1 脚部は ラッパ状 に大 きく開 く。杯部 口縁部内 ・外面横ナデ。脚部外面へ 長石 ・石英 P572　 80 ％　 PL 74

1 土　 師　 器 B 1 1．9

D 1 9．0

E　 6．7

は内攣 して立ち上が り， 口縁部 に至

る。脚部 に3 孔 を穿つ。

ラ削 り後へラ磨 き。 にぷい黄橙色

普通

北 コーナー部床面

2

器　　　 台 A 〔8．4〕脚部欠損。器受部は内攣 して立ち上 口縁部内 ・外面横ナデ。脚部外面へ 長石・石英・スコリア P5 73　 50％　 PL 74

土　 師　 器 B （8．3）が り，口縁部 との境に稜 をもつ。口 う 削 り後縦位 のヘラ磨 き。 にぷい赤褐色 東コーナー寄り覆土中層

E （5．0）縁部は外反する。脚部 に 3孔，器受

部中央に貫通孔 を穿つ。

普通 二 次焼成

3

柑 A 〔12 ．0〕平底であるが中央がやや凹む。体部 口縁部外両横 ナデ。体部内 ・外面へ 長石 ・石英 P5 74　 4 0％

土　 師　 器 B　 5．7

C　 3 ．8

は内攣 して立ち上が り，内面の口縁

部 との境 に稜をもつ。

ラ磨 き。 明赤褐色

普通

覆土中に散在

4

台　 付　 棄 A 〔12 ．0〕台部は 「ハ」の字状に開 く。体部は 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面， 長石 ・石英 P5 75　 7 0％　 P L7 4

土　 師　 器 B 18 ．4 球状で最大径 を中位にもつ。 口縁部 台部外面パケ目整形。 にぷい褐色 西コーナー部覆土下層

D　 8 ．3

E　 4 ．6

は外反す る。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

5

棄 A lO ．4 体部上位か ら口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P5 76　 3 0％　 P L7 4

土　 師　 器 B （8 ．4） 口縁部 は 「く」，の字状 に外反する。 ラ削 り後へラナデ。体部 内面に輪積 にぷい樺色 中央部床面

み痕が残る。 普通 二次焼成

6

棄 A 18 ．4 底部欠損。体部は球状で最大径を上 口縁部内面パケ目整形，外面横 ナデ。 長石 ・石英 P57 7　 7 0％　 P L7 4

土　 師　 器 B （15 ．0）位に もつ。口縁部は 「く」の字状 に 体部外面パケ 目整形。 にぷい橙色 北西壁際西コーナー寄り床面

外反す る。 普通 二次焼成

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第20 8図7 土　　　 玉 3 ．5 3 ．3 － 0 ．9 3 3．5 西 コーナー部覆土下層 DP 157

8 土　　　 玉 3．4 3 ．4 － 0．8 3 2．9 南西壁際中央部覆土下層 DP 158

9 土　　　 玉 （3．3） 3 ．5 － 0．9 （3 0．0） 南西壁際西寄 り覆土下層 DP 159

第110号住居跡（第209図）

位置　調査区西端部，Elh9区。

重複関係　本跡は南部が第111号住居跡を掘り込み，東部を第3号掘立柱建物跡に掘り込まれていることから，

第111号住居跡より新しく，第3号掘立柱建物跡より古い。

規模と平面形　重複と西部が調査区外に延びているため，正確な規模と平面形は不明であるが，一辺4．15m程

の方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は18cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・焼土粒子・

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量　　　　5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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第209図　第110・111号住居跡実測図
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第210図　第110号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器の嚢片を主体に少量出土している。1の嚢は南東コーナー部の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。
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第110号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考 ．

第210 図 棄 A 14．5 体部上位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面及び体部内 ・外面剥 長石 ・石英 P578　30 ％　 PL74

1 土　 師　 器 B （11．6）口縁部は 「く」の字状に外反する。 離のため調整不明。体部内面に輪積 明赤褐色 南東コーナー部覆土上層

み痕が残る。 普通 二次焼成，体部内・外面剥離

第111号住居跡（第209図）

位置　調査区西端部，Eli9区。

重複関係　本跡は北部を第110号住居跡に，東部を第3号掘立柱建物跡に，南東コーナー部を第75号土坑にそ

れぞれ掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　重複と西部が調査区外に延びているため，正確な規模と平面形は不明であるが，一辺5．10m程

の方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は20cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量　　3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

遺物　土師器の嚢片を主体に少量出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第112号住居跡（第211図）

位置　調査区西端部，Elgo区。

重複関係　本跡は南西部が第129号住居跡を，北東コーナー部が第151号住居跡を掘り込み，南西コーナー部を

第74号土坑に掘り込まれていることから，第129・151号住居跡より新しく，第74号土坑より古い。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸4．10mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は11－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められている。

ピット　5か所（P1－P5）。Pl－P4は長径25－70cm，短径20～60cmの楕円形，深さ17－33cmで，いずれも

主柱穴，P5は径25cmの円形，深さ22cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北寄りにあり，長径65cm，短径60cmの不整円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

覆土　9層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・大ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量　　　　　7　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

5　黒褐色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量



第211図　第112号住居跡実測図
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遺物　床面全体から土師器の嚢片を主体にまばらに出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は！遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第113号住居跡（第212図）

位置　調査区南西部，F2b6区。

規模と平面形　長軸4．65m，短軸4．60mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は54cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周しており，上幅8－10cm，深さ6－8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，出入り口部から竃周辺にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（P1－P5）。P1－P4は長径60～70cm，短径55－60cmの円形あるいは楕円形，深さ44－57cm

で，いずれも主柱穴，P5は径55cmの円形，深さ32cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に40cm程掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は長さ140cm，幅110cmである。袖部

は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は浅い皿状で，火熱を受け赤変硬化している。煙道

部は火床面から外傾して立ち上がっている。
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第212図　第113号住居跡実測図

奄土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒子少量
2　暗褐色　砂粒子多量，焼土小ブロック・炭化物少量

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

0　　　　　2m

ヒ一　一十一二二∃

0　　　　　　　　　　1m

！　　　ヱ　　　！

3　黄褐色　焼土粒子・砂粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土中
・大ブロック少量

4　赤褐色　焼土粒子・焼土小・中・大ブロック多量

4　黒褐色　ローム粒子・ローム大ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量　　　　　6　黄褐色　砂粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　竃周辺の床面から嚢等の土師器が出土している。また，四方の壁寄りの床面から炭化材と焼土塊が出土

している。1・2の聾及び4の支脚は竃右袖部東側の床面から出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期と思われる。
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第213図　第113号住居跡出土遺物実測図

第113号住居跡出土遣物観察表

10cm

j　　　　＿＿呈　　　　［

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　考

第213図 嚢 A19．7平底。休部は内督して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英 P579　80％　PL76

1 土　師　器B　20．7

C　7．8

口緑部は頚部から外反する。 ラ削り。 黒褐色

普通

竃右裾部東側床面

二次焼風体部外面煤付着

2

聾 B（17．9）休部中位から底部にかけての破片。休部外面へラ削り。 長石・石英 P580　40％　PL74

土　師　器ClO．0平底。体部は内攣して立ち上がる。 橙色

普通

竃右裾部東側床面

二次焼成，体部外面煤付着

図版番号種　　別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第213図3管状土錘 5．0 3．9 － 0．9 85．1 出入り口部覆土下層 DP160　　PL99

4 支　　　脚（17．8） 6．0 － － （499．5）竃右袖部東側床面 DP161　　PL99
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第114号住居跡（第214図）

位置　調査区中央部，E2a9区。

重複関係　本跡は北西壁が第116号住居跡を，南西壁が第117号住居跡を，北東壁が第127号住居跡を掘り込み，

中央部から北東壁にかけて第115号住居跡に掘り込まれていることから，第116・117及び第127号住居跡より

新しく，第115号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸6．95m，短軸6．80mの方形である。

主軸方向　N－570－W

壁　壁高は52－70cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周しており，上幅7－20cm，深さ8cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，出入り口周辺から竃周辺にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（P1－P5）。P1－P4は長径55－70cm，短径45－65cmの楕円形，深さ67－84cmで，いずれも

主柱穴，P5は径50cm程の円形，深さ27cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北西壁中央部を壁外に55cm程掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は長さ140cm，幅100cmである。袖

部は砂質粘土で構築している。火床部は浅い皿状で，火熱を受け赤変硬化している。煙道部は火床面からや

や傾斜して立ち上がっている。

竃土層解説

1黄褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・砂粒子少量

2　赤褐色　炭化粒子多量，炭化物・焼土粒子中量，砂粒子少量

3　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒子少量

4　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック少量

5　暗褐色　焼土粒子中量，焼土大ブロック・炭化粒子少量

6　褐　　色　炭化物中量，焼土粒子少量

貯蔵穴　北西壁際の西コーナーと竃の間に付設されている。径70cm程の円形で，深さは25cmである。底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

5　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　竃周辺から西コーナー部にかけての床面及び出入り口部周辺の床面から杯，嚢及び甑等の土師器が出土

している。1の杯（逆位）及び4の杯（正位）は竃と西コーナーの間から，3の杯（逆位）は出入り口部南

東壁際から，2の杯（正位）は出入り口部南西側から，5の嚢は西・北コーナー部及び南東壁際南コーナー

寄りから散在した状態で，6の甑は竃前方から，7の甑は西コーナー部からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期（7世紀前半）と思われる。

第114号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 21 5 図 杯 A 11 ．2 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P58 1 10 0％　 P L7 4

1 土　 師　 器 B　 3 ．5 口縁部との境 に稜を もつ。口縁部は

僅かに内傾 する。

ラ削 り後へラナデ。内面黒色処理。 黒褐色

普通

竃・西 コーナー間床面
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第215図　第114号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 宙　　 種 甘測値（cm）・ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 215．図 杯 A 11．7 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P582　 90 ％　 PL 74

2 土　 師　 器 B　 4 ．0 口縁部 との境 に稜 をもつ。口縁部は

僅か に内傾する。

ラ削 り後へラナデ。内面黒色処理。 黒 色

普通

出入り口部南西側床面

3

杯 A 14 ．4 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外画へ 長石 ・石英 P583　 90 ％　 PL 7 6

土　 師　 器 B　 4．1 口縁部は短 く直立する。 口縁部内面 ラ削 り後へ ラナデ。体部外面 に輪積 灰黄褐色 出入り口部南東壁際床面

C　 5．7 に不明瞭な稜をもつ。 み痕，底部 に木葉痕が残 る。 普通

4

杯 A 15．1 底部欠損。体部は内攣 して立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P584　 70 ％　 PL 7 6

土　 師　 器 B （5．4） り，口縁部は僅かに外反する。 ラ削 り後へ ラナデ。内 ・外面黒色処

理。

黒色

普通

竃・西コーナー間床面

5

棄 A 18 ．2 体部中位から口縁部 にかけての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P58 5　20％　 PL7 5

土　 師　 器 B （21 ．4）体部は内攣 して立ち上が り，口縁部 ラ削 り後へラナデ。 黒褐色 西・北コーナー部滴東壁際

は頚部か ら外反する。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

6

甑 A　29 ．2 無底式。体部 は内攣気味に立ち上が 口縁部内画横位のヘ ラ磨 き，外面横 長石 ・石英 P58 6 10 0％　 PL7 5

土 ．師　 器 B　25．7

C　 9 ．4

り，口縁部は頚部から外反する。 ナデ。体部 内 ・外面へラ削 り後へラ

磨 き。

にぷい橙色

普通

竃前方床面

7

甑 A　28．0 無底式。体部 は内攣気味に立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石・石英・スコリア P58 7 10 0％　 PL 75

土　 師　 器 B　26．7

C l O．2

り，口縁部は頚部か ら外反す る。 面へラ削 り後へ ラ磨き。 にぷい黄橙色

普通

西 コーナー部床面

第116号住居跡（第214図）

位置　調査区西部，E2a8区。

重複関係　本跡は南東部を第114号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺3・60m程の方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－1320－W

壁　壁高は5cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉の周辺から北東壁中央部にかけての床面が踏み固められている。

炉　中央部から南西寄りにあり，長径65cm，短径55cmの不整楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

覆土1層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中・大ブロック・焼土粒子・炭化物少量

遺物　土師器の嚢片を主体に少量出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第117号住居跡（第214図）

位置　調査区中央部，E2b9区。

重複関係　本跡は北東部を第114号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は不明であるが，一辺2・90m程の方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は9－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西コーナー付近の南西壁下と北西壁下に確認し，上幅13cm程，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，出入り口周辺が踏み固められている。

ピット　Plは径20cm程の円形，深さ29cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第216図　第117号住居跡出土遺物実測図

炉　中央部から商西寄りにあり，長径40cm，短径30cmの不整楕円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径43cm，短径33cmの楕円形で，深さは27cmである。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・炭化物中量

遺物　炉を中心とする南西壁寄り及び北西壁際の覆土下層から床面にかけて，土師器の嚢片を主体に少量出土

している。1の椀は炉南部の覆土下層から，4の嚢は炉の南部と東側の床面から，3の嚢は西コーナー部の

床面から，2の柑及び5・6のミニチュア土器は北西壁際中央部寄りの床面からそれぞれ出土している0

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第117号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 2 16 区l 椀 A 〔14．7〕 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 59 2　 40 ％　 P L7 6

1 土　 師　 器 B　 5．3

C　 3．8

口縁部は僅かに外反する。 ラ磨 き。 明褐色

普通

炉南部覆土 下層

2

柑 B （5．6） 口緑部欠損。丸底であるが中央が凹 体部外面へ ラナデ。 長石・石英・スコリア P 59 3　 60 ％

土　 師　 器 む。体部は内攣 して立ち上がる。 にぷ い橙色

普通

北西壁際中央部寄り床面
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 216 図 嚢 A 〔16．4〕体部上位から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P594　20％

3 土　 師　 器 B （9．1） 口縁部は外反する。波状口縁。 ラナデ。 にぷい黄橙色

普通

西 コーナー部床面

休 部外面煤付着

4

嚢 A 18．0 突出 した平底。休部は球状で最大径 ロ緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面ハ 長石 ・石英 P59 5　80％　 PL 7 5

土　 師　 器 B　24 ．9 を中位 にもつ。ロ緑部は外反する。 ケ目整形後へラ削 り。 にぷい橙色 炉 南部 ・東側床面

C　 7．4 波状 口縁。 普通 体部外面煤付着

5

ミニチュア土器 A　 5．7 平底。休部 は縦長の球状 で最大径 を 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面ハ 長石 ・石英 P59 6　80％　 PL 76

土　 師　 器 B　 7．1

C　 2．7

中位 にもつ。 口緑部は 「く」の字状

に外傾する。

ケ目整形後へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

北西壁際中央部寄り床面

6

ミニチュア土器 A　 9．0 平底。体部 は球状で最大径 を中位に 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ハ 長石・石英・スコリア P59 7 10 0％　 PL 76

土　 師　 器 B　 8 ．3

C　 3．9

もつ。口縁部は 「く」の字状に外傾

する。

ケ目整形。 橙 色

普通

北西壁際中央部寄り床面

第115号住居跡（第217図）

位置　調査区中央部，E2a9区。

重複関係　本跡は第114号住居跡の上に構築し，北東コーナー部が第127号住居跡を掘り込んでおり，本跡が最

も新しい。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は不明であるが，一辺4．50m程の方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－99。－E

壁　壁高は30cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体に軟らかく，硬化部はない。

寵　撹乱と重複のため正確な規模等については不明である。東壁を掘り込んで構築しており，赤変硬化した火
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第217図　第115号住居跡実測図
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第218図　第115号住居跡出土遺物実測図

床部の一部と袖部の構築材と思われる砂質粘土塊を確認した。

寵土居解説

1赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土大ブロック

少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量

：l丁＿l≡
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

3　時赤褐色　焼土粒子多量，砂粒子少量

4　明黄褐色　焼土粒子中量

5　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック多量，焼土中ブロック中量

覆土1層からなるが，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　住居跡全体の床面から少量の土師器が，竃内から少量の土師器片，羽口及び鉄棒が出土している。3の

皿及び1・2の高台付杯は中央部の床面から，4の皿は南東コーナー寄りの床面から出土している。また，

5の羽口及び鉄淳が竃の火床部から出土している。

所見　本跡は出土遺物等から工房跡と考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（10世紀前半）

と思われる。

第115号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 2 18 図 高 台 付 杯 A 14．2 平底に 「ハ」の字状 に開 く高台が付 口縁部内 ・外面横ナデ。高台貼 り付 長石・石英・スコリア P 59 0　 80 ％　 PL 76

1 土　 師　 器 B　 5．6 く。体部は内轡 して立 ち上が り，ロ け後ナデ。 明褐色 中央部床面

D 〔6．6〕

E　 1．7

縁部に至る。 普通 墨書 「主」

2

高 台 付 杯 A 〔15．1〕 平底に 「ハ」の字状 に開 く高台が付 ロ縁部内両横ナデ。休部内面へラ磨 長石・石英・スコリア P 59 1 60 ％　 PL 76

土　 師　 器 B　 6．5 く。体部は内野 して立 ち上が り， 口 き。高台貼 り付け後ナデ。内面黒色 にぷい黄橙色 中央部床面

D　 7．6

E　 l．6

縁部に至る。 処理。 普通

ー247－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 218 図 皿 A ．9．1 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。底部回転糸 長石 ・石英 ・雲母 P58 8　90％　 PL7 6

3 土　 師　 器 B　 2．0

C　 5．1

口縁部 に至 る。 切 り。 にぷい褐色

普通

中央部床面

4

皿 A　 9．4 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。底部回転糸 長石・石英・スコリア P58 9　60％　 PL7 6

土　 師　 器 B　 l．8

C　 5．0

口縁部 に至 る。 切 り。 にぷい褐色

普通

南東コーナー寄り床面

図版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値

出　 土　 地　 点 ・備　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第218図5 羽　　　 口 （8．4） 7．4 7．0 －
（329．云） 竃火床部 DP162　　 PL99

第118号住居跡（第219図）

位置　調査区南西部，F2b8区。

重複関係　本跡は北東壁が第119号住居跡を掘り込み，東コーナー部を第1号溝に掘り込まれていることから，

第119号住居跡より新しく，第1号溝よりも古い。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸4．20mの方形である。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は8－14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉の西側一帯が踏み固められている。

土24．8m

第219図　第118号住居跡実測図
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第220図　第118号住居跡出土遺物実測図

ピット　Plは径20。m程の円形，深さ29cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる0

炉　中央部から北西寄りにあり，長径70cm，短径30cmの不定形で，床面を僅かに掘り窪めている0炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　西コーナー部に付設されている。長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さは56cmである。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量

遺物　炉周辺から北東部の覆土下層から床面にかけて土師器の嚢片を主体に少量出土している。炉周辺の覆土

下層からは，1の嚢が炉北西側から，2の高杯が炉北側から，4の土製炉石が炉南東側から出土している0

また，3の意は西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第118号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 22 0 区l 嚢 A 〔16．0〕体部上位から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面，休部外面へラ磨き。 長石 ・石英 P5 99 10％

1 土　 師　 器 B （6．6） ロ縁部は頚部から屈曲 して外反する。 ロ緑部か ら体部 内 ・外面赤彩。 明赤褐色

普通

炉北西側覆土下層

二次焼成

2

高　　　 j不 B （9．4）脚部片。脚部は中実柱状。 脚部外面縦位 のヘ ラ磨 き。脚部外面 長石 ・石英 P6 00 10％

土　 師　 器 ．
赤褐色

普通

炉北側覆土下層

二次焼成

3

貢ぎ A 〔16．6〕 口緑部片。 口縁部 は頚部から 「く」 □緑部外面横 ナデ。頚部内面横位， 長石 ・石英 P 598 10 ％

土　 師　 器 B （7．3） の字状 に外傾する。有段 □縁。 外面縦位のヘラ磨 き。 にぷい橙色

普通

西コーナー部覆土下層

二次焼成

－249－



図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第220図4 土 製 炉 石 （6．2） ．4．9 3．1 － （101．8） 炉南東側覆土下層 DP163　　 PL98

第119号住居跡（第221図）

位置　調査区南西部，F2a8区。

重複関係　本跡は南コーナー部を第118号住居跡に，東部から西部にかけてを第1号溝に掘り込まれており，

本跡が最も古い。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．50mの方形である。

主軸方向　N－640－W

第221図　第119号住居跡実測図
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壁　壁高は28－38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周しており，上幅10cm程，深さ8cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，炉の周辺が踏み固められている。貯蔵穴1・2とP3の間に長さ220cm，幅30～40cmで，床面から

4－9cm盛り上がった帯状の硬化部がある。

ピット　5か所（Pl～P5）。P1－P4は長径25－40cm，短径25－35cmの楕円形，深さ44－53cmで，いずれも

主柱穴，P5は径25cm程の円形，深さ100cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径95cm，短径70cmの楕円形で，床面を7cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南東壁下の南コーナー寄りに付設されている。径55cm程の円形で，深さは59cmで

ある。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。貯蔵穴2は貯蔵穴1と南コーナー

の間に付設されている。長軸65cm，短軸50cmの隅丸長方形で，深さは55cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴1土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

貯蔵穴2土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

覆土10層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ

ク少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

5　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

4　極暗褐色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　明褐色　ローム粒子・鹿沼パミス少量

6　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

9　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，炭化粒子少量
10　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　住居跡中央部の覆土下層から床面にかけて，比較的多量の土師器が出土しているが，完形品の割合は少

ない。1の鉢，5・7の器台，10の柑及び14の台付嚢の台部は中央部の床面から，3の高杯及び6の器台は

西コーナー寄りの床面から，18のミニチュア土器は南部寄りの床面から，4の高杯，9の相，12の壷，13の

嚢及び16・19のミニチュア土器は中央部の覆土下層から，2の高杯及び17のミニチュア土器は南西壁際南コ

ーナー寄りの床面から，11の壷は出入り口部北東側の覆土下層から，8の器台及び15のミニチュア土器は炉

床からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第119号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 222 図 鉢 A 16．0 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， 口縁部外面，休部外面へ ラナデ。 長石・石英・スコリア P60 1　 7 0％　 P L7 6

・1 土　 師　 器 B　 7．2 内面 の口縁部 との境 に稜 をもつ。口 にぷい黄橙色 中央部床面

C　 3．1 縁部 は外傾す る。 普通 休部 内面剥離

2

高　　　 杯 A lO．1 脚部 はラッパ状に開く。杯部は均一 杯部内 ・外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P60 2　 70 ％　 PL 7 6

土　 師　 器 B　 6．4

D　 7．2

E　 2．7

な器厚 を保 ちながら内攣 して立 ち上

がる。 口緑部内削ぎ。

杯部内 ・外面，脚部外面赤彩 。 赤褐色

普通

南西壁際南コーナ寄り床面

－251－
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第222図　第119号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 222 図 高　　　 杯 A 14 ．2 脚部はラッパ状に開く。杯部は内攣 杯部外面，脚部外面へラナデ。杯部 長石 ・石英 P60 3　 70％　 PL 77

3 土　 師　 器 B （11．1） して立 ち上が り，口縁部に至る。脚 内 ・外面，．脚部外面赤彩。 赤色 西 コーナー寄 り床面

E （5．4）部に 3 孔を穿つ。 普通 J不部 内面剥離

4

高　　　 杯 D 14 ．0 杯部欠損。脚部はラッパ状 に開 く。 脚部外面縦位のヘラ磨 き。脚部外面 長石 ・石英 P60 4　60％

土　 師　 器 E （8．7）脚部に 3孔 を穿つ。 赤彩。 暗赤褐色

普通

中央部 覆土 下層

脚部 内面煤付着

5

器　　　 台 A lO ．0 脚部はラッパ状に開 く。器受部 は内 器受部内 ・外面，脚部内 ・外面へ ラ 長石 ・石英 P60 9　70％　 PL7 6

土　 師　 器 B　 9．1 攣 して立ち上が り，口縁部 との境に 磨 き。器受部内 ・外面，脚部外面赤 赤褐色 中央部床面

D 12 ．1

E　 6 ．9

稜をもつ。 口縁部 は外反する。脚部

に 3 孔，器受部中央に貫通孔を穿つ。

彩。 普通

6

器　　　 台 A ‾　9 ．2 脚部 は 「ハ」の字状に開 く。器受部 器受部，脚部内面へラナデ。脚部外 長石 ・石英 P60 5　80％　 PL7 7

土　 師　 器 B　 7 ．6 は逆 「ハ」の字状 に立ち上がる。口 面パケ 目整形後 ナデ。脚部外面 に輪 にぷ い橙色 西 コーナー寄 り床面

D　 9 ．5

E　 5 ．8

縁部外削ぎ。器受部中央 に貫通孔を

穿つ。

積み痕が残る。 普通 二次焼成

7

器　　　 台 A 〔10 ．6〕脚部 は 「ハ」の字状に開 く。器受部 器受部，脚部内 ・外面へ ラナデ。 長石 ・石英 P60 6　70 ％

土　 師　 器 B lO ．3

D 〔11 ．6〕

E　 7 ．4

は器厚 を減 じなが ら内攣気味に立ち

上 が り，口縁部 に至る。器受部中央

に貫通孔 を穿つ。

樺色

普通

中央部床面

8

器　　　 台 A lO ．7 脚部 は 「ハ」の字状に開く。器受部 器受部，脚部内 ・外面へラナデ。 長石 ・石英 P608　 60 ％　 PL 7 7

土　 師　 器 B lO ．5 は逆 「ハ」の字状 に立 ち上がる。口 にぷい褐色 炉床

D 〔12 ．1〕

E ＿　6．2

縁部外削ぎ。器受部中央 に貫通孔を

穿 つ。

普通 二次焼成

9

柑 A ll．8 丸底であるが中央がやや凹む。体部 口縁部内 ・外面，体部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P610　 80 ％　 PL 77

土　 師　 器 B　 4．6 は内攣 して立ち上が り，口縁部は屈 口縁部内 ・外面，体部外面赤彩。 赤色 中央部覆土下層

曲 して外反する。 普通 二次焼成

10

柑 A 〔12．0〕底部欠損。体部はやや偏平な球状で， 口縁部内 ・外面，体部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P611　 70％　 PL 77

土　 師　 器 B （14．3） 口縁部は外方向に大 きく開いて立ち 口縁部内 ・外面，体部外面赤彩。 橙色 中央部床面

上がる。 体部内面 に輪積み痕が残る。 普通 二次 焼成

11

士∃互 A lO．8 体部上位か ら口縁部にかけての破片。 口縁部内 ，外面，ヘラ磨 き。体部外 長石 ・石英 P612　20％　 PL 77

土　 師　 器 B （8．4） 口縁部は外傾する。口縁部外削 ぎ。 面へラ削 り後ナデ。口縁部内 ・外面， にぷい赤褐色 出入り口部北東側覆土下層

体部外面赤彩。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

12

士ヨ互 A 14．9 口縁部片。口縁部はやや外反する。 口縁部内 ・外面横 ナデ。頚部外面へ 長石 ・石英 P613．20％

土　 師　 器 B （6．7）折 り返 し口縁。 ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

中央部 覆土 下層

二次焼成

13

棄 A 1 5．7 体郡上位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P61 4　40％　 PL7 7

土　 師　 器 B （12．7） 口縁部 は 「く」の字状 に外反する。 ラ削 り後へラナデ。 にぷい橙色 中央部覆土下層

波状口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

14

台　 付　 棄 B （7．3）台部片。台部は 「ハ」の字I犬に開 く。 台部内面へ ラナデ，外面パケ 目整形 長石 ・石英 P60 7 1 0％

土　 師　 器 D lO．0

E　 5．2

後へ ラナデ。 にぷ い橙色

普通

中央部床面

二次焼成，台部外面煤付着

15

ミニチュア土器 A　 4 ．4 平底。体部 は器厚 を減 じなが ら内攣 体部内 ・外面ナデ。体部内 ・外面赤 長石 ・石英 P61 5　90 ％　 PL7 7

土　 師　 器 B　 3．4

C　 2 ．8

気味に立ち上が り，口縁部に至 る。 彩。 赤褐色

普通

炉床

16

17

18

19

ミニチュア土器 A 〔6 ．9〕平底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 体部内 ・外面ナデ。

口縁部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外

長石 ・石英 P616　 40 ％

土　 師　 器

ミニチュア土器

B　 4 ．7

C　 3 ．2

A 〔6 ．4〕

口縁部 に至 る。

丸底。体部は内攣 して立 ち上が り，

褐灰色

普通

長石 ・石英

中央部覆土下層

P617　 80 ％　 PL 7 7

土　 師　 器 B　 4 ．5 口縁部は外傾する‘。 面ナデ。 にぷい橙色

普通

長石 ・石英

南西壁際南コーナー寄り床面

ミニチュア土器 A　 8 ．2 突 出した平底。体部は内攣 して立ち 体部内 ・外面ナデ。体部外面 に輪積 P618　 80％　 PL 77

土　 師　 器 B　 5 ．1

C　 3 ．3

A 〔7．2〕

上が り，口縁部 に至る。 み痕が残る。 にぷい黄樺色

普通

長石 ・石英

南部寄 り床 面

ミニチュア土器 突 出した平底で中央がやや凹む。体 口縁部内面，体部外面パケ目整形。 P619　 70％　 PL 77

土　 師　 器 B　 7．9 部 は球状で最大径を中位 にもつ。口 灰褐色 中央部 覆土 下層

C　 4．6 縁部は外傾する。 普通 二次焼 成

－253－



第120号住居跡（第223図）

位置　調査区南部，E2j7区。

規模と平面形　長軸5．10m，短軸4．80mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は25cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西コーナーを除く壁下を仝周しており，上幅8cm程，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，全体が踏み固められている。

ピット　Plは径30cm程の円形，深さ53cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　2か所。炉1は中央部から南西寄りにあり，長径65cm，短径45cmの不定形で，床面を5cm程掘り窪めてい

る。炉2は中央部から南東寄りにあり，長径55cm，短径30cmの不整楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。

いずれの炉床も火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。径70cm程の円形で，深さは59cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物中量，焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック・
炭化物少量

l　／⑥

第223図　第120号住居跡実測図

3　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロッ

ク中量

17
2m」
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第224図　第120号住居跡出土遺物実測図
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遺物　主に炉1を中心とする住居跡南西部の覆土下層から床面にかけて，土師器を主体に出土している。また，

四方の壁寄りの床面からは焼土塊が，東壁際の床面からは長さ160cm程，径7cm程の炭化材が出土している。

1の杯は西壁際南西コーナー寄りの覆土下層から，2の椀は北東コーナー寄りの床面から，4の鉢は西壁中

央部の覆土下層から，3の椀は貯蔵穴の覆土上層から，5の高杯は炉1西側の床面から，7の嚢は炉1の炉

床から，8の嚢は南西コーナー部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期初頭（5世紀末）と思われる。

第120号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 24 図 杯 A 〔15 ．2〕丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内面へ 長石・石英・スコリア P 62 0　 4 0％

1 土　 師　 器 B　 5 ．9 口縁部 は僅 かに外反する。 ラ磨 き，外面へラ削 り後へ ラナデ。

体部内 ・外面 に赤彩の痕跡が残 る。

明赤褐色

普通

西封賄西コーナー寄り覆土下層

2

椀 A 12 ．8 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 62 1 7 0％　 P L7 7

土　 師　 器 B （7 ．1）内面の口縁部 との境 に稜をもつ。 口 ラ削 り後へ ラナデ。 明赤褐色 北東コーナー寄 り床面

縁部は僅かに外反する。 普通 二次焼成

3

椀 A 12 ．5 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 62 2 1 00 ％　 PL 78

土　 師　 器 B lO ．2 口縁部は外反する。 ラ削 り後へ ラナデ。 にぷい黄橙色

普通

貯蔵穴覆土上層

4

鉢 A 〔19 ．5〕突出 した平底。体部 は内攣 して立 ち 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内面へ 長石・石英・スコリア P 62 3　 6 0％　 P L7 7

土　 師　 器 B 12 ．0

C　 8 ．0

上が り，口縁部は外反する。 ラナデ，外面へラ削 り後へラナデ。 灰褐色

普通

西壁 中央部 覆土下層

5

高　　　 杯 A 15 ．3 脚部は上位が中実で中位からラッパ 口縁部内 ・外面横 ナデ。杯部外面， 長石 ・石英 P 62 4　 8 0％　 P L7 8

土　 師　 器 B 12 ．6 状 に開 く。杯部 は内攣 して立ち上が 脚部外面へラ削 り後へ ラナデ。 にぷい橙色 炉 1 西側床面

D 〔1 1．1〕

E　 6 ．1

り，口縁部は外反する。 普通 二次焼成

6

嚢 A 14 ．1 平底。体部は内攣 して立ち上がる。 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P 62 5　 100 ％　 PL 78

土　 師　 器 B 12 ．7

C　 5．6

口縁部は頚部 から外反する。 ケ 目整形後へ ラ削 り・ヘラナデ。 にぷい橙色

普通

貯蔵穴 覆土 中

二次焼成

7

棄 A 〔18 ．8〕平底。体部はやや縦長の球状で最大 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P62 6　 4 0％　 P L7 8

土　 師　 器 B　2 7．7 径 を中位 にもつ。口縁部は頸部か ら ケ目整形。体部内面 に輪積み痕が残 褐色 炉 1 炉床

C　 6．2 「く」の字状 に外反す る。 る。 普通

8

棄 A 1 2．2 体部上位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P62 7　 3 0％　 P L7 8

土　 師　 器 B （14 ．7） 口縁部は頚部から外反す る。 ラ削 り後へラナデ。体部内面 に輪積 にぷい橙色 南西コーナー部覆土上層

み痕が残る。 普通 二次焼成

第121－A号住居跡（第225図）

位置　調査区南部，E2h8区。

重複関係　本跡は第121－B号住居跡の上に構築し，北東部が第122号住居跡を掘り込んでいることから，本跡

が最も新しい。

規模と平面形　重複のため規模や平面形については不明であるが，遺物の出土状況等から長軸4・00m程，短軸

2．60m程の長方形と推定される。

主軸方向〔N－490－E〕

壁　壁高は20cm程と推定される。

炉　遺物が集中して出土している部分の中央部からやや北東部にあり，長径40cm程，短径30cm程の楕円形であ

る。炉床と思われる部分は火熱を受け赤変硬化している。
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第225図　第121－A号住居跡実測図

L　ト＿＿jm

覆土　2層からなるが，堆積状況は不明である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　少量の土師器の細片（嚢，高台付杯）に伴って椀状津（重量3kg程）及び数十点の鉄棒（総重量2kg程）

が出土している。また，炉床からは焼土，砂，木炭及び鉄棒が出土している。

所見　本跡は工房跡と考えられる。時期は，重複関係や出土遺物から平安時代（10－12世紀）と思われる。

第121－B号住居跡（第226図）

位置　調査区南部，E2h8区。

第226図　第121－B号住居跡実測図

2m
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重複関係　本跡は北東部が第122号住居跡を掘り込み，第121－A号住居跡に掘り込まれていることから，第122号

住居跡より新しく，第12トA号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．90mの方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は40－56cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周しており，上幅5－10cm，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，竃周辺から出入り口部にかけて踏み固められている。

ピット　Plは径40cmの円形，深さ20cm程で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁のやや東寄りの部分を壁外に20cm程掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は長さ95cm，幅80cmで

ある。袖部は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は浅い皿状で，火熱を受け赤変硬化して

いる。煙道部は火床面からやや傾斜して立ち上がっている。

寵土層解説
1　極　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・ローム小ブロック少量　　4　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土′」、ブロック・砂　5　暗　赤　褐　色　焼土小ブロック多量，焼土粒子中量　ローム粒子少量

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・砂粒子少量
3　暗　赤　褐　色　焼土粒子・焼土ノ」、ブロック中量，ローム粒子・ロ　　7　時　赤　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック多量，焼土中ブロック

ーム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中量，ローム粒子少量

第227図　第121－B号住居跡出土遺物実測図
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覆土10層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化物少量
3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量
5　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック少量

6　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロッ
ク中量

7　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・炭化物少量
9　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量
10　極暗褐色　ローム粒子少量

遺物　竃周辺から出入り口部にかけての床面から土師器がまばらに出土している。1の高杯は中央部，2の嚢

は南東コーナー寄り，3の嚢は北西コーナー寄りのいずれも床面から出土している。また，4の手控土器は

覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期（6世紀）と思われる。

第12トB号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 227 図 高　　　 杯 A　20．3 脚部は太い中空でラッパ状に開 く。 口縁部外面横 ナデ。杯部内面へラ磨 長石・石英・スコリア・嘩 P6 28　 ケ0 ％　 PL 78 1

1 土　 師　 器 B 1 3．5 杯部は内攣 して立 ち上が り，口縁部 き。脚部外面へ ラ削り後へラナデ。 にぷ い赤褐色 中央部床面

D 〔15．4〕

E　 8 ．7

は外反する。 杯部内面黒色処理。杯部外面及び脚

部外面の一部 に赤彩の跡が残る。

普通

2

棄 A 〔15．0〕突出 した平底。体部は球状で最大径 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P6 29　8 0％　 PL7 9

土　 師　 器 B 17 ．4

C　 7 ．3

を中位 にもつ。口縁部 は外反す る。 ラ削 り後ナデ。 にぷい橙色

普通

南東コーナー寄 り床面

3

嚢 A 〔21 ．2〕底部欠損。体部 は縦長 の球状で，口 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P6 30　4 0％　 PL 78

土　 師　 器 B （26 ．1）縁部は外反する。 ラ削 り後ナデ。 褐色

普 通

北西コーナー寄り床面

二次焼成，体部外面煤付着

4

手 捏 土 器 A 〔4 ．2〕 平底。体部 は器厚を減 じなが ら立 ち 体部内 ・外面指頭 によるナデ。体部 長石 ・石英 P63 1 80 ％

土　 師　 器 B　 1．9

C　 3．6

上が り，口縁部に至 る。 内 ・外面 に指頭庄痕が残る。 にぷい橙色

普通

覆土 中

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第227図5 支　　　 脚 （11．5） 6．3 5．1 － （384．7） 竃左裾部覆土下層 DP164　　 PL99

第122号住居跡（第228図）

位置　調査区南部，E2g8区。

重複関係　本跡は北西壁が第123号住居跡を掘り込み，南部を第121－A・B号住居跡に掘り込まれていること

から，第123号住居跡より新しく，第121－A・B号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸4．60m，短軸4．05mの長方形である。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は40cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体が踏み固められている。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径65cm，短径35cmの不整楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化しており，南部には土製炉石が付設されている。
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第228図　第122号住居跡実測図

覆土　8層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2m

し＿」二∃

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子多量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック・炭化粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

遺物　炉を中心とする住居跡中央部から北西壁際にかけての床面から土師器を主体に出土している。2の器台

は炉北西側の床面から，3の壷及び6の嚢は炉西側の床面から，1の脚付椀は炉北東側の覆土下層から，5

の嚢は北西壁際中央部の床面から斜位の状態で，4の嚢は中央部の覆土上層からそれぞれ出土している。炉

床の南部からは7の土製炉石が炉の長径に対してほぼ直交した状態で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第122号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 229 図 脚　 付　 椀 A　 8 ．1 脚部は 「ハ」の字状 に開 く。体部 は 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面， 長石 ・石英 P632　 90 ％　 PL78

1 土　 師　 器 B　 9 ．7

D　 6 ．8

E　 3 ．8

内攣 して立ち上が り，口縁部は僅か

に外反する。

脚部外面縦位のヘラ削 り後ナデ。 浅黄樺色

普通

炉北東側覆土下層

2

器　　　 台 A 〔9 ．2〕脚部は 「ハ」の字状 に開 く。器受部 器受部外面，脚部外面パケ 目整形後 長石 ・石英 P633　80 ％　 PL78

土　 師　 器 B　 8 ．7 は逆 「ハ」 の字状に立ち上が り， 口 ナデ。脚部内面に輪積 み痕が残 る。 にぷ い橙色 炉北西側床面

D 11．3

E　 6 ．2

縁部に至る。 口縁部外削 ぎ。器受部

中央に貫通孔 を穿つ。

普通 二次焼成，器受部内面剥離

3

・＝ヒ宝互 A lO ．6 突出 した平底。体部 は球状で最大径 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P634　 90 ％　 PL78

土　 師　 器 B 14 ．9

C　 5 ．2

を中位 にもつ。口縁部は頚部か ら外

傾する。

ラ削 り後ナデ。 にぷ い橙色

普通

炉西側床面
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第229図　第122号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計細値（C。） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 229 図 棄 A 〔12 ．2〕体部中位か ら口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P635　 30 ％

4 土　 師　 器 B （8．5） 口縁部は頚部か ら外傾す る。 ケ目整形後ナデ。 褐色

普通

中央部覆土上層

二次焼成，休部外面煤付着

5

謹
瓦

A 〔18．2〕 中央が凹む平底。休部 は球状で最大 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P636　 90 ％　 PL 79

土　 師　 器 B　27．5 径 を中位 にもつ。口縁部 は 「く」の ケ目整形後ナデ。休部外面 に輪積み にぷい橙色 北西壁際中央部床面

C　 6．5 字状 に外反する。波状 口縁。 痕が残 る。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

6

棄 A 19．7 中央が凹む平底。体部 は球状 で最大 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P637　 90 ％　 PL 79

土　 師　 器 B　26．7 径 を中位 にもつ。 口縁部 は 「く」の ケ目整形後ナデ。体部外面 に輪積 み にぷい黒褐色 炉西側床面

C　 6．0 字状 に外反する。波状 口縁。 痕が残る。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第229図7 土 製 炉 石 （22．6） 4 ．7 2．5 － （19 8．1） 炉床 DP1 65　　 PL lO 2

8 土　　　 玉 2．1 2 ．1 － － 8．1 中央部覆土 中層 DP1 66

第123号住居跡（第230図）

位置　調査区南部，E2f8区。

重複関係　本跡は南東壁を第122号住居跡に，南西部を第1号不明遺構の溝に，北コーナー部を第56（A・B）号

土坑に掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　長軸6．10m，短軸6．05mの方形である。

主軸方向　N－430－E

壁　壁高は16－27cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，床面全体が踏み固められている。

ピット　6か所（Pl－P6）。P1－P4は長径38－48cm，短径32－45cmの楕円形，深さ89cm程で，いずれも主

柱穴，P5は径25cm程の円形，深さ20cm程で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径45cm程の円

形，深さ14cm程で，性格は不明である。

炉　中央部から北東寄りにあり，長径85cm，短径50cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南東壁下の南コーナー寄りに付設されている。長径70cm，短径60cmの楕円形で，深さは72cmである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中・大ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量

覆土　8層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化

粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ
ク少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

5　褐　　色　ローム粒子・黒色土粒子中量
6　褐　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子・ローム小・中ブ

ロック少量

7　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量
6　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
7　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　住居跡全体の床面から土師器がまばらに出土している。また，南東壁を除く三方の壁寄りの床面からは

炭化材及び焼土塊が出土している。1の装飾器台は貯蔵穴から横位の状態で，2の相は北東壁際中央部の床
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第230図　第123号住居跡実測図

面から，3の聾は貯蔵穴北東側の床面から出土している。また，5－24の土玉は北東壁際中央部の床面から

集中して出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第123号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（m ） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 2 3 1 園 装 飾 器 台 A 19．4 脚部 はラッパ状 に開 く。器受部下位 器受部内 ・外面，脚部外面パケ 目整 長石 ・石英 P6 38 1 00％　 PL 79

1 土　 師　 器 B 14．8 は周縁が突 き出し，上位 はラ ッパ状 形後へラ磨 き。脚部内面横位のパケ にぷい黄橙色 貯蔵穴内

D 13．8

E　 8 ．5

に開く。脚部に 3 孔，器受部に透か

し窓 3 か所，中央に貫通孔を穿つ。

目整形。 普通
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第231図　第123号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 2 3 1 区［ 柑 A 〔9．1〕 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面，体部外面ナデ。 長石 ・石英 P 63 9　 6 0％　 PL 79

2 土　 師　 器 B　 7．4

C　 3．．2

口縁部 は大きく開 く。 にぷい黄橙色

普通

北東壁 中央部床面

3

棄 A 〔23．．4〕 休部上位から口縁部 にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P64 0　 2 0％

土　 師　 器 B （18 ．9） 口縁部 は頚部か ら外傾する。 ケ目整形。 黒褐色

普通

貯蔵穴北東側床面

二次焼成
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図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

第231図4 土　　　 玉 1 ．6 2 ．1 － 0 ．5 5．0 中央部床面 DP16 7　　 PL lO l

5 土　　　 玉 2 ．5 2 ．8 － 0 ．9 17．9 北東壁際中央部床面 DP16 8　　 PL lO l

6 土　　　 玉 2 ．8 3 ．0 － 0 ．9 22．0 北東壁際中央部床面 DP16 9　　 PL lO l

7 土　　　 玉 2 ．8 2 ．9 － 0 ．9 19 ．6 北東壁際中央部床面 DP17 0　　 PL lO l

8 土　　　 玉 2 ．7 3．0 － 0 ．9 19 ．3 北東壁際中央部床面 DP17 1　　 PL lO l

9 土　　　 玉 2 ．7 2．9 － 0 ・．8 17 ．6 北東壁際中央部床面 DP17 2　　 PL lO l

10 土　　　 玉 2．6 2．9 － 0 ．9 17 ．5 北東壁際中央部床面 DP17 3　　 PL lO l

1 1 土　　　 玉 2．8 3．3 － 0 ．9 26 ．7 北東壁際中央部床面 DP174　　 PL lO l

1 2 土　　　 玉 2．5 3．2 － 1．0 22 ．0 北東壁際中央部床面 DP17 5　　 PL lO l

13 土　　　 玉 2．8 3．0 － 1．1 19 ．5 北東壁際 中央部床面 DP17 6　　 PL l Ol

14 土　　　 玉 2．5 3．0 － 1．0 19 ．3 北東壁際 中央部床面 DP17 7　　 PLl Ol

15 土　　　 玉 2．8 3．0 － 0．8 19 ．0 北東壁際 中央部床面 DP17 8　　 PLl Ol

16 土　　　 玉 2．9 3．0 － 0．9 19 ．8 北東壁際 中央部床面 DP17 9　　 PLl Ol

17 土　　　 玉 2．9 3．0 － 0．7 20 ．1 北東壁際 中央部床面 DP18 0　　 PLl Ol

18 土　　　 玉 2．5 3．2 － 1．0 2 1．3 北東壁際 中央部床面 DP18 1　　 PLl Ol

19 土　　　 玉 2．5 3．1 － 0．8 20 ．6 北東壁際 中央部床面 DP18 2　　 PLl Ol

20 土　　　 玉 3．3 3．6 － 1．0 4 1．1 北東壁際 中央部床面 DP18 3　　 PLl Ol

21 土　　　 玉 3．4 3．3 － 1．0 3 3．0 北東壁際 中央部床面 DP18 4　　 PLl Ol

22 土　　　 玉 2．8 2．9 － 0．8 2 1．7 北東壁際 中央部床面 DP18 5　　 PLl Ol

23 土　　　 玉 2．6 3．2 － 0．9 2 2．2 北東壁際 中央部床面 DP18 6　　 PLl Ol

24 土　　　 玉 2．7 3．0 － 0．7 1 8．6 北東壁際 中央部床面 DP18 7　　 PL lOl

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第231図25 敲　　　 石 11．3 4．8 4．2 345．1 安　 山　 岩 北東壁際中央部覆土下層 Q7＿8　　 PLlO5

第124号住居跡（第232図）

位置　調査区南部，F3al区。

重複関係　本跡は北西壁が第125号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．10m，短軸4．90mの方形である。

主軸方向　N－620－W

壁　壁高は32－48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周し，上幅8－13cm，深さ3－6cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，床面全体が踏み固められている。

ピット　Plは径25cm程の円形，深さ25cm程で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から西寄りにあり，長径105cm，短径55cmの楕円形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部に付設されており，長径85cm，短径70cmの楕円形で，深さは55cmで

ある。貯蔵穴2は西コーナー部に付設されており，長径95cm，短径75cmの楕円形で，深さは55cmである。い

ずれも底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。
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第232図　第124号住居跡実測図

貯蔵穴1土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

貯蔵穴2土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　黒　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物少量

3　黒暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・焼土粒子・
炭化粒子少量
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4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　四方の壁寄りの床面及び2か所の貯蔵穴から土師器の嚢片を主体に出土している。また，壁寄りの床面

からは炭化材及び焼土塊が出土している。1の高杯の杯部は北西壁際中央部の床面から，2・3の高杯の脚

部は西コーナー部の覆土下層及び南東壁際南コーナー寄りの覆土中層から，5の相は出入り口部の床面から，

7の嚢は出入り口部の覆土下層から，4の柑及び6の嚢は貯蔵穴1の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。
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第233図　第124号住居跡出土遺物実測図

第124号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 2 3 3 図 高　　　 j不 A　 21 ．6 脚部欠損。杯部は内攣 して立ち上が 口緑部内 ・外面横 ナデ。杯部内 ・外 長石・石英・スコリア P64 1 5 0％　 P L 79

1 土　 師　 器 B （8 ．0） り，口縁部はやや外反す る。杯部外

面下位 に稜 をもつ。

面へ ラ磨 き。 黒褐 色

普通

北西壁 際中央部床 面

2

高　　　 杯

土　 師　 器

E （12 ．6）脚部片。脚部は中空で下方 に開 く。 脚部外面縦位のヘラナデ。 長石・石英・スコリア

褐灰色

普通

P 64 2　 2 0％　 P L

西コーナー部覆土下層

3

高　　　 杯

土　 師　 器

E （8 ．7）脚部片。脚部は中空で下方 に開 く。 脚部外面縦位のヘラ磨き。 長石 ・石英

にぷい褐色

普通

P 64 3　 2 0％　 PL 79

南東壁際南コ一一ナー寄り覆土中層

4

柑 A 〔12．8〕 底部欠損。休部はやや偏平な球状で， 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面ナ 長石 ・石英 P 64 4　 4 0％　 P L 80

土　 師　 器 B （15．3）口縁部 は外方向に大 きく開く。 デ。休部 内面に輪積み痕が残る。 にぷい橙色

普通

貯蔵 穴 1 覆土上層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 233 図 柑 A　 8．5 底部欠損。体部 は球状で最大径 を中 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P64 7　80％

5 土　 師　 器 B （9．3）位 にもつ。口縁部は内攣 して立 ち上 ラナデ。 明赤褐色 出入 り口部床面

がる。 普通 二次焼成

6

牽 A 〔17．8〕底部欠損。体部 は球状 で，口縁部は 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・石英 P64 5　60％　 PL 79

土　 師　 器 B （15・．2）外反する。 面パケ 目整形後 ナデ。 灰黄褐色

普通

貯蔵穴1内

二次焼成，休部外面煤付着

7

嚢 A 〔11．2〕平底。体部は球状で最大径を中位 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P64 6　40％　 PL 80

土　 師　 器 B 12．7 もつ。口縁部は頸部か ら 「く」 の字 ラナデ。体部内面に輪積み痕が残る。 灰褐色 出入 り口部覆土下層

C　 3．4 状 に外反す る。折 り返 し口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第23 3図8 土　　　 玉 3 ．1 3．0 － 0．5 2 5．2 北西壁際中央部覆土下層 DP188

9 管 次 土 錘 6 ．1 3．8 － 1．4 91．3 西 コーナー部覆土上層部 DP189　　 PL 99

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第233図10 磨　　 石 14．5 7．7 4．8 839．4 砂　　　 岩 南コーナー部床面 Q79　　 PLlO5

第125号住居跡（第234図）

位置　調査区南部，E2jo区。

重複関係　本跡は南東壁を第124号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺4．20m程の方形か長方形と推定される○

主軸方向　N－570－W

㊨

第234図　第125号住居跡実測図
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第235図　第125号住居跡出土遺物実測図

壁　壁高は8－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉から出入り口部にかけて踏み固められている。

ピット　Plは径25cm程の円形か楕円形と推定され，深さ25cm程で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径70cm，短径50cmの不整楕円形で，床面を7cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されているが，南東部を第124号住居跡に掘り込まれている。径50cm程の円形か

楕円形で，深さは30cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土居解説
1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量

3　明褐色　ローム粒子多量，黒色土粒子中量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土居解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

遺物　主に西コーナー部を中心とする住居跡西部の床面から土師器を主体に少量出土している。1の椀は北西

壁際の覆土下層から，3の装飾器台及び2の高杯は西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第125号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 35 区l 椀 A　 7．8 平底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 体部外面パケ 目整形後ナデ。 長石 ・石英 P 64 8　 8 0％　 P L8 0

1 土　 師　 器 B　 3．7

C　 2．8

口綾部 に至 る。口唇部平坦。 淡黄色

普通

北西壁際覆土下層

2

高　　　 杯 A 16．7 脚部は中実柱状 で，裾部 は横方向に 杯部内 ・外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P 65 0　 7 0％　 PL 80

土　 師　 器 B l l．3

D lO ．1

E　 6 ．2

大 きく開 く。杯部は内野 して立 ち上

が り，口綾部に至る。脚部下位 に 3

孔 を穿つ。

杯部内 ・外面，脚部外面赤彩。 赤褐色

普通

西コーナー部覆土下層

3

装 飾 器 台 B （4 ．8）脚部 中位か ら器受部にかけての破片。 脚部外面縦位 のヘ ラナデ。 長石 ・石英 P6 49　 10 ％

土　 師　 器 E （3 ．1）器受部下位 は周縁が突 き出す。脚部

に 3 孔，器受部中央に貫通孔を穿つ。

にぷい黄橙色

普通

西コーナー部覆土下層
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第126号住居跡（第236図）

位置　調査区中央部，D3jl区。

規模と平面形　北東部が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺3．70m程の隅丸

方形か隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－550－W

第236図　第126号住居跡実測図

？　＝　　千m

6

第237図　第126号住居跡出土遺物実測・拓影図
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壁　壁高は32cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉の周辺が踏み固められている。

炉　中央部から西寄りにあり，長径30cm，短径18cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱を

受け赤変硬化している。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　中央部の床面から縄文土器の深鉢片29点及び礫4点が出土している。8の磨石は炉北西側の床面から出

土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第237図1－7は，第126号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片で，いずれも

組紐文が施されている。3－6は銅部片である。3は単節縄文の上に鋸歯状文と上位に刺突が，4は単節縄文

の上位に刺突が，5は無節の原体押圧と単節縄文が，6は単節の羽状縄文が施されている。7は底部片で，組

紐による縄文が施されている。

第126号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（CⅡ） 幅（CⅡ） 厚さ（cHカ 重量（g）

第237図8 磨　　　 石 （11．5） 8．6 4．3 （541．3） 砂岩 炉北西側床面 Q80　PLlO5　蔽石兼用

第238図　第127号住居跡実測図

2m」
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第127号住居跡（第238図）

位置　調査区中央部，D2jo区。

重複関係　本跡は南西部を第114・115号住居跡に掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　長軸4．50m，短軸3．60mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－66。－W

壁　壁高は30cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

－272－
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床　平坦で，炉の周辺を含む中央部が踏み固められている。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径70cm，短径60cmの不整楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

覆土　2層からなる自然堆積である。

色
色

説
褐
褐

解
黒
暗

層土

1

2

ローム粒子・ローム小ブロック少量
ローム粒子少量

遺物　炉周辺及び南東部の床面から縄文土器の深鉢片33点及び礫12点が出土している。1の深鉢は炉床から，

8の蔽石は北部壁際の床面から，9の敵石は南東部壁際の床面から，10の石匙は南東部の覆土中から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第127号住居跡出土遺物観察表

図版番号 　器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴　 及　 び　文　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第239 図 深　　　 鉢 B （9．6） 胴部下位から底部にかけての破片。底部は無文でやや上げ底気味 長石 ・スコリア P651 20 ％　 PL80

1 縄 文 土 器 C lO．0 の平底。胴部下位に単節R L の縦回転で縄文が施されている。 橙色

普通

炉床

繊維土器

第239図2－7は，第127号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2－4は口縁部片である。2は

半裁竹管による幾何学文が，3は半裁竹管による斜格子状文が，4は単節縄文が施されている。5・6は胴部

片で，5は複節縄文が，6は棒状工具による刺突が施されている。7は底部片である。上げ底気味の平底で，

単節RLの縄文が施されている。

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第 2 39図 8 蔽　　 石 1 6．1 5．2 5．2 5 52．4 砂　　 岩 北部壁際床 面 Q8 1　　 P Ll O5

9 蔽　　 石 1 7．2 6．2 5．0 7 60．2 砂　　 岩 南東部壁際床 面 Q8 2　　 P Ll O5

10 石　　 匙 5．2 4．0 0．9 12．8 頁　　 岩 南東部覆土 中 Q8 3

第128号住居跡（第240図）

位置　調査区中央部，E2C9区。

重複関係　本跡は南西壁が第161号住居跡を掘り込み，東コーナー部を第47号土坑に掘り込まれていることか

ら，第161号住居跡より新しく，第47号土坑より古い。

規模と平面形　長軸4．15m，短軸3．65mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は25－33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかいが，西コーナー部周辺が踏み固められている。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量
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第240図　第128号住居跡実測図
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遺物　住居跡全体の覆土中層から床面にかけて縄文土器の深鉢片130点及び礫16点が出土している。15の敵石

は東コーナー部の覆土下層から，16の磨石は中央部の床面から出土している。

所見　本跡は炉及び柱穴等が確認されなかったが，硬化面の一部と縄文土器の深鉢片及び石器等が出土してい

ることから住居跡とした。時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第241図1－14は，第128号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口縁部片である。1は

櫛歯状工具による沈線が，2は反撚りの縄文が施されている。2の口唇部は僅かに欠けている。3－8は胴部

片である。3・4は櫛歯状工具による沈線が，5は単節RLの縄文が，6は反撚りの縄文が，7・8は羽状縄

文が施されている。9－13は口縁部片である。9－11は円形刺突文が施され，9・10は波状口縁である。12・

13はループ文が施され，口縁部及び隆帯上に縦位の刺突が施されている。14は胴部片で，羽状縄文と上位にハ

の字状の刺突が施されている。1－8が本跡に伴い，9－14は流れ込みと思われる。

第128号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第241図15 蔽　　　 石 15 ．1 5．5 3二0 3 96 ．4 砂　　　 岩 東 コーナー部覆土下層 Q84　　 P L lO 5

16 磨　　　 石 7 ．2 6．6 3．1 190 ．9 砂　　　 岩 中央部床面 Q85　　 P L lO5
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第129号住居跡（第242図）

位置　調査区西端部，Elho区。

重複関係　本跡は北西コーナー部が第73号土坑を掘り込み，北東コーナー部を第112号住居跡に，炉の北側を

第74号土坑に掘り込まれていることから，第73号土坑より新しく，第112号住居跡及び第74号土坑より古い。

また，本跡内にはほぼ同時期に形成されたものと思われる第2号地点貝塚がある。
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第242図　第129号住居跡実測図

Lm

規模と平面形　長軸4．70m，短軸3．88mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は14－28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉を中心とする住居跡中央部及び北壁際の北西コーナー寄りの部分が踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2は径20cm程の円形，深さ40cm程で，主柱穴と考えられる。P3は長径70

cm，短径50cmの楕円形，深さ49cmで，性格は不明である。

炉　中央部から南寄りにあり，長径130cm，短径60cmの不整長楕円形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床

は火熱を受け赤変硬化している。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量
2　黄褐色　ローム粒子・褐色土粒子中量
3　褐　　色　ローム小ブロック少量
4　暗黄褐色　ローム粒子中量，褐色土粒子少量

5　褐　色　ローム粒子・褐色土粒子・黒色土粒子中量，炭化物・
貝破片少量

6　黒　　色　褐色土粒子・炭化物・貝破片少量
7　灰褐色　混土貝層（ヤマトシジミ，マガキが主体），黒色土粒

子・砂粒子・炭化物少量

遺物　炉を中心とする中央部の床面から縄文土器の探鉢を主体に出土している。1の深鉢は中央部の床面から，

2の深鉢及び25の貝刃は炉西側の床面から，3の深鉢は炉床の北東部から，4の深鉢は炉南側の覆土下層か

ら出土している。また，第2号地点貝塚からはヤマトシジミ，マガキを主体とする貝に混じり，縄文土器の

深鉢片（ニッ木式期を主体に）が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（ニッ木式期）と思われる。また，本跡内

に形成された第2号地点貝塚は，住居廃絶とほぼ同時期のものと考えられる。
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第244図　第129号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

第129号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（棚） 器　形　の　特　徴　及　び　文　様 胎土・色調・焼成備　　　考

第243区l深　　　鉢B（7．3）胴部下位から底部にかけての破片。底部は平底。胴部下位に単節長石・スコリアP65210％

1 縄文土器C〔6．0〕LRの縄文が施されている。 橙色

普通

中央部床面

繊維土器

2

深　　　鉢B（5．4）胴部下位から底部にかけての破片。底部は平底。胴部は単節LR長石 P65310％　PL80

縄文土器ClO．0とRLの末端をループさせた部分に羽状縄文が施され，底部端部にぷい褐色 炉西側床面

には単節RLを一周させた縄文が施されている。 普通 繊維土器

3

深　　　鉢B（10．2）胴部下位から底部にかけての破片。底部は上げ底。胴部は単節L長石 P654　20％　PL80

縄文土器C　8．7RとRLの羽状縄文が施されている。底部は端部を原体による刺にぷい褐色 炉床北東部

突で巡らし，中を単節RLの末端をループさせた部分に縄文が施

されている。

普通 繊維土器

4

深　　　鉢B（16．2）胴部片。胴部は単節RLの末端をループさせた部分に縄文が施さ長石 P655　20％　PL80

縄文土器 れている。 褐色

普通

炉南側覆土下層

繊維土器

第243・244図5－24は、第129号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。5－10は口縁部片である。

5－8・10はループ文が施され，5は波状口縁で，7－9の口唇部は内削ぎである。9は2本一対の平行な隆

帯上に刺突が，隆帯の間に原体による押圧が施されている。10は4段に縦位の刺突が施されている。11～13は

胴部片である。11はループ文が，12はループ文の上位に円形竹管文と貼り痛が施されている。13は3本一対の

平行な隆帯上に刺突が，隆帯の間に原体による押圧が施されている。14－18は口綾部片である。14は貝殻腹縁

文と細い沈線が施され，15・16は角頭状の口唇部で，横位及び斜位に沈線が施されている。17は沈線と口唇部

に刻みが施されている。18は円形竹管文と貼り痛が施されている。19～21は胴部片である。19・20は原体によ

る押圧と円形竹管文が，21は3本一対の平行な隆帯上に刺突が施されている。22は口縁部片で，横位の沈線が

施されている。23・24は胴部片である。23は斜位に，24は波状に沈線が施されている。5～13はニッ木式期，
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14－16は田戸下層式期，17は田戸上層式期，18－21は花積下層式期，22－24は浮島I式期に比定されるものと

思われる。

第130号住居跡（第245図）

位置　調査区南西部，E2d5区。

重複関係　本跡は北コーナー部を第158号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．70m，短軸5．60mの方形である。

主軸方向　N－640－E

壁　壁高は14－19cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体が踏み固められている。

ピット　Plは径30cm程の円形，深さ26cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から東寄りにあり，長径90cm，短径50cmの不整楕円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径75cm，短径65cmの楕円形で，深さは70cmである。底面は平坦で，

可　可

－　　　　　　　　　　巴　r

＿＿生24．6m

第245図　第130号住居跡実測図
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覆土　8層からなる人為堆積である。

土居解説
1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小・中・大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
4　極暗褐色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　炉の北側から北コーナー部にかけての床面から土師器がまばらに出土している。2の器台は北コーナー

部の床面から逆位の状態で，1の高杯及び3の壷・4の嚢は炉と北コーナー間の床面から破片で出土してい

る。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第130号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 24 6 図 高　　　 士不 A 〔12 ．3〕脚部はラッパ状 に開 く。杯部は器厚 口縁部内 ・外面横ナデ。杯部外面， 長石 ・石英 P6 56　 50 ％

1 土　 師　 器 B lO ．1 を減 じなが ら内攣 して立 ち上が り， 脚部外面パケ目整形後へラ磨 き。脚 にぷい褐色 炉・北コーナー間床面

D　 8 ．6

E　 5．5

ロ綾部に至る。脚部に 3 孔を穿つ。 部内面へ ラナデ。 普通

第246図　第130号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 246 図 器　　　 台 A　 8 ．5 脚部 は 「ハ」の字状 に開 く。器受部 器受部内 ・外面，脚部内 ・外面パケ 長石 ・石英 P65 7　95％　 PL 80

2 土　 師　 器 B　 7．0 は逆 「ハ」の字状 に立ち上が り，口 目整形後ナデ。 灰黄褐色 北 コーナー部床面

D　 8 ．8

E　 4 ．8

縁部 に至る。口縁部外削ぎ。器受部

中央 に貫通孔を穿つ。

普通 二次焼成

3

士互E A 1 2．1 底部欠損。体部 は球状で，口縁部は 口縁部内面療 ナデ，外面パケ目整形 長石 ・石英 P65 9　40 ％　 PL 81

土　 師　 器 B （24 ．0）頸部か ら外傾する。頸部 に粘土紐 を

貼 り付ける。

後へラ磨 き。体部外面ナデ。 にぷ い橙色

普通

炉・北コーナー間床面

4

嚢 ・ A 1 6．2 平底。体部 は球状で最大径を中位に 口縁部内 ・外面，体部外面ナデ。 長石 ・石英 P658　 50 ％　 PL 80

土　 師　 器 B 〔18．3〕 もつ。口縁部は頚部か ら 「く」の字 にぷ い橙色 炉・北コ「ナ一間床面

C　 5．4 状 に外反す る。波状口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

図版番号 種　 如
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考 ‘

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第246図5 土　　　 玉 2．4 2．8 － 0．6 19．7 中央部覆土下層 DP190

第131号住居跡（第247図）

位置　調査区南西部，E2g6区。

重複関係　本跡は北東部が第132号住居跡を，北西部が第77号住居跡を，西コーナー部が第144号住居跡をそれ

ぞれ掘り込んでおり，本跡が最も新しい。

旦24．8m Sl，3，

‾‾匪＝　√ノーノー－

第247図　第131・132号住居跡実測図

旦24．4m＿

軒

－281－

0　　　　　2m

ト＿＿．＿＿　暮　＿二＝＝∃



規模と平面形　長軸3．45m，短軸3．40mの方形である。

主軸方向　N－360－W

壁　壁高は43－48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周しており，上幅10cm程，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，全体が踏み固められている。

ピット　Plは径20cm程の円形，深さ31cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北寄りにあり，長径55cm，短径48cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱を

受け赤変硬化している。

貯蔵穴　東コーナー部に付設されている。径30cm程の円形で，深さは50cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。
J

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，ローム大ブロック少量
3　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中・大ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

遺物　住居跡の中央部から東部にかけての床面から土師器の嚢片を主体に少量出土している。1・2・4の嚢

は中央部の床面から，3の嚢は炉の北東側床面から破片で出土している。

第248図　第131号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第131号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 24 8 図 斐 A 1 6．5 中央がやや凹む平底。体部は縦長の 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P6 60　 7 0％　 PL 8 1

1 土　 師　 器 B 14 ．5 球状で最大径を上位に もつ。口縁部 ラ削 り後 ナデ。 黒褐色 中央部床面

C　 5 ．1 は頸部から外反する。波状口緑。 普通 二次焼成，休部外面煤付着

2

嚢 A 17 ．0 体部中位か ら口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 66 2　 4 0％

土　 師　 器 B （13 ．7） □縁部は頚部 から外反す る。 ラ削 り後ナデ。 黒褐色

普通

中央部床面

二次焼鼠 体部外面煤付着

3

嚢 A 〔16 ．4〕休部上位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 384　 40 ％　 PL 81

土　 師　 器 B （15 ．7） 口縁部 は頚部か ら 「く」の字状 に外 ラ削 り後へラナデ。 灰黄褐色 炉北東側床面

反する。波状 口緑。 普通 二次焼成

4

賓 A 〔14 ．7〕体部中位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P6 6 1 40 ％

土　 師　 器 B （11 ．7）ロ縁部 は頚部か ら外反する。波状口 ラ削 り後ナデ。 黒褐色 中央部床面

緑。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

因版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

第 24 8図5 管 状 土 錘 6．2 3 ．5 － 0 ．9 75 ．8 北東壁中央部寄 り DP 19 1　　 PL 99

6 不明土製 品 （8．9） 2．5 － － （56．0） 出入 り口部床面 DP 19 2　　 PL lO 3

第132号住居跡（第247図）

位置　調査区南西部，E2g6区。

重複関係　本跡は南部を第133号住居跡に，東部を第1号不明遺構の溝に，西部を第131号住居跡にそれぞれ掘

り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模と平面形は不明であるが，長軸（径）4．70m程の隅丸長方形か楕円形と

推定される。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は16cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であるが，全体的に軟らかい。

ピット　Plは径75cm程の円形，深さ30cm程で，性格は不明である。

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　黒色土粒子多量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　黒色土粒子多量
5　褐　　色　黒色土粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

遺物　床面から縄文土器の深鉢片3点及び礫7点が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第249図　第132号住居跡出土遺物拓影図
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第249図1－3は，第132号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3は胴部片である。1は単

節RLの縄文が，2はループ文が施されている03は底部に近い破片で，斜位の沈線が施されている。

第133号住居跡（第250図）

位置　調査区南西部，E2h6区。

重複関係　本跡は北コーナー部が第132号住

居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．75m，短軸3．70mの

方形である。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は22－36cmで，ほぼ垂直に立ち上

がる。

床　平坦で，中央部がやや踏み固められて

いる。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説
1褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量
2　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器の嚢片を主体に床面から少量

出土しているが，いずれも細片である。

」し24．8m

第250図　第133号住居跡実測図

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺

物から古墳時代前期と思われるが，遣物が細片であるため詳細な時期は不明である0

第134号住居跡（第251図）

位置　調査区西部，D2g6区。

規模と平面形　長軸2．70m，短軸2．60mの方

形である。

主軸方向　N－1270－W

壁　壁高は10－16cmで，ほぼ垂直に立ち上が

る。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

炉　中央部から南西壁中央部寄りにあり，長

径20cm，短径15cmの不定形で，床面を7cm

程掘り窪めている。炉床は火熱を受け赤変

硬化している。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ロ

ーム中・大ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒

子少量

抑凸

＿生24．4m
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第251図　第134号住居跡実測図
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遺物　土師器の嚢片を主体に中央部の床面から少量出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第135号住居跡（第252図）

位置　調査区西部，D2e7区。

重複関係　本跡は南東壁が第141号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸6．80m，短軸6．20mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は28－42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周しており，上幅10cm程，深さ5－10cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，東・西コーナー部を除いた床面が踏み固められている。

ピット　5か所（P1－P5）。Pl～P4は径25－30cmの円形，深さ71－110cmで，いずれも主柱穴，P5は長径40

cm，短径30cmの楕円形，深さ39cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

C

一

　

A

一

第252図　第135号住居跡実測図
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炉　中央部から西寄りにあり，長径80cm，短径65cmの不整楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径80cm程の円形で，深さは44cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土屠解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子少量

覆土　9層からなる人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子・ローム′トブロック中量，ローム中ブロッ

ク少量
3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量
4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロッ

ク中量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・ロ
6　黒　　色　ローム粒子・ロ
7　暗褐色　ローム粒子・ロ
8　暗褐色　ローム粒子・ロ
9　黒褐色　ローム粒子・ロ

ク・焼土粒子・

ーム中ブロック中量
－ム小ブロック少量

－ム小・中ブロック中量
－ム小ブロック中量

－ム小ブロック中量，ローム中プロツ

炭化粒子少量

遺物　主に住居跡南東部の覆土上層から床面にかけての部分から土師器を主体に出土している。また，北西部

の床面からは炭化材及び焼土塊が出土している。商コーナー部からは1の椀及び7の壷が覆土上層から，16

の壷及び19の鉢が覆土中層から，8の壷が床面から出土している。中央部東寄りからは12の嚢が覆土中層か

ら，2の高杯及び14の嚢が覆土下層から，20のミニチュア土器が東コーナー部の覆土下層から，10の台付嚢

が床面から出土している。中央部南東寄りからは18の嚢及び21のミニチュア土器が覆土中層から，3・4・

5の器台，9の台付嚢及び1卜13・15・17の嚢が覆土下層からそれぞれ出土している。また，6の相は南東

壁中央部寄りの覆土中層から出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。
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第253図　第135号住居跡遺物出土位置図
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第254図　第135号住居跡出土遺物実測図（1）
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第255図　第135号住居跡出土遺物実測図（2）
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第256図　第135号住居跡出土遺物実測図（3）

第135号住居跡出土遺物観察表

熱

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　　種計測値（蝕） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第254図 椀 A〔13．2〕中央がやや凹む平底。体部は内攣し口緑部内両横ナデ。口緑部外面，体長石・石英 P663　50％　PL81

1 土　師　器B　8．6 て立ち上がり，内面の口縁部との境部内・外面へラ磨き。口縁部外面，赤褐色 南コーナー部覆土上層

C　3．3 に稜をもつ。ロ綾部は外傾する。 体部外面赤彩。 普通 体部内面剰社

2

高　　　 杯A 15．8 裾部欠損。脚部は中実柱状。杯部は杯部内・外面，脚部外面へラ磨き。長石・石英 P664　80％　PL82

土　師　器B（18．1）

E（12．2）

均一な器厚を保ちながら内攣して立

ち上がり，ロ縁部に至る。口縁部外

削ぎ。脚部と裾部の境に孔を穿つ。

杯部内・外面，脚部外面赤彩。 赤褐色

普通

東部覆土下層

3

器　　　 台A　8．7 脚部はラッパ状に開く。器受部は内静受部内・外面，脚部外面へラ磨き。長石・石英 P665　90％　PL82

土　師　器B lO．2

D 11．4

E　7．9

攣して立ち上がり，口縁部との境に

稜をもつ。ロ緑部は外反する。脚部

に3孔，器受部中央に貫通孔を穿つ。

器受部内・外面，脚部外面赤彩。 赤色

普通

南東部覆土下層

4

器　　　 台A　9．3 脚部はラッパ状に開く。器受部は内器受部内・外面，脚部外面へラ磨き。長石・石英 P666　80％　PL81

土　師　器B lO．9 攣して立ち上がり，口縁部との境に器受部内・外面，脚部外面赤彩。 赤褐色 南東部覆土下層

D 11．9

E　8．3

稜をもつ。□縁部は外反する。脚部

に3孔を穿つ。器受部中央に貫通孔

を穿とうとした痕跡有り。

普通 二次焼成

器受部内面剥離

5

器　　　 台A　8．8 脚部は「ハ」の字状に開く。器受部器受部，脚部内・外面へラ削り後ナ長石・石英 P667　95％　PL81

土　師　器B　8．6 は逆「ハ」の字状に立ち上がる。ロデ。 にぷい橙色 南東部覆土下層

D　9．8

E　6．4

縁部外削ぎ。器受部中央に孔を穿つ。 普通 二次焼成

6

柑 A〔11．3〕丸底。休部は偏平な球状で，口縁部口縁部内・外面，体部外面へラ磨き。長石・石英 P668　60％　PL81

土　師　器B　7．6 は内管気味に立ち上がる。 口縁部内・外面，休部外面赤彩。 暗赤褐色

普通

南東壁中央部寄り覆土中層

体部内面剥離

7

宣E A 15．4 口縁部片。口綾部は外反する。ロ緑口縁部内・外面横ナデ。ロ緑部外面長石・石英 P669　20％

土　師　器B（5．7）部外削ぎ。 赤彩痕有り。 暗赤褐色

普通

南コーナー部覆土上層

二次焼成，口縁部外面煤付着

8

宣E A 16．2 口緑部片。口縁部は外反する。折り口緑部内・外面横位のパケ目整形。長石・石英・スコリアP670　30％　PL81

土　師　器B （7．3）返し口縁。 頸部外面縦位のパケ目整形。 にぷい褐色

普通

南コーナー部床面

二次焼成

9

台　付　嚢

土　師　器

B（7．1）

E　5．8

台部片。台部は「ハ」の字状に開く。台部外面へラナデ。 長石・石英

にぷい赤褐色

普通

P671 10％

南東部覆土下層

二次焼成，台部外面煤付着

10

台　付　嚢A〔14．4〕台部は「ハ」の字状に開く。体部はロ緑部内・外面，体部外面，台部内長石・石英 P672　60％　PL82

土　師　器B 18．1 球状で最大径を中位にもつ。口縁部・外面パケ目整形。体部内面ナデ。にぷい黄橙色 東部床面

D　8．0

E　4．6

は「く」の字状に外反する。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

11

嚢 A 13．6 体部中位から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英 P673　60％　PL83

土　師　器B（11．8）ロ緑部は「く」の字状に外反する。ラ削り後ナデ。 にぷい赤褐色 南東部覆土下層

波状口緑。 普通 二次焼成，休部外面煤付着

12

嚢 A 17．1 体部中位から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英 P674　30％　PL81

土　師　器B（11．3）口緑部は「く」の字状に外反する。ラ削り後ナデ。体部外面赤彩痕有り。にぷい赤褐色 東部覆土中層

波状口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 254 図 賓 A 1 5．5 平底。体部は球状で最大径 を中位 に 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P67 5　40％

13 土　 師　 器 B　21．7 もつ。口縁部は 「く」の字状に外反 ラ削 り後 ナデ。 黒褐色 南東部 覆土下層

C　 5．6 す る。波状口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

第 255 図 碧 A 17．3 底部欠損。口縁部は 「く」の字状 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P67 6　30％

14 土　 師　 器 B （19．5）外反する。波状 口縁。 ケ目整形。 黒褐色

普通

東部 覆土下層

二次焼成，休部外面煤付着

15

棄 A 1 6．1 突 出した平底。体部は球状で最大径 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ＿ P67 7　40％　 PL 83

土　 師　 器 B　21．1 を中位にもつ。口縁部は 「く」 の字 ラ削 り後ナデ。底部に木葉痕が残る。 黒褐色 南東部覆土下層

C　 6．4 状 に外反する。波状口縁。 普通 二次焼成，休部外面煤付着

16

・＝量＝．ヨ互 B （24 ．5） 口縁部欠損。突出した平底。体部は 体部外面へ ラ削 り後ナデ。 長石 ・石英 P67 8　40％

土　 師　 器 C　 7．2 偏平 な球状で最大径 を中位に もつ。 にぷ い褐色

普通

南コーナー部覆土中層

二次焼成，体部外面煤付着

17

嚢 A 1 5．8 平底。体部は球状で最大径を中位 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P67 9　60％　 PL 83

土　 師　 器 B　21．5 もつ。口縁部は 「く」の字状に外反 ラ削 り後 ナデ。 黒褐色 南東部覆土下層

C　 4．9 する。音射犬口縁。 普通 二次焼成，休部外面煤付着

18

棄 A 1 6．3 平底。体部は球状で最大径 を中位 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 P68 0　50％　 PL 82

土　 師　 器 B　21．3 もつ。口縁部は 「く」の字状に外反 ケ目整形。 黒褐色 南東部覆土 中層

C　 5．5 する。波状 口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

第 256 図 鉢 A　36．9 底部欠損。体部 はやや偏平な球状で 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P68 1　80％　 PL 82

19 土　 師　 器 B （27．1）最大径 を中位にもつ。口縁部は外傾 ラ削 り。口縁部外面に輪積み痕が残 にぷ い褐色 南コーナー部覆土中層

する。波状 口縁。 る。 普通 二次焼成，休部外面煤付着

20

ミニチュア土器 A 〔7．2〕平底。体部は球状で最大径を中位 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P68 3　80％　 PL 82

土　 師　 器 B　 8．1 もつ。口縁部は外傾 し中位に不明瞭 ラ削 り後 ナデ。頚部から体部上位に にぷ い褐色 東コーナー部覆土下層

C　 2．1 な稜 をもつ。 かけて帯状 に赤彩。 普通

21

ミニチュア土器 B （3．8）脚部片。脚部はラッパ状 に開 く。脚 脚部外面へ ラナデ。 長石 ・石英 P68 2　40 ％

土　 師　 器 D 〔6．6〕

E　 3．0

部 に 3 孔を穿つ。 にぷい黄橙色

普通

南東部覆土 中層

第136号住居跡（第257図）

位置　調査区北西部，C2i7区。

重複関係　本跡は南東壁を第68号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸4．25mの方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は22－31cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北西壁下を除く三方の壁下に確認され，上幅5－10cm，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，床面全体が踏み固められている。

炉　中央部にあり，長径130cm，短径60cmの不定形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は火熟を受け赤変

硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径45－55cmの円形で，深さは53cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量
3　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒　　色　焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック・炭化物中量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・炭化粒子少量
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第257図　第136号住居跡実測・遺物出土位置図

遺物　炉を中心とする住居跡中央部の覆土中層から下層及び東・南・西コーナー部の覆土下層から床面にかけ

て土師器を主体に出土している。また，四方の壁寄りの床面からは炭化材及び焼土塊が出土している。1の

椀及び2の高杯は炉北東側の覆土中層から，3の器台及び5・6の相は炉西側から北西側にかけての覆土下

層から，4の器台及び11・12の嚢は北東壁際東コーナー寄りの覆土下層から，7の相は中央部南東壁寄りの

覆土中層から，9の嚢は東コーナー部の覆土下層から，10の嚢は商コーナー部の覆土下層から，8の壷は西

コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遣物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第136号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 25 8 図 椀 A l l．8 丸底であるが中央がやや凹む。体部 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P6 84　 90 ％　 PL8 4

1 土　 師　 器 B　 4 ．9 は内攣 して立 ち上が り，口緑部は外 ラ磨 き。 明赤褐色 炉北東側覆土中層

C　 3 ．2 反する。 普通 体部内面剥離

2

高　　 】不 A 13 ．7 脚部は中実柱状。杯部は均一な器厚 杯部外面，脚部外面へラ磨 き。杯部 長石 ・石英 P6 85　 80 ％　 P L8 4

土　 師　 器 B 13．6 を保ちなが ら内攣 して立上が り，ロ 内 ・外面，脚部外面赤彩。 赤褐色 炉北東側覆土中層

D 12．8

E　 9．1

縁部に至る。口縁部外削ぎ。脚部 と

裾部の境に 3孔 を穿つ。

普通 杯部内面剥離

3

器　　　 台 A　 8．4 脚部はラッパ状 に開 く。器受部 は内 器受部内 ・外面，脚部外面へ ラ磨 き。 長石 ・石英 P 68 6　 9 5％　 P L8 3

土　 師　 器 B lO．0

D ll．6

E　 7．4

攣 して立ち上が り，ロ縁部 との境 に

稜 をもつ。 口縁部 は外 反する。脚部

に 3孔，器受部中央 に貫通孔 を穿つ。

器受部内 ・外面，脚部外面赤彩。 にぷ い赤褐色

普通

炉西側 覆土下層
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第258図　第136号住居跡出土遺物実測図（1）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；＿＿　」
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第259図　第136号住居跡出土遺物実測図（2）

図 版 番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 25 8 図 器　　　 台 A　 8 ．7 脚 部 は ラ ッパ状 に開 く。器 受 部 は 内 器受 部 内 ・外 面， 脚部 外面 へ ラ磨 き。 長 石 ・石 英 ．P 6 87　 9 5 ％　 P L 84

4 土　 師　 器 B　 9．3

D 1 1 ．9

E　 6．9

攣 して立 ち上 が り， 口縁部 との境 に

稜 を もつ。 口縁 部 は外 反 す る。脚 部

に 3 孔 ，器 受部 中央 に貫通 孔 を穿つ 。

器受 部 内 ・外 面 ， 脚部 外面 赤 彩 。 暗 赤 色

普 通

北東壁際東コーナー寄りを拝層

5

柑 A 1 2 ．3 丸 底 で あ るが 中央 が やや 凹 む。体 部 口縁 部 内 ・外 面， 体部 外 面へ ラ磨 き。 長 石 ・石 英 P 68 8 100 ％　 PL 83

土　 師　 器 B　 8．0 は偏 平 な球 状 で， 口縁 部 は内 攣気 味

に立 ち上 が る。

口縁 部 内 ・外 面 ，体 部外 面 赤 彩。 にぷ い赤 褐 色

普 通

炉 北西 側 覆土 下層

6

柑 A 1 2 ．2 平 底 で あ るが 中央 が やや 凹 む。体 部 口縁 部 内 ・外 面， 体部 外 面へ ラ磨 き。 長 石 ・石 英 P 68 9　 9 5 ％　 P L 84

土　 師　 器 B l O ．6

C　 2．6

は偏 平 な球 状 で， ロ縁 部 は 内攣 気味

に立 ち上 が る。

暗 赤 褐色

普 通

炉 北西 側 覆土 下層

7

柑 A　 9．0 平 底 。体 部 は偏 平 な球 状 で， 口縁 部 口縁 部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 部 外面 へ 長 石 ・石 英 P 6 90　 9 0 ％　 P L 84

土　 師　 器 B　 6．2

C　 3．8

は内 攣気 味 に立 ち上 が る。 ラ磨 き。 口縁 部 内 ・外 面 ，体 部外 面

赤 彩。

暗 赤 褐 色

普 通

中央部南東壁寄り覆土中層

8

・＝ヒ宝互 A 1 2 ．6 口縁 部片 。 口縁 部 は頚 部 か ら外 傾す 口縁 部 内 ・外 面 へ ラ磨 き。 口縁部 内 長石 ・石英・スコ リア P6 91 2 0 ％

土　 師　 器 B （6．4） る。 頚部 に粘土 紐 を貼 り付 け る。 ・外 面 赤 彩。 頚 部 の粘 土紐 に刻 み を

施 す。

明 赤 褐 色

普 通

西 コー ナ ー 部 床 面

9

棄 A 1 5 ．2 中央 が やや 凹 む平 底 。体 部 は球 状 で 口縁 部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 部 外面 へ 長石 ・石英・スコリア P6 92　 90 ％　 PL 82

土　 師　 器 B 1 6 ．6 最 大 径 を中 位 に もつ 。 口縁 部 は屈 曲 ラ磨 き。 口縁 部 内 ・外 面 ，体 部外 面 にぷ い 赤褐 色 東コーナー部覆土下層

C　 3．4 して立 ち上 が る。 赤彩 。 普 通

10

嚢 A 1 8 ．2 平 底 。体 部 は球 状 で最 大 径 を中位 に 口縁 部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 部 外面 へ 長 石 ・石 英 P6 93　 90 ％　 PL 83

土　 師　 器 B　2 9 ．1

C　 8．0

もつ 。 口縁 部 は外 傾 す る。折 り返 し

口縁 。

ラ削 り後 ナ デ。 にぷ い 黄橙 色

普 通

南コーナー部覆土下層

11

棄 A 1 6 ．4 体 部上 位 か ら口縁 部 にかけて の破片 。 口縁 部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 部 外 面へ 長 石 ・石 英 P6 94　 20 ％

土　 師　 器 B （1 0 ．6） 口縁 部 は 「く」 の字状 に外反 す る 。 ラナ デ。 褐 色

普 通

北東壁際東コート 寄り教師層

二次焼成，体部外面煤付着

第 25 9 図 嚢 A　 2 0 ．6 平 底 。体 部 は球 状 で最 大 径 を 中位 に 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。体 部 外 面へ 長 石 ・石 英 P6 95　 50 ％　 PL 83

12 土　 師　 器 B　2 3 ．7 もつ 。 口縁 部 は 「く」 の 字状 に外反 ラ削 り。 黒 褐 色 北東壁際東コーナー寄り覆拝層

C 〔6．2〕 す る。波 状 口縁 。 普 通 二次焼成，体部外面煤付着

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第259図13 管 状 土 錘 5．3 3．5 － 1．2 75 ．7 南東壁 中央部寄 り覆土下層 DP193　　 PL99
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第137号住居跡（第260図）

位置　調査区北西部，D2a8区。

規模と平面形　長軸3．04m，短軸2．94mの

方形である。

主軸方向　N－45e－W

壁　壁高は26－34cmで，ほぼ垂直に立ち上

がる。

床　平坦で，炉の周囲から出入り口部にか

けて踏み固められている。

ピット　Plは長径30cm，短径25cmの楕円

形，深さ19cmで，出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

炉　中央部から西寄りにあり，長径45cm，

短径25cmの不定形で，床面を5cm程掘り

窪めている。炉床は火熱を受け赤変硬化

している。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・炭化物少量
2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼

土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子・黒色土粒子多量
5　褐　　色　ローム粒子中量，黒色土粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

第260図　第137号住居跡実測図

？。　亨m

0　　　　　　　5cm

i i i

第261図　第137号住居跡出土遺物実測図
遺物　炉周辺から南コーナー部にかけての

床面から土師器の嚢片及び高杯片が少量

出土している。1の高杯は炉周辺の床面から散在した状態で出土している。また，北コーナー部北西壁際の

床面からはベンガラ塊（約1kg）が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から古墳時代前期と思われる。

第137号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（仇） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 26 1 回 高　　　 杯 A 15．5 杯部片。杯部は均一な器厚を保ちな 杯部内 ・外面へ ラ磨き。杯部内 ・外 長石 ・石英 P6 96　 4 0 ％

1 土　 師　 器 B （4．7） がら内攣 して立上が り， 口縁部に至 面赤彩。 赤褐色 炉周辺床面

る。 普通 杯部内面剥離

第138号住居跡（第262図）

位置　調査区中央部，D3a2区。

規模と平面形　長軸3．10m，短軸3．00mの方形である。

主軸方向　N－46。－W

壁　壁高は16－30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，出入り口部から炉の周囲にかけて踏み固められている。
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第262図　第138号住居跡実測図

ピット　Plは径25cm程の円形，深さ18cmで，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径60cm，短径40cmの不整楕円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径65cm，短径60cmの円形で，深さは39cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒　　色　焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブ

ロック・炭化物少量

3　褐　　色　黒色土粒子多量，ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器の嚢片が少量出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第139号住居跡（第263図）

位置　調査区中央部，D2do区。

重複関係　本跡は東コーナー部を第70号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸3．45mの方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は30－37cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，北コーナー部と西コーナーの一部を除いた床面が踏み固められている。
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ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径30

cm，短径25cmの楕円形，深さ48cmで，規

模や配置から出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P2は径20cm程の円形，

深さ52cmで，性格は不明である。

炉　中央部から西寄りにあり，長径70cm，

短径40cmの不定形で，床面を10cm程掘り

窪めている。炉床は火熱を受け赤変硬化

している。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック

・焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック

・焼土粒子・焼土
小・中ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　炉を中心とする中央部及び南・西コ

ーナー部を含む住居跡の西部から土師器

を主体に出土している。炉の周辺からは

1の鉢が南側の床面から，2の高杯が北

奄′lu

」し24．2m

「≡≡⊆三三≡≡＝；才‾‾

0　　　　　　　　　　2m」
側の床面から，5の相が北側の覆土中層

から出土している。中央部からは8－10の嚢が覆土中層から床面にかけて，6の相が南西寄りの覆土中層か

ら，11の嚢が北寄りの床面から，南コーナー部からは3の高杯，12のミニチュア土器，4の器台及び7の嚢

が覆土中層から床面にかけて，西コーナー部からは13・14のミニチュア土器が覆土下層からそれぞれ出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第139号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 26 4 図 鉢 A 1 7．7 中央がやや凹む平底。体部は均一な 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P6 97　 95 ％　 P L 84

1 土　 師　 器 B　 8 ．6 器厚 を保 ちながら内攣 して立 ち上が ラ磨 き。 黒褐色 炉南側床 面

C　 4 ．0 り，口縁部 に至 る。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

2

高　　　 杯 A 15 ．4 杯部片。杯部は均一な器厚を保ちな 杯部 内 ・外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P6 98　 5 0％　 P L8 4

土　 師　 器 B （5 ．7）が ら内攣 して立 ち上が り，口縁部に 杯部 内 ・外面赤彩。 暗赤褐色 炉北側床面

至 る。 普通 杯部内・外面剥離

3

高　　　 杯 A 14 ．1 脚部下位欠損。杯部 は均一な器厚 を 杯部外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P6 99　 6 0％

土　 師　 器 B （9 ．4）保ちなが ら内攣 して立 ち上が り，口 赤褐色 南コーナー部覆土中層

E （5 ．2）縁部に至る。 普通 二次焼成，杯部内面剥離

4

器　　　 台 A 〔10．5〕 脚部はラッパ状に開 く。器受部は内 器受部内 ・外面，脚部外面へ ラ磨 き。 長石 ・石英 P70 0　 7 0％　 PL 84

土　 師　 器 B　 9．1

D lO．2

E　 5．9

攣 して立ち上が り， 口縁部 との境 に

稜をもつ。口縁部は外反する。器受

部中央 に貫通孔を穿つ。

器受部内 ・外面，脚部外面赤彩。 赤褐色

普通

南 コーナー部床面

5

柑 A　 8．4 中央がやや凹む平底。体部は偏平 な 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P70 1 100 ％　 PL 85

土　 師　 器 B　 8．0

C　 3．2

球状で，口縁部は内攣気味に立 ち上

がる．。

ラナデ。頚部に指頭庄痕が残 る。 橙色

普通

炉北側覆土中層
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第264図　第139号住居跡出土遺物実測図（1）
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第265図　第139号住居跡出土遺物実測図（2）

図版 番 号 器　　 種 計測値 （m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 64 図 士甘 A 〔12 ．2〕 平 底 であ るが 中央 が 凹 む。 休部 は偏 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ。 体部 外 面 へ 長 石 ・石 英 P 70 2　 40 ％

6 土　 師　 器 B　 5．1 平 な球 状で ， 口綾 部 は外 傾 して立 ち ラ磨 き。 口縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 赤 暗 赤 褐 色 中央部南西寄 り覆土中層

C　 2．6 上 が り中位 で稜 を もつ。 彩 。 普 通 体 部 内 ・外 面 剥 離

7

要 A l O ．6 平底 。 体部 は球 状 で 最大 径 を 中位 に 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体部 外 面 へ 長 石 ・石 英 P7 03　 90 ％　 PL 85

土　 師　 器 B l O ．1 もつ。 口縁 部 は 「く」 の字状 に外 反 ラ削 り後 ナ デ。 にぷ い 褐 色 南 コー ナ ー 部 床 面

C　 5．6 す る。 普 通 二次焼成 ，体部外面煤付着

8

要 A 〔10 ．0〕 中央 が 凹む 平底 。 休部 は翻 犬で 最大 ロ縁 部 内 ・外 面 ，体 部 外面 ナデ 。頚 長 石 ・石 英 P7 04　 50 ％　 PL8 5

土　 師　 器 B l l ．1 径 を中位 に もつ 。 ロ緑 部 は僅 か に外 部 に指 頭 庄痕 ， 体部 外 面 に輪 積 み痕 明 赤 褐 色 中 央 部 覆 土 下層

C　 4 ．3 反 す る。 が残 る。 普 通 二次焼成，体部 内面剥離

9

嚢 A 〔17 ．0〕 平 底 。体 部 は球 状 で最 大 径 を中位 に ロ縁 部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 部 外 面ハ 長 石 ・石 英 P70 5　 7 0 ％　 P L8 4

土　 師　 器 B 19 ．7 もつ 。 ロ縁部 は 「く」 の 字状 に外 反 ケ 目整 形後 ナ デ。 赤 褐 色 中央 部 床 面

C　 5 ．4 す る。 普 通 二次 焼 成

1 0

棄 A 〔18 ．0〕 平 底 。体 部 は球 状 で最 大 径 を中位 に 口縁 部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 部 外面 へ 長 石 ・石 英 P70 6　 6 0 ％　 P L8 5

土　 師　 器 B　 22 ．6 もつ 。 口緑部 は 「く」 の 字状 に外 反 ラ削 り後 ナ デ。 黒 褐色 中央 部 覆 土 中層

C　 5 ．4 す る。波 状 口縁 。 普 通 二次焼鼠 体部外面煤付着

1 1

t 粟 A 18 ．0 体 部 中位 か らロ緑 部 にか けて の破 片。 ロ緑 部 内 ・外 面横 ナデ。 体 部外 面 へ 長 石 ・石 英 P 70 7　 5 0 ％　 PL 84

土　 師　 器 B （18 ．4） 口緑 部 は 「く」 の字 状 に外 反 す る。 ラ削 り後 ナデ 。 黒褐 色 中央 部 北 寄 り床 面

波 状 口縁 。 普 通 二次焼成．体部外面煤付着

12

ミニチュア土器 A　 9．7 突 出 した平 底 。体 部 は内攣 して立 ち ロ縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 体 部外 面 へ 長石 ・石英 ・ス コリア P 708　 9 0 ％　 PL 84

土　 師　 器 B　 6．8

C　 4．3

上 が り， 口縁 部 は外 傾 す る。 ラナ デ。 に ぷ い橙 色

普 通

南 コーナー部覆土下層

13

ミニチュア土器 A　 4．0 丸底 。 体部 は均 一 な器厚 を保 ち なが 体 部 内 ・外 面 ナ デ。 長 石 ・石 英 P7 09　 90 ％　 PL 84

土　 師　 器 B　 2．8 ら内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部 に至

る。

橙 色

普 通

西 コーナー部覆土下層

14

ミニチュア土器 A 〔4．5〕 丸底 。 体部 は均 一 な器 厚 を保 ちな が 体 部 内 ・外 面 ナ デ。 長 石 ・石 英 P7 10　 50 ％　 PL 84

土　 師　 器 B　 2．5 ら内管 して立 ち上 が り， 口緑 部 に至

る。

にぷ い 橙 色

普 通

西 コーナー部覆土下層

図版 番 号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　 地　　 点 備　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （om） 厚 さ （① ） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第26 5図15 管 状 土 錘 7．7 4 ．0 － 1．3 14 5 ．9 南 東 壁 中央 部 寄 り覆 土 下 層 DP 194　　 PL 99

16 土　　　 玉 2．8 3 ．1 － 0 ．8 2 2 ．6 西 コ ーナ ー 部 覆 土 下 層 DP 195

17 土　　　 玉 2 ．5 2 ．8 － 0 ．8 1 5 ．7 西 コー ナ ー 部 覆 土 下 層 DP 196

第140号住居跡（第266図）

位置　調査区中央部，D2d8区。

重複関係　本跡は南コーナー部を第66号土坑に，ほぼ中央部を第2号掘立柱建物跡に掘り込まれており，本跡

が最も古い。
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第266図　第140号住居跡実測図

7∴亨m

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．70mの隅丸方形である。

主軸方向　N－1400－E

壁　壁高は14－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉の周辺を含む中央部が踏み固められている。

炉　中央部からやや南東寄りにあり，長径70cm，短径40cmの不整楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉

床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　時赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック少量

遺物　北コーナー部を除く住居跡の覆土下層から床面にかけて縄文土器の深鉢片を主体に，礫及びチャート・

メノウ剥片が出土している。1の探鉢は炉東側の覆土下層から，2の探鉢は中央部の覆土下層から，20の台

石は炉床北西部から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第140号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第267 図 探　　　 鉢 B （14．8） 胴部中位から底部にかけての破片。底部は平底。胴部はやや外反 長石 ・スコリア P711 40 ％　 PL85

1 縄 文 土 器 C 〔8．0〕 して立ち上がり，上位で直立する。胴部全体に単節R L とL R の 橙色 炉東側覆土下層

横位回転による羽状縄文が施されている。 普通 繊維土器
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第267図　第140号住居跡出土遺物実測・拓影図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・色調 ・焼功 備　　　 考

第 267 図 深　　 r 鉢 B （3．1） 胴部下端 から底部 にか けての破片。底部は上げ底。胴部下端 は単 長石 P71 2 1 0％

2 縄 文 土 器 C　 8．2 節 R L の横位 回転 による縄文が施 されている。 にぷい黄橙色

普通

中央部覆土下層

繊維土器

第267図3－19は，第140号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。3－9は口縁部片である。3は

直前段合撚りの縄文が施され口唇部は内削ぎである。4は単節RLの縄文が施されている。6－8は波状口縁

である。5は口唇部に小突起が，6は異状縄文が施されている。7は櫛歯状工具による沈線が施され，胎土に

繊維を含まない。8は半裁竹管による幾何学文が施されている。9は縦位の沈線が施されている。10－18は胴

部片である。10－14は単節縄文が，15は組紐による縄文が，16はループ文が，17・18は直前段合撚りの縄文が

施されている。19は底部片で，単節縄文が施されている。

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第267図20 台　　　 石 12．5 8．7 5．7 ， 958 ．6 凝　 灰　 岩 炉床北西部 Q88

第141号住居跡（第26・8図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

位置　調査区中央部，D2f7区。

重複関係　本跡は南東側の壁を第98号住居跡に，北西側の壁を第135号住居跡に，東部の床面を第77号土坑に

それぞれ掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　長軸4．62m，短軸4．28mの隅丸方形である。

主軸方向　N－1470－W

壁　壁高は20cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

」し24．4m

；＝　　　　　　　　　　　　Ⅰ　　　　　　　　　　　　　旦＿ミ亘工聖亡

第268図　第141号住居跡実測図
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第269国　第141号住居跡出土遺物実例・拓影図

8Sニな

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l I　　　＿」

床　平坦で，炉の周辺が踏み固められている。

炉　中央部からやや南西寄りにあり，長径45cm，短径40cmの不定形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量 4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量　　　　　　5　褐　色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　住居跡全体の覆土下層から床面にかけて縄文土器の深鉢片を主体に石器等も少量出土している。8の炉

石は炉床の北端部から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉と思われる。

第269図1－7は、第141号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1は□縁部片で，単節RLの縄

文が施され，外面に煤が付着している。2－7は胴部片である。2・3は単節RLの縄文が，4は半裁竹管に

よる幾何学文が，5は羽状縄文が，6は半裁竹管による斜格子文が，7は円形竹管文が施されている。

第141号住居跡出土遺物観察表

因版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第2 69図 8 炉　　　 石 （1 7．5） （12 ．0） 8．9 2 255 ．9 凝　 灰　 岩 炉床北端部 0 9 1
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第142号住居跡（第270図）

位置　調査区中央部，D3e2区。

規模と平面形　長軸4．90m，短軸4．86mの方形である。

主軸方向　N－470－E

壁　壁高は52－60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周しており，上幅5－12cm，深さ5－15cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，全体に踏み固められ，特に炉の周辺から出入り口部にかけては強固である。南東壁下中央部から

南コーナーにかけての硬化面は1m四方程の範囲が一段高くなっている。南東壁下中央部から住居中央部に

向かって延びる溝（a），南西壁下中央部から住居中央部に向かって延びる溝（b）を確認した。aは長さ105cm，

上幅10cm程，深さ10cmで，断面形はU字状である。bは長さ100cm，上幅15cm程，深さ15cmで，断面形はU字

状である。

ピット　5か所（Pl－P5）。Pl－P4は径15cm程の円形，深さは30～50cmで，いずれも主柱穴，P5は径25cmの

円形，深さは28cmで，出入り口施設に伴うピットと思われる。

炉　中央部から北東寄りにあり，長径65cm，短径50cmの不定形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径30cm，短径25°cmの楕円形で，深さは48cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・ローム小ブロック少量　　3　褐　色　黒色土粒子多量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土居解説
1暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量，ローム大ブ　4　褐　色　ローム粒子・ローム小・中・ブロック多量，ローム大

ロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック・炭化物少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少　5　黒褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土小・中ブロック・炭化物・炭化材少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

遺物　北西部を除く住居跡の覆土中及び床面から土師器がまばらに出土している。また，床面から炭化材及び

焼土塊が出土している。南西壁際の床面から壁にほぼ平行な状態で出土した炭化材には1m程の間隔で，2

か所にほぞが切り込まれている。また，南東壁際東コーナー寄りの覆土下層から出土した炭化材（80cm四方

程）は径1。m程の植物の茎が4－5本づつ編み込まれている。1の高杯は南東壁際東コーナー寄りの床面か

ら，2の器台は北東壁際中央部の床面から，4の壷は中央部北寄り及び南西壁寄りの床面から散在した状態

で，5・6の嚢は南東壁際南コーナー寄りの床面から，3の相は北部の覆土中から散在した状態でそれぞれ

出土している。

所見　本跡は焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第142号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第271 図 高　　　 杯 A　 14．4 杯部片。杯部は均一な器厚を保ちな 体部内 ・外面剥離のため調整不明。 長石 ・石英 P713　50％

1 土　 師　 器 B （5．6）がら内攣して立ち上がり，口縁部に 杯部内 ・外面赤彩。 赤褐色 欄 味コーナー寄り床面

至る。 普通 二次焼成，体部外面煤付着
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第270図　第142号住居跡実測・遺物出土位置図
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第271図　第142号住居跡出土遺物実測図

5

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　…＿j　＿＿‥．．1

図版番号器　　種計測値（甜） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第271図器　　　台A　8．3脚部は「ハ」の字状に開く。器受部は器受部，脚部内・外面ナデ。脚部外長石・石英 P714100％　PL85

2 土　師　器B　8．4逆「ハ」の字状に立ち上がる。口縁部面に輪積み痕が残る。 にぷい橙色 北東壁際中央部床面

D　9．1

E　6．4

外削ぎ。器受部中央に貫通孔を穿つ。 普通 二次焼成

3

柑 A　9．1中央が凹む平底。休部は偏平な球状口縁部内・外面，体部外面へラナデ。長石・石英 P715　90％　PL85

土　師　器B　7．6

C　3．8

で，口縁部は内瞥気味に立ち上がる。 赤褐色

普通

覆土中に散在

4

呈E A13．0口緑部片。口緑部は頚部から僅かに口緑部外面縦位のヘラ磨き。 長石・石英 P716　20％

土　師　器B（9．7）外反する。 にぷい橙色

普通

南東壁際南コーナー寄り

中央部北寄り床面に散在

5

碧 A12．9体部上位から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部外面ハ長石・石英 P717　20％

土　師　器B（7，1）口緑部は「く」の字状に外反する。ケ目整形。 暗褐色 南東壁際南コーナー寄り床面

波状口縁。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

6

襲 A15．6平底。体部は球状で最大径を中位に口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英 P718　70％　PL85

土　師　器B　21．9もつ。口縁部は「く」の字状に外反ラ削り後ナデ。 灰褐色 南東壁際南コーナー寄り床面

C　5．5する。底部穿孔。波状口縁。 普通 二次焼成，休部外面煤付着

第143号住居跡（第272図）

位置　調査区南西部，E2e6区。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸3．48mの方形である。

与軸方向　N－430－W

壁　壁高は21－30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第272図　第143号住居跡実測図
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第273図　第143号住居跡出土遺物実測図
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床　平坦で，全体に踏み固められ，特に炉の周辺から出入り口部にかけては強固である。

ピット　Plは径45cm程の円形，深さは38cmで，出入り口施設に伴うピットと思われる。

炉　中央部から西寄りにあり，長径75cm，短径70cmの不定形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱を

受け赤変硬化しており，南東部に土製炉石が付設されている。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径68cm，短径58cmの楕円形で，深さは66cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土粒子・焼土小ブロック・炭化物少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化物少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　北コーナー部を除く住居跡の覆土中層から床面にかけて土師器がまばらに出土している。3の器台及び

2の高杯は炉床の中央部と北西部から，1の高杯は中央部，4の台付嚢は南コーナー部のいずれも覆土下層

から，3点のミニチュア土器はそれぞれ5が北東壁際東コーナー寄りの覆土中層から，6・7が北西壁際中

央部の覆土下層から並んだ状態で出土している。また，炉床南東部からは土製炉石が炉の長径に対してほぼ

直交した状態で出土していたが，損傷が激しく取り上げることは不可能であった。

所見　炉床から土製炉石と近接して被熱した器台が出土しており，炉の使用を考えるための好資料となろう。
／

本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀）と思われる。

第143号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 273 図 高　　　 杯 A 〔11．4〕 脚部 はラッパ状に開く。杯部は均一 杯部内 ・外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P720　 60 ％　 PL 86

1 土　 師　 器 B lO．3

D lO．0

E　 6．2

な器厚 を保 ちながら内攣 して立 ち上

が り， 口縁部に至 る。

杯部内 ・外面，脚部外面赤彩。r 赤褐色

普通

中央部覆土下層

2

高　　　 杯 B （11．9） 杯部欠損。脚部は中実柱状。裾部は 脚部，裾部外面へ ラ磨 き。脚部外面 長石 ・石英 P7 2 1 50 ％

土　 師　 器 D 12．0 外方向 に大 きく開 く。脚部 と裾部 と 赤彩。 赤褐色 炉床北西部覆土下層

の境 に3 孔 を穿つ。 普通 二次焼成

3

器　　　 台 A　 9．3 脚部 は 「ハ」の字状に開 く。器受部 器受部，脚部 内 ・外面ナデ。器受部 長石 ・石英 P7 19 1 00％　 PL 86

土　 師　 器 B　 9．5 は逆 「ハ」の字状 に立ち上がる。 外面，脚部内 ・外面に輪積 み痕が残 黒褐色 炉床中央部覆土中層

D l l．0

E　 6．6

縁部外削ぎ。器受部中央 に貫通孔を

穿つ。

る。 普通 二次焼 成

4

台　 付　 賓 A 1 2．4 台部は 「ハ」の字状に開 く。体部は 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P7 22　 9 0％　 P L 85

土　 師　 器 B 1 6．8 球状で最大径を中位 にもつ。 口縁部 ラ削 り後ナデ。台部内 ・外面ナデ。 にぷい黄橙色 南コーナー部覆土下層

D　 8 ．0

E　 5 ．6

は 「く」の字状 に外反する。波状 口

縁。

普通 二次焼成 ，体部外面

煤付着

5

ミニチュア土語 A　 6 ．5 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 体部内 ・外面ナデ。口縁部内面に輪 長石 ・石英 P72 3　 9 0％　 P L8 5

土　 師　 器 B　 5 ．1 口縁部 は僅 かに外傾する。 積み痕，外面 に輪積み痕及 び指頭庄 黒褐色 北東壁際東 コーナー

C　 4 ．2 痕が残る。 普通 寄 り覆土 中層

6

ミニチュア土語 A　 7．4 中央が凹む平底。休部は器厚を減 じ 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内面へ 長石 ・石英 P72 4 100 ％　 P L8 5

土　 師　 器 B　 4．2 ながら内管 して立ち上が り，口縁部 ラナデ，外面ナデ。 にぷい橙色 北西壁際 中央部覆土

C　 3．9 に至る。 普通 下層

7

ミニチュア土語 A　 6．0 中央が凹む平底。体部は内攣 して立 体部内 ・外面ナデ。口縁部内 ・外面 長石 ・石英 P72 5 100 ％　 PL 8 5

土　 師　 器 ・B　 4．6

C　 3．5

ち上が り，口縁部は僅かに外傾する。 に輪積 み痕が残 る。 黒色

普通

北西壁際中央部覆土

下層
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図版番号 種　　 別
計 ・　　　 測　　　 ．値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第273図8 管 状 土 錘 6．7 4 ．0 － 1．3 11 6．7 西 コーナー部覆土下層 DP19 7

9 管 状 土 錘 5．3 3 ．6 － 1．1 （61．2） 東 コーナー付 近覆土下層 DP19 8　　 PL 9 9

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第㌘3図10 勾　　　 玉 （2．0） （1．4） 0．7 2．2 滑　　　 石 貯蔵穴覆土下層 Q92

第144号住居跡（第274図）

位置　調査区南西部，E2g5区。

重複関係　本跡は北部を第77号住居跡に，東部を

第131号住居跡に，西部を第78号住居跡にそれ

ぞれ掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　南コーナー部の一部を確認したが，

重複のため正確な規模や平面形については不明

である。

主軸方向〔N－650－W〕

壁　壁高は40cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　硬化した床面の一部を確認した。

覆土　堆積状況は不明である。

し→」∃m

第274図　第144号住居跡実測図

遺物　覆土中から土師器の細片が極少量出土して

いる。

所見　本跡は重複が激しく遺物も細片のため詳細な時期は不明であるが，古墳時代前期の第77・78・131号住

居跡より古い時期と思われる。

第145号住居跡（第275図）

位置　調査区南西部，E2h2区。

重複関係　本跡は北部が第79号住居跡を掘り込み，東部を第149号住居跡に掘り込まれていることから，第79

号住居跡より新しく，第149号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸3．62mの方形である。

主軸方向　N－10－W

壁　壁高は5cm程を確認した。

床　平坦であるが，全体的に軟らかい。

覆土　2層からなるが，堆積状況は不明である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量
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第275図　第145号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　2m」

遺物　床面から土師器の嚢片が少量出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第146号住居跡（第276図）

位置　調査区中央部，D3f5区。

重複関係　本跡は北東部を第3号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸6．90m，短軸6．60mの方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は60cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周しており，上幅5－12cm，深さ7cm程で，断面形はU字状である。

床　全体に平坦で，強く踏み固められている。南東壁下中央部から住居跡中央部に向かって延びる溝を1条確

認した。上幅15－20cm，深さ15cm程で，断面形はU字状である。

ピット　5か所（Pl－P5）。Pl～P4は長径50～60cm，短径22－55cmの楕円形，深さ85－95cmで，いずれも主

柱穴，P5は長径55cm，短径35cmの楕円形，深さ45cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　2か所。炉1は中央部から北寄りにあり，長径110cm，短径80cmの楕円形で，床面を10cm程掘り窪めてい

る。炉2は炉1の西側にあり，長径65cm，短径45cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。いずれの炉

床も火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　東コーナー部の南東壁側に付設されている。長軸130cm，短軸75cmの隅丸長方形で，深さは72cmであ

る。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。
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第276図　第146号住居跡実測図

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

覆土10層からなる人為堆積である。

3　黒褐色　ローム粒子少量

上23．6m

l≡l

0　　　　　　　　　　　2m

！　；　一°－」

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量　　6　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・黒色土粒子多量　　　　　　　　　廿　7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量　　9　黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

5　極暗褐色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第277図　第146号住居跡出土遺物実測図（1）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第278図　第146号住居跡出土遺物実測図（2）

遺物　主に東コーナー部から南東壁周辺を含む住居跡南東部の覆土中層から床面にかけて土師器を主体に出土

している。また，南東壁中央部の覆土下層からは少量の粘土塊が出土している。1の高杯，5の器台及び14

の嚢は南東壁中央部寄りの覆土下層から床面にかけて，3の器台及び11・12の壷は東コーナー部の床面から，

2の器台は北西壁際西コーナー寄りの覆土中層から，4の器台は炉2西側の床面から，6及び7の器台は炉

1東側の覆土下層と覆土中層から，8・9器台及び16の台付嚢は南東壁際南コーナー寄りの覆土上層から，

10の器台は中央部北西寄りの覆土上層から，13の壷は北コーナー部の床面から，15の嚢は中央部の床面から

出土している。5点のミニチュア土器はそれぞれ17が中央部の覆土上層から，20・21が中央部東コーナー寄

りの床面と覆土中層から，18が中央部の覆土中層から，19が南部の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第146号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 2 77 図 高　　　 杯 A 〔19．1〕 脚部下位欠損。杯部 は均一な器厚 を 杯部内 ・外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P 72 6　 20 ％　 PL 86

1 土　 師　 器 B （8．1）

E （2．6）

保ちながら内攣 して立ち上が り，口

縁部 に至る。脚部 に 3孔 を穿つ。

橙色 ‾

普通

南東壁中央部寄り床面

2

器　　　 台 A　　 8．2 脚部 はラッパ状 に開 く。器受部 は器 器受部内 ・外面調 ㈲ 外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P 72 7　 80 ％　 PL8 6

土　 師　 器 B　　 8．1 厚 を減 じなが ら内攣 して立ち上が り 脚部内面パケ目整形。 赤褐色 北西壁際西コーナー寄り覆土中層，

D l l．4

E　 5．9

□縁部に至る。 口縁部外削 ぎ。 普通 二次焼成，器受部外面煤付着，

器受部内面剥離

3

器　　　 台 A　　 8．5 脚部はラッパ状 に開 く。器受部は器 器受部内 ・外面 ，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P7 28　 70％　 PL8 6

土　 師　 器 B　　 8．7

D 〔12 ．5〕

E　 5 ．8

厚 を減 じながら内攣 して立ち上が り

口縁部に至る。脚部に 3 孔を穿つ。

胸部内面パケ目整形。 にぷい橙色

普通

東 コーナー部床面

4

器　　　 台 A　 8 ．1 脚部はラッパ状 に開 く。器受部は器 器受部内 ・外面 ，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P72 9　 8 0％　 P L8 6

土　 師　 器 B　 7 ．7 厚 を減 じなが ら内攣 して立ち上が り 脚部内面パケ目整形。 にぷい橙色 炉 2 西側床面

D 〔10．4〕

E　 4．6

ロ縁部 に至る。脚部 に 3 孔を穿つ。 普通 二次焼成

5

器　　　 台 A 〔8．5〕 脚部はラッパ状に開 く。器受部は器 器受部内 ・外面，脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P 73 0　 7 0％　 PL 86

土　 師　 器 B　 7．7 厚を減 じなが ら内脅 して立ち上が り 脚部内面パ ケ目整形。 灰 白色 南東壁中央部寄 り床面

D 〔11．0〕

E　 5．5

口縁部 に至 る。脚部 に 3 孔，器受部

中央 に貫通孔を穿つ。

普通 二次焼成

6

器　　　 台 B （6．5）器受部欠損。脚部はラッパ状 に開 く。 脚部内面へ ラナデ，外面へラ磨 き。 長石・石英・スコリア P 73 1 5 0％

土　 師　 器 D　 lO．8

E　 5．0

脚部 に 3 孔 を穿つ。 脚部内 ・外面赤彩。 暗赤褐色

普通

炉 1 東側覆土下層

二次焼成

7

器　　　 台 B （7 ．2）器受部欠損。脚部はラッパ状 に開 く。 脚部内面へラナデ，外面へ ラ磨 き。 長石 ・石英 P7 32　 4 0 ％

土　 師　 器 D 13 ．4

E　 6 ．9

脚部に 3 孔，器受部中央 に貫通孔を

穿つ。

脚部外面赤彩。 赤褐色

普通

炉 1 東側覆土中層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・＿焼成 ‘備・1　 1考

第 277 図 器　　　 台 A　 8．8 脚部は 「ハ」の字状に開 く。器受部 器受部 内 ・外面パケ目整形。脚部内 長石 ・石英 P733 ．90 ％　 PL 86

8 土　 師　 器 B　 8！7 は逆 「ハ」の字状 に立ち上がる。口 面ナデ，外面パケ 目整形後ナデ。 にぷい橙色 南東壁際南コーナー寄り覆土増

D　 9．3

E　 5．9

縁部外削ぎ。器受部中央 に貫通孔 を

穿つ。

普通 二次焼成

9

器　　　 台 A　 9．4 脚部は 「ハ」の字状に開 く。器受部 器受部内面へラナデ，外面斜位のへ 長石 ・石英 P734　 7d％　 PL8 6

土　 師　 器 B lO．1 は逆 「ハ」の字状 に立ち上がる。口 ラナデ。脚部外面パケ 目整形。 にぷい橙色 麟 壁際南コーナー寄り覆土増

D 〔9．5〕

E　 6．8

縁部外削 ぎ。器受部中央 に貫通孔を

穿つ。

普通 二次焼成

10

器　　　 台 B （8．0）器受部中位から欠損。脚部はラッパ 脚部外面ナデ。脚部内面に輪積 み痕 長石 ・石英 P735　 50％

土　 師　 器 D　 9．3

E　 7．0

状 に開 く。器受部中央 に貫通孔 を虜

つ。

が残 る。 にぷい橙色

普通

中央部北西寄り覆土上層

11

・＝量＝．∃互 A 12．2 突出 した平底。体部はやや偏平な球 口縁部内 ・外面，体部外面パケ目整 長石・石英・スコリア P736　 90％　 PL8 6

土　 師　 器 B 16．1 状で最大径を中位 にもつ。口縁部は 形後ナデ。体部外面下位 に輪積 み痕 にぶ‘い橙 色 東 コーナー部床面

C　 4 ．4 外傾する。 が残 る。 普通

12

・＝ヒ宝互 B （16．7） 口縁部欠損 。平底。体部はやや偏平 体部外面縦位のヘラ磨 き。 長石 ・石英 P737　40％

土　 師　 器 C　 6．2 な球状で最大径 を下位 にもつ。 にぷい橙色

普通

東 コーナ「部床面

13

＝土ご・ヨ互 A 14 ．0 口縁部片。口縁部は外反する。折 り 口縁部内面横位 ・外面斜位のパケ目 長石 ・石英 P73 8 10％

土　 師　 器 B （4 ．6）返 し口縁。 整形。頚部外面縦位のパケ 目整形。 にぷい橙色

普通

北コーナー部床面

14

嚢 B （6 ．0）体部下位か ら底部にかけての破片。 体部外面へラ削 り後ナデ。． 長石 ・石英 P73 9 1 0％

土　 師　 器 C　 7 ．3 突出 した平底で中央がやや凹む。 にぷい黒褐色

普通

南東壁中矢寄り覆土下層

二次焼成，体部外面燥付着

15

棄 B （9 ．2）体部下位か ら底部にかけての破片。 体部外面へラ削 り後ナデ。 長石 ・石英 P74 0　20 ％

土　 師　 器 C　 7 ．9 突出 した平底で中央がやや凹む。体 褐色 中央部床面

部は内攣 して立ち上が る。 普通 二次焼成，体部外面煤付着

16

台　 付　 棄 B （5 ．3）台部片。台部 は「ハ」の字状 に開 く。 台部内 ・外面ナデ。台部内面 に輪積 長石 ・石英 P74 1 20 ％

土　 師　 器 D　 7 ．2

E　　 4．1

み痕が残る。 にぷ い黄樺色

普通

南東壁際南コーナー寄りをと上層

17

ミニチュア土器 A 〔9 ．3〕 体部中位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面，休部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P742　 20 ％

土　 師　 器 B　 6 ．8 口縁部は屈 曲して外反する。 口縁部内 ・外面，体部外面赤彩。 赤色

普通

中央部覆土上層

第 278 図 ミニチュア土器 A　 9 ．6 体部中位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P743　 30％　 PL 87

1 8 土　 師　 器 B （4 ．3）口縁部は僅か に外傾する。波状 口縁。 ラナテP。 にぷい橙色

普通

中央部覆土中層

19

ミニチュア土器 A 〔6．0〕体部中位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面，休部外面ナデ。体 長石 ・石英 P744　 30％

土　 師　 器 B （3．5） 口縁部は僅かに外傾する。 部外面に指頭庄痕が残る。 黒褐色

普通

南部覆土中

20

ミニチュア土器 B （4．5）脚部片。脚部は 「ハ」の字状 に開 く。 脚部外面へラ磨 き。 長石 ・石英 P745　 40％

土　 師　 器 D　 5．6

E　 3．5

脚部 に3 孔 を穿つ。 明赤褐色

普通

中央部東コーナー寄り床面

21

ミニチュア土器 B （1．7） 口縁部欠損。平底。体部 は内攣気味 体部外面ナデ。 長石 ・石英 P746　 60％

土　 師　 器 C　 3．3 に立 ち上が る。 にぷい橙色

普通

中央部東コーナー寄り覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第278図22 土　　　 玉 （3．4） 3．5 0．8 35．2 南西壁際中央部覆土下層 DP199

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第㌘8図23 砥　　　 石 7．2 6．2 4．5 35．7 軽　　　 石 西部覆土中 Q93
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第147号住居跡（第279図）

位置　調査区中央部，D3i3区。

規模と平面形　南西部が調査区外に延びて

いるため正確な規模と平面形は不明である。

主軸方向〔N－80－W〕

壁　壁高は17cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉の周囲が踏み固められている。

炉　北壁寄りにあるが，南部が調査区外に

延びているため正確な規模や平面形は不

明である。炉床は火熱を受け赤変硬化し

ている。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。

長径48cm，短径38cmの楕円形で，深さは

41cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

覆土　耕作による撹乱のため1層のみ確認

した。

土盾解説

1　黒　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼

土粒子・炭化粒子少量

遺物　炉周辺及び東壁寄りの覆土下層から

床面にかけて土師器の嚢片を主体に少量

出土している。1・2の嚢は炉北西側の

覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

・…・尋

撃

第280図　第147号住居跡出土遺物実測図
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第147号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ・徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 28 0 図 棄 A 17 ．0 体部は翻 犬で最大径を中位にもつ。 口縁部内・外面ナデ，体部外面へラ磨き。 長石 ・石英 P7 47　 40 ％て　PL 86

1 土　 師　 器 B （1 1．3） 口縁部は頚部から屈 曲して外反する。 口縁部内 ・外面，体部外面赤彩。 赤褐色

普通

炉北西側覆土下層

2

嚢 A 18 ．1 体部中位か ら口琴部にかけての破片 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P7 48　 30％

土　 師　 器 B （12 ．9） 口縁部 は頚部 から外反する。波状口 ラ削 り後ナデ。 にぷい褐色 炉北西側 覆土下層

縁。 嘗畠 二次焼成，体邸外面煤付着

第148号住居跡（第281図）

位置　調査区南西部，E2b6区。

重複関係　本跡は西コーナー部を第80号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸7．20m，短軸7．10mの方形である。

主軸方向　N－440－W

壁　壁高は32cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　重複部を除いて全周しており，上幅5－12cm，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　全体に平坦で，強く踏み固められている。南西壁下のPlとP2の間は幅1．00m程，長さ4．50m程の範囲で，

硬化面が一段高くなっている。南東壁下中央部から住居跡中央部に向かって延びる溝を1条確認した。上幅

10cm程，深さ10cm程で，断面形はU字状である。

ピット　4か所（Pl～P4）。P1－P3は長径45－55cm，短径40～50cmの楕円形，深さ52－62cmで，いずれも主

柱穴（本来は4本主柱穴と思われるが，北部が撹乱を受けており，1か所確認できなかった。），P4は径25

cm程の円形，深さ34cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径140cm，短径55cmの長楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径50cm程の円形で，深さは100cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

2　にぷい黄褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

覆土13層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

2　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

4　黒褐色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

3　褐　　色　ローム小・中ブロック少量

8　黒褐色　ローム粒子少量

9　黒暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

10　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・大ブロック少量

11黒褐色　ローム粒子中量

12　褐　　色　ローム粒子・黒色土粒子中量

13　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量

遺物　北・東コーナー部を除く床面から土師器の嚢片を主体にまばらに出土している。1の高杯は貯蔵穴の覆

土上層から，3のミニチュア土器は中央部の床面から，6の舟形土製品は炉床の北東部から出土している。

また，2の台付嚢は北部の撹乱を受けた中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。
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第281図　第148号住居跡実測図
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第282図　第148号住居跡出土遺物実測図
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第148号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 28 2 図 高　　　 杯 B （5 ．4）脚部片。脚部はラッパ状 に開く。脚 脚部外面縦位わへラ磨 き。脚部外面 長石 ・石英 P74 9　 2 0％

1 土　 師　 器 部 に3 孔 を穿つ。 赤彩。 赤色

普通

貯 蔵穴 覆土上層

2

台　 付　 嚢 A　 8 ．9 台部は 「ハ」 の字状に開 く。体部 は 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P75 0　 9 0％　 PL 87

土　 師　 器 B lO ．8

D　 6 ．8

E　 3 ．0

球状で最大径 を中位 にもつ。口縁部

は 「く」の字状 に外反する。波状 口

縁。

ラ削 り後ナデ。 にぷい樫色

普通

北部撹乱覆土 中

3

ミニチュア土器 A 〔8 ．0〕 平底。体部は器厚を減 じなが ら内攣 体部内 ・外面ナデ。 長石・石英・スコリア P75 1 8 0％

土　 師　 器 B　 3．8

C　 4．0

して立 ち上が り，口縁部に至る。 にぷい樺色

普通

中央部床面

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第282図4 管 状 土 錘 4 ．2 3 ．9 － 1．0 （5 3．3） 南東壁際南コーナー寄 り覆土上層 DP2 00　 PL 99

5 土　　　 玉 2．9 3 ．1 － P・7 2 6．1 西コーナー寄 り覆土上層 DP2 01

6 舟形土製 品 （5．3） 2 ．9 （1．9） － （16．3） 炉床　 北東部 DP2 02　 PL9 9

第149号住居跡（第283図）

位置　調査区南西部，E2h3区。

重複関係　本跡は北西部が第79・145号住居

跡を掘り込み，北東部を第78号住居跡に掘

り込まれていることから，第79・145号住

居跡より新しく，第78号住居跡より古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面

形は不明であるが，一辺5．30m程の方形か

長方形と推定される。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は46cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東壁下，南西壁下及び北西壁下に確

認した。上幅10cm程，深さ5cm程で，断面

形はU字状である。

床　全体に平坦で，踏み固められている。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径

50cm程の円形で，深さは76cmである。底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面

形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

2　褐　　色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

5

；

t
第283図　第149号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第284図　第149号住居跡出土遺物実測図

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・ローム大ブロック少量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　貯蔵穴を含む南コーナー部の床面から土師器片及び土製品が少量出土している。1の相は南コーナー部

の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第149号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 2 84 図 柑 A 〔16 ．0〕 口縁部片。口縁部は頚部から内攣気 口縁部外面縦位のヘラ磨 き。口 長石 ・石英 P 75 2　 2 0％

1 土　 師　 器 B （10 ．2）味 に立ち上がる。 縁部内 ・外面赤彩。 赤褐色

普通

南 コーナー部床面

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第2 84因 2 不明土製品 （5 ．9） 2．9 2．6 － （4㌫ 1） 貯蔵穴覆土上層 DP 20 3　 PL lO 3

第150号住居跡（第285図）

位置　調査区西端部，E2fl区。

重複関係　本跡は北西部を第73号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は不明であるが，長軸（径）4．90m程の隅丸方形か楕円形と推

定される。

主軸方向〔N－720－E〕

壁　壁高は13cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体に平坦で，炉の周辺が踏み固められている。

炉　中央部から東寄りにあり，長径60cm，短径50cmの不定形で，床面を僅かに掘り窪めている。火床は火熱を

受け赤変硬化しており，西端部には炉石が付設されている。

覆土　5層からなる人為堆積である。
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第285図　第150号住居跡実測図
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第286号　第150号住居跡出土遺物実測・拓影図

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量　　　　　4　褐　　色　ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック少量　　　　　5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　炉を中心とする床面から縄文土器の探鉢片4点，礫3点，チャート剥片2点及び流れ込みと思われる縄

文土器片3，4が出土している。また，炉床の西端部からは5の炉石が炉の長径に対しほぼ直交した状態で

出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第286図1－4は，第150号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3は胴部片で，1は単節R

L，2は単節LRの縄文が，3は横位の沈線がそれぞれ施されている。4は無文の尖底部片で，「天狗の鼻」
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状を呈し，外面は縦位の丁寧なナデが施されている。

第150号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第286図5 炉　　　 石 22．9 9．1 6．9 2133．1 砂　　　 岩 炉床西端部 Q94

第151号住居跡（第287図）

位置　調査区西端部，E2gl区。

重複関係　本跡は，西部を第112号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。また，床面に後酎こ掘り込まれ

たものと思われるピットが3か所ある。

規模と平面形　長径3．76m，短径2．62mの楕円形である。

主軸方向　N－580－W

壁　壁高は18cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，炉の周辺を中心とする東部が踏み固められている。

炉　中央部からやや南東寄りにあり，長径60cm，短径35cmの不定形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・焼土　2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

小ブロック・炭化粒子・炭化物少量　　　　　　　　　　　　3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器の深鉢片42点，石12点が炉西側の覆土中から床面にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（ニッ木式期）と思われる。

第287図　第151号住居跡実測図
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第288図　第151号住居跡出土遺物拓影図

第288図1－3は，第151号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，棒状工具によ

るキザミ目が2段に施されている。2・3は胴部片で，2はループ文が，3は単節RLの縄文が施されている。

第152号住居跡（第289図）

位置　調査区西端部，D2f2区。

重複関係　本跡は，北西部を第88号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は不明であるが，一辺3．30m程の隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－22。－W

壁　壁高は12－22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であるが，全体的に軟らかい。

」し24．6m

第289図　第152号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　2m

l　　；　」
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第290図　第152号住居跡出土遺物拓影図
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炉　中央部からやや南東寄りにあり，長径50cm，短径45cmの不定形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　縄文土器の深鉢片36点，石14点が主に炉周辺の覆土中から床面にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第290図1－4は，第152号住居跡から出土した縄文土器片の柘影図である。1・2は口縁部片で，1は直前

段合撚の縄文が，2は結節の羽状縄文が施されている。3・4は胴部片で，3は紅組文が，4は結節の羽状縄

文が施されている。

第153号住居跡（第291図）

位置　調査区東部，E4el区。

重複関係　本跡は，南西部を第3号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．85mの方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は7cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であるが，全体的に軟らかい。
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第291図　第153号住居跡実測図
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第292図　第153号住居跡
出土遺物実測図

炉　中央部から北西寄りにあり，長径80cm，短径40cmの不整楕円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

覆土　1層からなるが，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器の嚢片が4点出土しているが，いずれも細片である。1の砥石は北東壁際中央部の床面から出土

している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第153号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第2 92図 1 砥　　　 石 5．7 2．1 2 ．5 3 2．9 凝灰岩 北東壁 中央付近床面 Q9 6

第154号住居跡（第293図）

位置　調査区中央部，E3a6区。

重複関係　本跡は，北西壁を第155号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．40m，短軸5．30mの方形である。

主軸方向　N－500－W

壁　掘り込みが浅く，4cm程の壁を部分的に確認した。

床　平坦であるが，全体的に軟らかい。
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第293図　第154号住居跡実測図
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第294図　第154号住
居跡出土遺物実測図

炉　中央部から北西寄りにあり，長径45cm，短径35cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

覆土　1層からなるが，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

遺物　土師器の嚢片が5点出土している。1のミニチュア土器は炉北側の床面から散在した状態で出土してい

る。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片のため詳細な時期は

不明である。

第154号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 増　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 294 園 ミニチュア土器 A 〔5 ．0〕底部欠損。体部は内攣 して立ち上が 体部外面縦位のヘラ磨 き。体部内面 長石・石英・スコリア P 7 54　 6 0％　 P L8 7

1 土　 師　 器 B （5 ．2） る。口縁部は頚部か らほぼ直立する。 横位のヘラナデ。 褐灰色

普通

炉 北側床 面
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第155号住居跡（第295図）

位置　調査区中央部，D3i6区。

重複関係　本跡は，南東壁が第154号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。また，南部が撹乱を受けてい

る。規模と平面形　長軸6．00m，短軸5．50mの方形である。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は22－30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　4か所（P1－P2）。P1－P3は径35－40cmの円形，深さ58～65cmで，いずれも主柱穴と考えられる。

本来は4本主柱穴と思われるが，撹乱のため3か所の確認に止まった。P4は径25cm程の円形，深さ15cmで，

出入り施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から東寄りにあり，長径75cm，短径55cmの不整楕円形で，床面を7cm程掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

。

一

　

A

一

。

一
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第296図　第155号住居跡出土遺物実測図
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覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子少量　　　　　　　　粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子・炭化物少量　6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化　　　　　　　土中ブロック少量

遺物　住居跡全体の覆土中層から床面にかけて，土師器及び土師器片が464点出土している。また，南西壁側

を除く三方の壁側から焼土塊が出土している。1の高杯，2の器台及び10・11のミニチュア土器は正位で北

東壁中央部寄りの覆土下層から床面にかけて，5の壷及び7・8の嚢は南コーナー部の床面から，3の相は

北西壁際北コーナー寄りの床面から，4の相は東コーナー部の床面から散在した状態で，6の壷は中央部の

床面から，9の嚢は北コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第155号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 29 6 図 高　　　 杯 A （12 ．8）杯部欠損。脚部はラッパ状 に開 く。 脚部外面縦位のナデ，内面縦位のへ 長石 ・石英 ・雲母 P75 5　 2 0％

1 土　 師　 器 B （10 ．3）脚部に 4孔 を穿つ。 ラナデ。裾部内面横位 のヘラナデ。 赤色 北 東 壁付近 床面

脚部外面赤彩。 普通 外面煤付着

2

器　　　 台 A　 9 ．8 脚部欠損。脚部は 「ハ」の字状に開 脚部外面は縦位のヘラナデ。器受部 長石・石英・スコリア P75 6　 5 0％　 PL 87

土　 師　 器 B （6 ．7） く。器受部は外傾 して立ち上が り， 外面縦位のナデ，内面横位のヘラナ 褐色 北東壁付近床面

中央に貫通孔 をもつ。 デ。器受部内 ・外面輪積み痕有 り。 普通

3

柑 A lO ．4 中央部が僅かに凹む平底。体部は， 口縁部内横 ナデ，外面磨 き。体部内面 長石 ・石英 P75 7　 9 0％．PL 87

土　 師　 器 B 14 ．6 内攣 して立ち上が り， 口縁部は外債 ナデ，外面へ ラナチ。口縁部内 ・外 赤色 北西壁際北コーナ」寄り床面

C　 3 ．0 す る。 面，体部外面赤彩。 普通

4

柑 A 〔10 ．7〕中央部が僅かに凹む平底。体部は内 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P75 8　 6 0痴

土　 師　 器 B　 7 ．2 攣 して立ち上が り，口縁部は外傾す ラ削 り後ナデ，内面へラナデ。口縁 赤色 東 コーナー部床面

C　 2 ．3 る。 部内 ・外面，体部外面赤彩。 普通

5

士宝亘 A 14 ．5 体部上位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面ナ 長石 ・石英 ・雲母 P75 9　 4 0％　 P L87

土　 師　 器 B （13 ．8） 口縁部 は内攣気味に立 ち上がる。頸 デ，内面へラナデ。口縁部内 ・外面 ，赤色 南 コ⊥ナ一部床面

部下端 に隆帯が貼 られ，ヘラ状工具

による刻 目が施 されている。

体部外面赤彩。 普通

6

士雲亘 A 〔17 ．4〕体部上位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。頚部 ・体部 長石 ・石英 ・雲母 P76 0 10％

土　 師　 器 B （9 ．9） 口縁部 は外傾 して立ち上がる。折 り 外面へ ラ削 り後ナデ。体部内面ナデ。 にぷい褐色 中央部床面

返 し口縁。 普通 口縁部外面煤付着

7

棄 A 〔18 ．7〕体部から口縁部 にかけて欠損。平底 口縁部内面へ ラ削 り後横 ナデ。体部 長石・石英・スコリア P76 1 5 0％　 P L8 7

土　 師　 器 B　23 ．4 体部は球状で最大径 を中位 にもつ。 外面へ ラ削 り後ナデ，内面へラナデ。 黒褐色 南コーナー部床面

C　 7 ．0 口縁部 は 「く」の字状 に外反する。

波状口縁。

痍部外面に弱いパケ目整形。 普通 外面煤付着

二次焼成

8

棄 A 〔17 ．6〕体部から口縁部 にかけての破損。平 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面縦 長石・石英・スコリア P76 2　 4 0％　 P L8 7

土　 師　 器 B 18 ．7 底。体部は球状で最大径 を中位に も 位のへ ラ削 り後ナデ，内面横位のへ 褐灰色 南コーナー部床面

C　 3 ．6 つ。口縁部は 「く」 の字状に外反す

る。波状口縁。

ラナデ。 普 通 体部外面炭化物付着

体 部内面剥離

9

棄 A 18 ．0 体部上位か ら口縁部にかけての破片 口縁部内 ・外面横 ナデ，内面弱いへ 長石・石英・スコリア P76 3　 2 0％

土　 師　 器 B （10 ．4） 口縁部 は外反 して立ち上がる。 ラ削 り後横 ナデ。体部内 ・外面へ ラ 褐灰色 北コーナー部覆土中層

削 り後ナデ，内面へ ラナデ。 普通 体部外面炭化物付着

10

ミニチュア土語 A　 6 ．6 中央部が凹む平底。体部は器厚 を減 体部外面弱 いヘラ削 り後 ナデ，内面 長石・石英・スコリア P76 4 10 0％　 P L8 7

土　 師　 器 B　 4 ．9 じながら内攣気味に立 ち上が り，口 斜位 のナデ。休部外面に輪積み痕有 黒褐色 北東壁付近覆土下層

C　 3 ．3 縁部に至る。 り。 普通

11

ミニチュア土器 A　 4 ．5 平底。体部は器厚を減 じなが ら内攣 体部外面へラ削 り後ナデ，内面へ ラ 長石・石英・スコリア P76 5 10 0％　 P L8 7

土　 師　 器 B　 3 ．4

C　 3 ．4

気味に立ち上がる。口縁部は血 ぎ直

立する。

ナデ。内 ・外面赤彩痕。 橙色

普通

北東壁付近床面

－327－



図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第か6図12 砥　　　 石 8．5 3．0 2．1 83．6 凝　 灰　 岩 南西壁中央付近覆土上層 Q97

第156号住居跡（第297図）

位置　調査区中央部，D3h7区。

重複関係　本跡は，南西部の北西壁から南東壁にかけて第3号溝に，西コーナー部を第92号土坑にそれぞれ掘

り込まれており，本跡が最も古い。

④

第297図　第156号住居跡実測図
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規模と平面形　長軸6．50m，短軸6．15mの方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は50cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周し，上幅8－12cm，深さ6－8cmで，断面形はU字状である0

床　平坦で，全体に踏み固められている0北東壁下中央部から住居跡中央部に向かって延びる溝を1粂確認し

た。長さ100cm，上幅20cm程，深さ15cmで，断面形はU字状である。

ピット　6か所（P．－P6）。Pl－P4は長径45－75cm，短径40～70cmの楕円形，深さは100～117cmで，いずれ

も主柱穴と考えられる。P5・P6は径20cm程の円形で，深さは18－32cmである0出入り口施設に伴うピット

と思われる。

貯蔵穴　南東壁際の南コーナー寄りに付設されている0長径70cm，短径55cmの不整楕円形で，深さは62cmであ

る。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第298図　第156号住居跡出土遺物実測図
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覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量　　5　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量　　　　　　　6　極暗褐色　ローム粒子．・ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・

4　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　炭化物少量　　　　　　　、

遺物．西コーナー部を除く住居跡全体の覆土上層から下層にかけて，土師器片が457点出土している。また，

北東壁際の覆土下層から少量の焼土塊が，南東壁際の覆土下層から少量の粘土塊が出土しており，出土状況

からいずれも投棄と思われる。1の高杯は横位で中央部から，5の嚢は東寄りの覆土上層から，2の壷は正

・位で，3の台付嚢及び4の嚢は南コーナー部の覆土中層から下層にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第156号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 準 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 一軍　 ∴‘考

第 29 8 図 高　　　 杯 A 〔12 ．6〕脚部欠損。脚部は 「ハ」の字状 に開 杯部外面パ ケ目整形，内面ナデ。口 長石・石英・雲母・スコリア P76 6　 3 0％

1 土　 師 ’器 B （6 ．1） く。杯部は内攣気味 に立ち上が り， 縁部内 ・外面横 ナデ。脚部外面縦位 橙色 中央部覆土上層

E （1 ．9） 口縁部 は僅 かに外反する。 のヘ ラナデ。 普通

2

士当互 B （12 ．9） 口縁部欠損。僅かに凹む平底。体部 体部外面上位パケ目整形後へ ラ削 り，長石・石英・雲母・スコリア P76 7　 7 0％

土　 師　 器 C　 4 ．5

t

は内攣気味に立ち上が り，最大径 を 中位か ら下位横位 のヘラ削 り。体部 橙色 南コーナー部覆土下層

下位 にもつ。 内面へラナデ。 普通

3

台　 付　 嚢 A ．117 ．8 台部は 「ハ」の字状 に開 く。体部 は 口縁部外面縦位のパケ目整形後横ナ 長石・石英・スコリア P7 6 8　 9百％　 PL 87

土　 師　 器 8 18 ．0 球状 で最大径 を中位 にもつ。口縁部 デ，内面 ナデ。体部外面縦位 のパケ 灰褐色 南コーナー部覆土下層

E　 5 ．2

D　 7 ．1

は 「く」の字状に外反する。 目整形，内面へラナデ。台部外面縦

位 のパケ目整形。

普通 体部外面煤付着

脚部二次焼成

4

嚢 ． A 18 ．5 平底。体部 は球状で最大径を中位 に 体部外面縦位のパケ 目整形，内部僅 長石 ・石英 ・雲母 P7 69　 90 ％　 PL 88

土　 師　 器 B　23．3 もつ。 口縁部は 「く」の字状に外傾 かにパケ目整形 とヘラナデ。口縁部 黒褐色 南コーナー部覆土中層

C　 6．1 する。 内 ・外面横ナデ。 普通 炭化物付着 ，二次焼成

5

棄 A 15．6 体部中位から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P7 70 10 ％ ．

土　 師　 器 B （10．5） 口縁部は 「く」の字状に外反す る。 ラナデ，内面ナデ。 にぷい赤褐色 東寄り融二＿増，口縁静㈲ 締着

波状 口縁。 普通 僻桝面二次焼成，夕摘剥離

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考 ‘
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第29 8図6 土　　　 玉 2 ．9 3．1 2．1 0．6 2 3．1 東寄 り覆土 中層 DP 20 4

7 土　　　 玉 3．1 5．1 3．1 0．6 2 5．6 東寄 り覆土 中層 DP 20 5

第157号住居跡（第299図）

位置　調査区北部，C3i4区。

重複関係　本跡は，南西壁を第3号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．90m，短軸5．65mの方形である。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は30－38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下及び貯蔵穴沿いに仝周し，上幅6－14cm，深さ4－10cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，中央部を除いて硬く踏み固められている。

ピット　5か所（P1－P5）。Pl～P4は径25－35cmの円形で，深さ50～64cmである。いずれも主柱穴と考えら

れる。P5は径45cm程の円形で，深さ20cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第299図　第157号住居跡実測図

炉　中央部から北西寄りにあり，長径65cm，短径45cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化しており，炉床南部には土製炉石が付設されている。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部に付設されている。長径100cm，短径65cmの楕円形で，深さは89cmで

ある。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。貯蔵穴2は北西壁際中央部に付

設されている。長軸270cm，短軸70cmの隅丸長方形で，深さは20cm程である。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，断面形は逆台形状である。
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7

貯蔵穴1土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土小ブロック少量　　　4　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・焼　5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

土小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

貯蔵穴2土居解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土居解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・焼土小ブロック中量，焼土中ブロック少量

遺物　北東壁中央部付近を除く，床面全体から土師器片が352点出土している。また，床面全体の覆土下層か

ら床面にかけて炭化材及び焼土塊が出土している。1・2の嚢は炉西側の床面から，4の手捏土器は南コー

ナー寄りの覆土中層から，3のミニチュア土器は覆土中からそれぞれ出土している。炉床南部からは10の土

製炉石が炉の長径に対して直交した状態で出土している。

所見　本跡は，焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遣物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる0
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第157号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 30 0 図 嚢 A 18 ．4 底部欠損。体部は球状で最大径 を中 口縁部外両横ナデ，内面へラナデ。 長石・石英・スコリア P7 71 60 ％　 PL8 8

1 土　 師　 器 B （24．8）位にもつ。 口縁部 は 「く」の字状 に 体部外面へラナデ，内面ナデ。 にぷい橙色 炉西側 床面

外反す る。波状 口縁。 普通 口縁 部外 面煤付着

2

小　 形　 嚢 A ll．1 体部か ら口縁部 にかけての破片。 口 体部外面へラ削 り後ナデ，内面へ ラ 長石・石英・スコリア P77 2　 60％　 P L8 8

土　 師　 器 B （12．3）縁部 は 「く」の字状に外反する。 ナデ。口縁部外面パケ目整形後横ナ

宮　 内両横ナデ。

褐色

普通

炉西側床面

3

ミニチュア土語 B （2．9） 底部片。僅かに凹む平底。体部 は内 体部外面ナデ，内面へラナデ。 長石・石英・スコリア P77 3　 4 0％

土　 師　 器 C　 4．0 攣気味 に立ち上が る。 にぷい赤褐色

普通

覆土 中

4

手 捏 土 器 A 〔6．9〕 平底。体部は器厚 を減 じながらやや 体部内 ・外面に指頭庄痕が残 る。 長石・石英・スコリア P77 4　 5 0％

土　 師　 器 B　 4．0

C　 4．4

外傾 して立ち上が る。口縁部 は僅か

に内攣する。

にぷい黄橙色

普通

南コーナー寄り覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地． 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第30 0図5 土　　　 玉 2．8 3．0 0．7 19 ．7 貯蔵穴 覆土 中層 DP 20 6

6 土　　　 玉 2．9 2．5 0．8 12 ．2 北コーナー部覆土下層 DP 20 7

7 土　　　 玉 2．3 2．6 0．8 14 ．3 東コーナー部覆土下層 DP 20 8

8 管 状 土 錘 5．0 3．1 1．0 5 1．6 中央部床面 DP 20　　 P L9 9

9 管 状 土 錘 2．5 2．1 0．6 14 ．4 南 コーナー部覆土 中層 DP 21 0　 P L9 9

10 土 製 炉 石 （1 8．9） 4．1 2．7 （2 68 ．5） 炉床南部 DP 21 1　 P Ll O2

第158号住居跡（第301図）

位置　調査区南西部，E2C5区。

重複関係　本跡は，南西部が第130号住居

跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　一辺2．80mの方形である。

主軸方向　N－460－E

壁　壁高は24cm程で，ほぼ垂直に立ち上が

る。

床　平坦で，南西部が踏み固められている。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム小・中ブロック中量，ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量

7　暗褐色　ローム粒子多量

」し24．6m

第301図　第158号住居跡実測図

（
／
）

Lm

遺物　南西部を除く床面全体から土師器が116点出土している。また，東部の床面から炭化材及び焼土塊が出

土している。1の高杯，2の器台は中央部寄り，3の器台は横位で東コーナー部から，4の台付嚢，5の嚢

及び7のミニチュア土器は南コーナー部から，6のミニチュア土器は正位で北東壁際中央部のいずれも床面

から出土している。
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第302図　第158号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は炉，主柱穴等の確認はできなかったが，硬化した床面及び遺物の出土状況等から住居跡とした。

時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる0

第158号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 30 2 図 高　　　 培こA 1 5．0 脚部欠損。杯部は内響気味に大 きく 杯部外面へラ磨 き。内 ・外面赤彩。 長石・石英 P7 75　 60％

1 土　 師　 器 B （5．1） 開いて立 ち上が り，口縁部に至る。 赤色

普通

中央部寄 り床面

内面剥離

2

器　　　 台 A　 9．1 脚部中位か ら下位欠損。脚部 は「ハ」 器受部外面へラナデ後へラ磨 き。口 長石 ・石英 P7 76　 60 ％　 PL 88

土　 師　 器 B （5．7） の字状に開 く。器受部は内管気味に 縁部横 ナデ。脚部外面へラ磨 き，内 赤色 中央部寄 り床面

E （2．2）立 ち上がり，ロ縁部は外反する。脚

部 に 4 孔 を穿つ。

面パケ目調整後へラナデ。脚部外面

及び器受部内 ・外面赤彩。

普通 内面剥離

3

器　　　 台 A　 8．4 脚部 は 「ハ」の字状に開 く。器受部 脚部外面 ナデ，内面横位のヘラナデ。 長石 ・石英・雲母 P7 77 10 0％　 PL 88

土　 師　 器 B　 7．2 は僅かに内攣 して立ち上が る。器受 器受部外面横位 のヘラナデ後一部ハ 明褐色 東 コーナー部床面

D　 8．8

E　 4．7

部中央に貫通孔 をもつ。 ケ目整形，内面横位のヘラナデ。接

合部へラ削 り。脚部内面輪積み痕。

普通

4

台　 付　 棄 A lO．2 台部 は 「ハ」の字状 に開 く。休部は 台部内 ・外面へラナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P 77 8　 8 0％　 PL 88

土　 師　 器 B 12．5 球形 で最大径を中位 にもつ。ロ緑部 ラ削 り後 ナデ，内面へ ラナデ。 口縁 褐灰色 南 コーナー部床面

D　 6．6 は 「く」の字状 に外反する。波状 口 部外面横 ナデ，内面へ ラナデ。体部 普通 外面全面煤付着

E　 3．0 縁。 内面 に輪積み痕が残る。 二次焼成

5

要 A 14．9 平底。体部は球形で最大径 を中位 に 休部外面へ ラ削 り後上位ナデ，内面 長石・石英・スコリア P 77 9　 6 0％　 PL 88

土　 師　 器 B　 20．8 もつ。口緑部は 「く」の字状に外反 ヘラナデ。口緑部内・外面へラナデ。 明褐色 南 コーナー部床面

C　 5．5 する。波状 口縁 。 普通 外面煤付着 ，二次焼成

6

ミニチュア土器 A　 7．7 平底。休部は内管 気味に立ち上が り，体部内 ・外面へラ削 り後ナデ。内 ・ 長石・石英・スコリア P 78 0　 9 8％　 PL 87

土　 師　 器 B　 4．1

C　 4．1

器厚を減 じなが らロ緑部に至る。 外面 に輪積み痕が残る。 にぷい橙色

普通

北東壁際 中央部床面

7

手 捏 土 器 A　 4．7 平底。休部は内管気味に立ち上が り， 体部内 ・外面指頭庄痕が残る。 長石・石英・スコリア P78 1 9 0％　 PL 8 7

土　 師　 器 B　 3．1

C　 3 ．2

器厚を減 じなが ら口縁部に至る。 浅黄橙色

普通

南コーナー部床面
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第159号住居跡（第303図）

位置　調査区南西部，E2C8区。

規模と平面形　一辺3．20m程の方形と推定さ

れる。

主軸方向　N－450－W

壁　掘り込みが浅い住居跡のため，一部で僅

かな立ち上がり（2－3cm）を確認したのみ

である。

床　平坦で，炉の周囲が踏み固められている。

炉　中央部から西寄りにあり，長径60cm，短

径40cmの楕円形で，床面を僅かに掘り窪め

ている。炉床は火熱を受け強く赤変硬化し

ている。

貯蔵穴　北東壁のほぼ中央部に付設されてい

る。長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さ

は30cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

覆土　削平されており，堆積状況は不明であ

る。

遺物　土師器の嚢片が7点，主に貯蔵穴から

出土している。1の嚢は貯蔵穴の覆土中層

から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物

から古墳時代前期と思われる。

第159号住居跡出土遺物観察表

も
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l　　　　　　　＼

」L24．6m
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l

第303図　第159号住居跡実測図

ヰ

0　　　　　　5cm

」⊥＿」

第304図　第159号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 304 園 襲 B （14．5）体部下半から底部にかけての破片。 体部外面パケ目整形 ，内面へラナデ。 長石・石英・スコリア P7 82　 4 0％　 P L8 8

1 土　 師　 器 C　 5．7 底部は平底 で僅かに突出する。体部 体部内面に輪積み痕が残 る。 灰 白色 貯蔵穴 覆土 中層

は内攣 して立ち上が る。 普通 体部外面煤付着二次焼成（底部

第160号住居跡（第305図）

位置　調査区南西部，E2go区。

重複関係　本跡は，中央部から南部にかけて第88号住居跡に，北東壁を第92号住居跡にそれぞれ掘り込まれて

おり，本跡が最も古い。
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第305図　第160号住居跡実測図

第306図　第160号住居跡出土遺物拓影図
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規模と平面形　長軸〔5．70〕m，短軸〔3．45〕mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－390－E

壁　壁高は20－28cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体に平坦で，踏み固められている。

ピット　28か所（Pl～P28）。Pl～PlOは南東壁下にあり，径15－20cmの円形で，深さ56－60cmである。Pll

～P15は南西壁下にあり，径15－20cmの円形で，深さ20－57cmである。P16～P22は北西壁下にあり，径15
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～25cmの円形で，深さ48－66cmである。P23－P28は北東壁下にあり，径15－20cmの円形で，深さ50～76cmで

ある。いずれも壁柱穴と考えられる。P5－P16は第88号住居跡に30cm程掘り込まれているため，確認した探

さは本来の深さよりも浅くなっている。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土居解説

1褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器の深鉢片16点，石4点が北東部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（三ツ木式期）と思われる。

第306図1－6は，第160号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3はロ縁部片で，ループ文

が施されている。4－6は胴部片で，4・5はループ文が，6は単節LRの羽状縄文が施されている。

第161号住居跡（第307図）

位置　調査区中央部，E2C9区。

重複関係　本跡は，中央部から北東部にかけて第128号

住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模と平面形は不明で

あるが，一辺3．80m程の隅丸方形か隅丸長方形と推定

される。

主軸方向〔N－350－W〕

壁　壁高は18cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められている。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

j」24．6m

‾‾篭≡乙一旦－セヱ　　　9 2m

！　：　　！

遺物縄文土器の探鉢片11点，石1点が床面から出土し　第307図　第161号住居跡実測図

ている。1の台付土器の台部は，正位で西コーナー寄

りの床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（関山Ⅱ式期）と思われる。

第308図　第161号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第161号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（細） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 3 08 回 台 付 土 器 B （4．8） 底部片。底部は上げ底。内 ・外面 とも丁寧 にナデられている。縄 長石・石英・スコリア P 78 3　 5％

1 縄 文 土 器 D 〔9．8〕

E　 3．4

文 は施 されてい ない。 明褐色

普通

西コーナー寄り床面

醐 二融城，磯吐器

第308図2－4は，第161号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2は口縁部片で，単節LRの縄

文が施されている。3・4は胴部片で，3は単節LRの縄文が，4はループ文が施されている。

第162号住居跡（第309図）

位置　調査区南西部，F2b3区。

規模と平面形　長軸2．55m，短軸2．48mの方

形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は42cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体に踏み固められ，特に炉の周辺から

出入り口部にかけての部分が固められてい

る。

ピット　Plは径16cm程の円形で，深さは46cm

である。出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

炉　中央部から北東コーナー寄りにあり，長

径40cm，短径30cmの不定形で，床面を僅か

に掘り窪めている。炉床は火熱を受け赤変

硬化している。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。

径45cm程の円形で，深さは42cmである。底

面は鍋底状で，壁は外傾して立ち上がり，

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・ロームノトブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

第310図　第162号住居跡出土遺物実測図

1

＿旦＿24．8ml

第309回　第162号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　2m

！　　＝　　＿」

断面形はU字状である。

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

二該

＿、二：
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覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中・大ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　北西コーナー部を除く，覆土中層から床面にかけて土師器片が128点出土している。1の高杯は南西コー

ナー部の床面から，2の高杯は炉北西側の覆土中層から上層にかけて，3の相は東壁際中央部の床面から，

4の相は北東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第162号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 310 図 高　　　 杯 A 14 ．4 脚部は上位 3 分 の 2 が中実柱状。裾 杯部外面縦位のヘラ磨き。脚部外面 長石・石英・スコリア P7 84　 8 0％　 P L8 8

1 土　 師　 器 B 1 3．7 部 は大 きく開 き上位に 3 孔 を穿つ。 縦位 のヘラ磨 き，内面へ ラナデ。杯 赤褐色 南西 コーナー部床面

D 〔14 ．0〕杯部は内攣気味に立ち上が り口縁部

に至る。

部内 ・外面，脚部外面赤彩。 普通 内面著 しい剥離

2

高　　　 杯 A 12 ．4 脚部欠損。杯部 は内攣気味に立 ち上 杯部外面縦位のヘ ラ磨 き。内 ・外面 長石・石英・スコリア p78 5　 5 0％

土　 師　 器 B （5 ．0）が り口縁部に至 る。 赤彩。 暗褐色

普通

炉北西側覆土中層から上層

内面著 しい剥離

3

柑 A lO ．6 口縁部片。口縁部は外傾 して立ち上 口縁部外面ナデ，内面横ナデ。 長石・石英・スコリア P78 6　 30 ％

土　 師　 器 B （5 ．2）がる。 赤褐 色

普通

東壁際 中央部床面

内面剥離

4

柑 A　 9 ．6 口縁部片。口縁部は内攣気味 に立ち 口縁部外面縦位のヘラ磨 き，内面埴 長石・石英・スコリア P78 7　 25 ％

土　 師　 器 B （7 ．6）上がる。 ナデ。 橙色

普通

北東 コーナー部床面

内面剥離，外面煤付着

第163号住居跡（第311図）

位置　調査区南西端部，F2d2区。

重複関係　本跡は，第61号住居跡の下に構築され

ており，北西部を第40号土坑に掘り込まれてい

ることから，本跡が最も古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は

不明であるが，長軸4．20m程，短軸2．80m程の

隅丸長方形と推定される。

主軸方向〔N－320－W〕

壁　壁高は10cm程で，外傾して立ち上がる。

床　全体に踏み固められている。

炉　2か所。炉1は中央部からやや北西寄りにあ

り，長径65cm，短径55cmの不定形で，床面を僅

かに掘り窪めている。炉2は炉1の北西側にあ

り，長径60cm，短径40cmの不定形で，床面を僅

炉

第311図　第163号住居跡実測図
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かに掘り窪めている。いずれの炉床も火熱を受

け赤変硬化している。

覆土　4層からなる人為堆積である。重複のため現存する覆土が僅かであるが，ロームブロックが混入している。
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遺物　中央部から南東部の覆土上層から床面にかけて，縄文土器の探鉢及び石9点が出土している。1の深鉢

は中央部の床面から押圧された状態で，6の石皿（熱を受けている）は炉2の炉床から出土している。また，

流れ込みと思われる5の打製石斧は東コーナー部の覆土上層から出土している。3・4の石鉄は覆土中から

出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前葉（ニッ木式期）と思われる。

第163号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 312 図 深　　　 鉢 A 〔31．9〕 底部から口縁部にかけての破片。底部は平底。胴部はやや外反し 長石・石英・スコリア P788　50％　 PL89

1 縄 文 土 器 B　39．0 て立ち上が り，中位でほぼ直立した後上位は外傾する。底部から 明褐色 中央部床面

C lO．9 口縁部にかけて単節R L の縄文が施され，胴部は横位回転による

羽状構成をとる。

普通 二次焼成，繊維土器

第312図2は，第163号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2は口縁部片で，ループ文が多段に

施されている。口縁端部には，焼成後に孔が穿たれている。

図 版番 号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第3 12図 3 石　　　 鉄 3．3 1．2 0．3 0．8 チ ャ ー ト 覆 土 中 Q 98　 PL lO l

4 石　　　 鉄 1．5 1．3 0．3 0．3 頁　　　 岩 覆 土 中 Q 99

5 打 製 石 斧 10 ．8 4 ．9 2．4 1 32．9 安　 山　 岩 東 コー ナ ー部 覆 土 上 層 Q lO O　 PL lO 3

6 石　　　 皿 （2 1．1） （1 7．2） 7．6 （30 87．2） 凝　 灰　 岩 炉 2 炉 床 Q lO l 被 熟

第164号住居跡（第313図）

位置　調査区南西部，E2io区。
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重複関係　本跡は，第87号住居跡の下に構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸3．60mの隅丸方形である。

主軸方向　N－125。－E

壁　壁高は24cm程で，やや外傾して立ち上がる。

床　炉の周囲を含む中央部から東部にかけて踏み固められている。

炉　中央部から南東寄りにあり，長径45cm，短径35cmの不定形で，床面を僅かに掘り窪めている0炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土居解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多量

遺物　炉周辺の覆土中層から床面にかけて，縄文土器の深鉢片52点，チャートメノウ片4点，石4点が出土

している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期前菜（関山Ⅱ式期）と思われる。

5

第314図　第164号住居跡出土遺物・拓影図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　」

第314図1－5は，第164号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3は口縁部片である。1・

2はループ文の上に3本1対の隆帯を貼りキザミが施されている。3は波状口縁で，口縁端部には半裁竹管に

ょる平行沈線が施されている。4・5は胴部片で，4はヘラ状工具による鋸歯状文が，5は組紐文が施されて

いる。

第165号住居跡（第315図）

位置　調査区西部，D2j7区。

規模と平面形　中央部から東部にかけて削平されており，正確な規模や平面形は不明であるが，一辺3・10m程

の方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は10－18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　炉の周囲が踏み固められている。

ピット　Plは径28。m程の円形で，深さは13cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる0
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第315図　第165号住居跡実測図

炉　中央部から北西寄りにあり，長径40cm，短径25cmの不定形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径40cm，短径35cmの楕円形で，深さは51cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，ローム中ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

遺物　土師器の嚢片を主体に床面から57点出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片であるため詳細な時

期は不明である。

第166号住居跡（第316図）

位置　調査区中央部，D3C6区。

規模と平面形　一辺5．05mの方形である。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は32－44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体に平坦で，炉の周囲から出入り口部にかけて踏み固められている。北コーナー部及び南西部の床面が

撹乱されている。

ピット　5か所（Pl～P5）。P1－P4は径30～40cmの円形で，深さ50～56cmの主柱穴である。P5は径40cm程の

楕円形で，深さ35cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第317図　第166号住居跡出土遺物実測図

炉　中央部からやや北西寄りにあり，長径80cm，短径45cmの長楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床

は火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径56cm，短径48cmの楕円形で，深さは55cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解哉

1極暗赤褐色　　焼土粒子多量，炭化粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土居解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　焼土粒子中泉　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　住居跡全体の覆土中層から床面にかけて，土師器片が嚢を主体に450点出土している。また，四方の壁際

の覆土下層からは，炭化材及び焼土塊が出土している。1の相は南西壁際南コーナー寄りの覆土中層から，

2の土製炉石は炉床中央部から，3の紡錘車は南西部の撹乱中から出土している。

所見　本跡は，焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる0

第166号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（皿） 詩　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 31 7 図 柑 A l l．0 ロ縁部片。 ロ縁部は内轡気味に立ち 口緑部外面縦位のヘラ磨き，内面横 長石・石英・スコリア P7 89　 25％

1 土　 師　 器 B （5 ．0）上が る。 位のヘラナデ後へラ磨 き。 灰褐色

普通

南西壁際覆土 中層

外面煤付着，二次焼成

図版 番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（①） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第3 17図 2 土 製 炉 石 （18 ．5） 4．2 1．8 （1 91．1） 炉床 中央部 DP 21 2　 PL lO 2
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図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第317図3 紡　 錘　 車 3．4 3こ3 1．3t 21．7 粘　 板　 岩 南西部撹乱土中 QlO芋

第167号住居跡（第318図）

位置　調査区中央部，D3d9区。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸2．67

mの長方形である。

主軸方向　N－330－E

壁　壁高は5－13cmで，ほぼ垂直に立

ち上がる。

床　平坦で，炉の周囲が踏み固められ

ている。

炉　中央部から北寄りにあり，長径70

cm，短径60cmの楕円形で，床面を僅

かに掘り窪めている。炉床は火熱を

受け赤変硬化している。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム大ブロック・焼

土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム

小・大ブロック・焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼

C

A
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第318図　第167号住居跡実測図

Lm
土粒子・炭化粒子少量

4　極黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　主に北西壁寄りの覆土下層から床面にかけて，土師器片が嚢を主体に36点出土しているが，いずれも細

片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われるが，遺物が細片のため詳細な時期は

不明である。

第168号住居跡（第319図）

位置　調査区中央部，D3i9区。

規模と平面形　耕作による削平と撹乱のため，正確な規模と平面形は不明であるが，一辺3．00m程の方形か長

方形と推定される。

主軸方向　N－10－W

壁　壁の大部分が削平のため確認できていないが，西壁高は10cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部と西壁下の一部で確認した。上幅5cm程，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは径35cm程の円形で，深さは14cmである。性格は不明である。
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第319図　第168号住居跡実測図
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第320図　第168号住居跡
出土遺物実測図

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さは25cmである。底面は鍋底

状で，壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック微量

覆土　削平されているため堆積状況は不明である。

遺物　土師器片17点に混じり，粘土塊及び鉄淳が出土している。1の高台付杯は南東コーナー部の覆土下層か

ら出土している。また，中央部からやや西寄りの床面から粘土塊及び鉄棒が散在した状態で出土している。

所見　本跡は炉，竃及び柱穴等は確認できなかったが，北壁際の東寄りの床面から竃等の燃焼施設の跡と思わ

れる焼けた粘土塊が確認でき，床面及び遺物の出土状況等から住居跡とした。（工房跡の可能性も考えられ

る。）本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第168号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 3 20 図 高 台 付 1不 B （5 ．0）体部下位か ら高台にかけての破片。 体部外面ナデ ．内面横位のヘラ磨 き。 長石・石英・スコリア P 790　 50 ％

1 土　 師　 器 D　 9 ．0 「ハ」 の字状 に開 く足高の高台がつ 高台貼 り付け後 ナデ。体部内面黒色 にぷい橙色 南東コーナー部覆土下層

E　 l．5 く。休部は内攣 して立ち上がる。体

部下位 に弱 い稜をもつ。

処理。 普通

第169号住居跡（第321図）

位置　調査区中央部，E4bl区。

規模と平面形　長軸6．56m，短軸5．96mの方形である。

主軸方向　N－270－E

壁　壁高は12－36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第321図　第169号住居跡実測図
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壁溝　壁下を全周しており，上幅10cm程，深さ5－10cmで，断面形はU字状である。

床　全体に踏み固められられている。

ピット　3か所（P1－P。）。Pl～P3は径20～30cmの円形で，深さは73－82cmである。いずれも主柱穴と考え

られる。本来は4本主柱穴と思われるが，南東部が撹乱を受けており．3か所のみを確認した。

炉　中央部から北東寄りにあり，長径120cm，短径80cmの不定形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　南コーナー部を除く，覆土中層から床面にかけて土師器片が870点出土している。大部分は破片であり，

完形品は出土していない。1・2の高杯及び4・6の壷は西コーナー部の床面から，5の壷は東コーナー部

の床面から，7・8の嚢は北・東コーナー部及び中央部の床面から散在した状態で，11の甑は南コーナー寄

りの床面から，10の嚢は中央部の覆土中層から，9の嚢は北コーナー部の覆土中層から，12の嚢は中央部の
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第322図　第169号住居跡出土遺物実測図（1）
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川　　　　　15　　　　　16

第323図　第169号住居跡出土遺物実測図（2）
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床面から散在した状態で，3の器台は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀）と思われる。

第169号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 3 22 図 高　　　 坤こA 13．9 珂こ部片。杯部 は内攣 して立ち上が り 杯部外面縦位のヘラ磨 き，内面横 ナ 長石・石英・スコリア P7 91 4 0％

1 土　 師　 器 B （4．9） 口縁部に至る。 デ。 にぷい黄橙 色

普通

西 コーナー部床面

2

高　　　 杯 D 13．0 器受部欠損。脚部は 「ハ」の字状 に 脚部外面へラナデ後縦位のヘ ラ磨き，長石・石英・スコリア P79 2　 4 0％

土　 師　 器 E （5．0）開 く。脚部中位 に 3 孔 を穿つ。 内面上位横位のナデ，下位横位のハ 橙色 西 コーナー部床面

ケ目整形。 普通 外面剥離

3

器　　　 台 B （7．6） 器受部下位から脚部にかけての破片。 脚部外面縦位のへラ磨 き，内面横位 長石・石英・スコリア P79 3　 4 0％

土　 師　 器 D 〔9．8〕

E　 6．1

器受部 は内管気味に立 ち上がる。脚

部は 「ハ」の字状に開 く。脚部中位

に 3 孔 を穿つ。器受部中央に貫通孔

をもつ。

のパ ケ目整形。器受部 内・外面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土 中

4

宝E A 〔22．6〕 頸部から口縁部にかけての破片。有 頸 ・口緑部外面縦位で細かなへラナ 長石・石英・スらリア P79 4　 2 0％

土　 師　 器 B （7．7） 段口緑。頸部は外 反気味に立ち上が デ。 口綾部内面横位のヘ ラナデ。 橙色 酉コーナー部床面

り，口頸部の中位 で段 をつ くる。 ロ

縁部は外反 して開 く。

普通 頚部 内面剥離

5

宝E A 15．1 体部上半からロ縁部にかけての破片。 口緑部外面斜位，内面横位のパケ目 長石・石英・スコリア P79 5 1 5％

土　 師　 器 B （15．7） 体部は球状で 口線部 は頚部から外反 整形。頸部外面縦位，内面横位 のハ 灰白色 東コーナー部床面

する。折 り返 しロ線。 ケ目整形。体部外面縦位のパケ 目整

形，内面横位のヘラナデ。

普通

6

宝E A 〔2 0．6〕 頸部から口縁部にかけての破片。頚 口縁部内 ・外面横位のパ ケ目整形。 長石・石英・スコリア P79 6 1 0％

土　 師　 器 B （9．7） 部は体部から外反気味 に立ち上が り 口縁端部横ナデ。頚部外面縦位，内 褐色 西コーナー部床面

口緑部 に至る。折 り返 しロ縁。 面横位のパ ケ目整形。 普通

7

∃互 A 12．5 体部上位からロ緑部にかけての破片。 口緑部から休部にかけて外面パケ目 長石・石英・スコリア P 79 7　 4 0％　 PL 89

土　 師　 器 B （9．0）体部 は球状で口綾部 は頚部か ら外反 整形。口緑部内面横位のパケ目整形。 にぷい橙色 東コーナー部付近床面

気味に立ち上がる。 体部内面横位のヘラナデ。体部内面

輪積み痕有 り。

普通

8

嚢 A 〔18．8〕体部中位から口縁部にかけての破片。 口縁部から体部 にかけて外面斜位の 長石・石英・スコリア P 79 8 1 0％

土　 師　 器 B （14．9）休部 は球状で，口縁部は 「く」の字 パケ 目整形。口縁部内面パケ目整形。 赤褐色 北コーナー吾附 近床面

状 に外反する。 休部内面ナデ。 普通 体部外面煤付着，二次焼成

9

棄 A 〔12．6〕体部 から口綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面パケ目整形後 ナデ。 長石・石英・スコリア P 79 9　 4 0％　 PL 89

土　 師　 器 B 12．6 部は球状で最大径 を中位 にもつ。ロ 体部外面パケ 目整形，内部横位のへ 浅黄橙色 北コーナー部覆土中層

C 〔6．8〕緑部 は外反気味に立 ち上がる。 ラナデ。内面に輪積み痕残る。 普通

10

嚢 A 〔15．8〕 底部か ら口縁部にかけての破片。底 □緑部内 ・外面 ナデ。体部内 ・外面 長石・石英・スコリア P 80 0　 50 ％　 PL 89

土　 師　 器 B lO ．8 部 は僅かに凹む平底。休部は内管 し 斜位のヘ ラナデ。 明褐灰色 中央部覆土中層

C　 5．6 て立 ち上が り最大径 を下位 にもつ。

口縁部は「く」の字状 に外反する。波

状の折 り返 し口縁。

普通 外面煤付着

11

甑 A 〔24 ．8〕無底式。休部 は内攣 して立ち上がる。 ロ縁部内 ・外面弱いパケ 目整形後ナ 長石・石英・スコリア P8 0 1 20 ％

土　 師　 器 B 12 ．0

C 〔4 ．7〕

口縁部は外傾す る。折 り返 しロ縁。 デ。体部外面下位縦位のヘ ラ削 り，上

位パケ目整形後へラナデ。内面ナデ。

橙色

普通

南 コーナー寄 り床面
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 322 図 甑 B （6．1）平底。休部 は内攣 して立ち上がる。 体部外面縦位のパケ目整形後へラナ 長石・石英・スコリア P80 2　40 ％　 PL 89

12 土　 師　 器 C　 3．0 底部中央に単孔 を穿つ。 デ，内面横位のヘラナデ。 橙色

普通

中央部床面

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第323図13 土　　　 玉 2．6 2．6 0．5 1 4．9 中央部床 面 DP2 13

14 土　　　 玉 3．0 3．0 0．6 2 3．5 東 コーナー付 近床面 DP2 14

15 土　　　 玉 3．1 3．0 0．6 2 6．0 東 コーナー壁構 中 DP2 15

16 土　　　 玉 2．9 3．0 0．6 22 ．2 北 コーナー付近床面 DP2 16

17 土　　　 玉 2．8 3．0 0．7 20 ．3 北 コーナー付近床面 DP2 17

第170号住居跡（第324図）

位置　調査区北部，C4j3区。

規模と平面形　長軸2．90m，短軸2．60mの長方形である。

主軸方向　N－30。－W

壁　壁高は20cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，北東壁際を除いて踏み固められている。

ピット　Plは径25cm程の円形で，深さ24cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

寵　北西壁中央部を壁外に75cm程掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は，長さ90cm，幅70cmである。袖

部は，床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は，浅い皿状で火熱を受け赤変硬化している。

煙道部は，長さ40cm程で，火床面から緩やかに立ち上がっている。

旦－24．8m

第324図　第170号住居跡実測図

し＿＿＿＿＿＿十＿」m
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寵土層解説

1赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中・中ブロック少量

3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土小ブロック・砂粒子少量

4　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化物少量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

3　暗褐色　炭化物中量，焼土粒子・焼土中ブロック・砂粒子少量

貞∴／
0　　　　　　　5cm

l i一一」

第325図　第170号住居跡出土遺物実測図

遺物　竃内及び竃周辺の床面から土師器片が嚢を主体に43点出土している。1の高台付杯は，北西壁際で西コ

ーナー近くの床面から逆位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第170号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 325 図 高 台 付 杯 A 〔15．9〕 「ハ」 の字状 に開 く足高の高台が付 体部，高台部内 ・外面ナデ。口縁部 長石・石英・スコリア P80 3　 6 5％　 PL 89

1 土　 師　 器 B　 6 ．7 く。体部は内攣気味に立ち上が り口 内 ・外面横ナデ。回転へラ切 り。高 樫色 北西壁際西コーナー寄り床面

D　 9 ．1

E　 l．7

縁部に至る。 台貼 り付 け後ナデ。 普通

第171号住居跡（第326図）

位置　調査区東部，E4a4区。

規模と平面形　長軸4．78m，短軸4．48mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は14－24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南コーナーの貯蔵穴部分を除いた壁下で確認し，上幅7－15cm，深さ5－10cmで，断面形はU字状であ

る。

床　全体的に平坦であるが，軟らかい。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径105cm，短径75cmの長楕円形で，深さは51cmである。底面は凸凹

で，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1　黒　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　明褐色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多量

5　黒褐色　ローム粒子多量

遺物　土師器片322点，石10点，土玉48点が住居跡の南西壁寄り及び北コーナー寄りの覆土中層から床面にかけ

て出土している。1の高杯は南西壁側西コーナー寄りの覆土中層から，2の嚢は貯蔵穴から，3・4のミニ

チュア土器は北コーナー部及び南西壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。また，南西壁寄りの床面

からは，48点の土玉が集中して出土している。
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第326図　第171号住居跡実測図
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所見　本跡は，炉及び柱穴等が確認できなかったが，遺物の出土状況等から住居跡とした。出土遺物等から倉

庫的性格の建物の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第171号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 3 27 図 高　　　 杯 A 〔2 2．8〕 脚部上位から杯部 にかけての破片。 脚部及び杯部外面縦位のヘラ磨 き。．長石・石英・スコリア P 80 4　 4 0％

1 土　 師　 器 B （10．8）脚部 は 「ハ」の字状に開 く。杯部は 杯部 内面ナデ。 灰 白色 南西壁 際覆土 中層

E （2．4） 内攣気味に立ち上がる。 普通 外面剥離

2

嚢 A 〔2 1．2〕体部上位か ら口縁部 にかけての破片。口縁部外面横ナデ，内面横位のパ ケ 長石・石英・スコリア P 80 5 1 0％

土　 師　 器 B （9．9）体部は内攣 し，‘口縁部 は 「く」の字 目整形。体部外画パケ 目整形，内面 褐色 貯蔵穴覆土上層

状 に外反する。 ナデ。 普通 炭化物付着

3

ミニチュア土器 A 〔10 ．0〕体部は内攣気味 に立ち上が り口縁部 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外両横 長石・石英・スコリア P 80 6　 4 0％

土　 師　 器 B　 5 ．0

C 〔3 ．0〕

に至る。 位のヘラナデ ，内面縦位のヘラナデ。

内 ・外面赤彩。

褐 色

普通

北コーナー部覆土下層

4

ミニチュア土器 B （7 ．0）僅かに凹む平底。体部は内攣 して立 体部外面斜位のヘラナデ，内面縦位 長石・石英・スコリア P 80 7　 40 ％

土　 師　 器 C　 4 ．6 ち上がる。 のヘ ラナデ。休部外面に輪積み痕が

残る。

にぷい橙色

普 通

南西壁寄 り覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g）

第327図5 土　　　 玉 2．6 2 ．7 0．8 17．7 西コーナー部覆土下層 DP218
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第327図　第171号住居跡出土遺物実測図（1）
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第328図　第171号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号種　　別

計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　 考

長さ（珊）幅（cm）厚さ（om）孔径（cm）重量（g）

第327区16土　　　玉3．0 3．4 0．6 29．0 西コーナー部覆土下層 DP219

7 土　　　玉3．4 3．1 0．6 23．0 西コーナー部覆土下層 DP220

8 土　　　玉2．9 3．1 0．8 22．1 西コーナー部覆土下層 DP221

9 土　　　玉3．0 3．1 0．6 22．9 西コーナー部覆土下層 DP222

10 土　　　玉2．6 2．9 0．7 18．8 西コーナー部覆土下層 DP223

11 土　　　玉2．5 2．9 0．7 17．8 酉コーナー部覆土下層 DP224

12 土　　　玉2．7 3．2 0．9 23．5 西コーナー部覆土下層 DP225

13 土　　　玉2．7 2．6 0．5 15．5 西コ一一ナ一部覆土下層 DP226

14 土　　　玉2．8 3．3 0．7 21．0 西コーナー部床面 DP227

15 土　　　玉3．0 3．1 0．5 25．5 西コーナー部床面 DP228

16 土　　　玉2．9 3．0 0．8 21．0 西コーナー部覆土下層 DP229

17 土　　　玉3．2 3．2 0．7 26．4 西コーナー部床面 DP230

18 土　　　玉2．8 3．3 0．6 25．4 西コーナー部覆土下層 DP231　PLlO2

19 土　　　玉3．6 3．4 0．6 37．8 西コーナー部覆土下層 DP232　PLlO2

20 土　　　玉2．8 2．9 0．6 19．5 西コーナー部覆土下層 DP233　PLlO2

21 土　　　玉3．3 3．4 0．6 30．2 西コーナー部覆土下層 DP234　PLlO2

22 土　　　玉2．5 2．6 0．6 15．4 西コーナー部覆土下層 DP235　PLlO2

23 土　　　玉2．6 2．3 0．7 12．2 西コーナー部覆土下層 DP236　PLlO2

24 土　　　玉2．8 2．6 0．7 20．1 西コーナー部覆土下層 DP237　PLlO2

25 土　　　玉2．7 2．6 0．6 17．0 西コーナー部覆土下層 DP238　PLlO2

26 土　　　玉2．8 2．9 0．6 19．7 西コーナー部覆土下層 DP239　PLlO2
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図 版番 号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第327図 27 土　　　 玉 3 ．4 3 ．3 0 ．7 35 ．1 西 コ ー ナ ー部 床 面 DP2 40　 PL lO 2

2 8 土　　　 玉 3 ．3 3 ．1 0 ．6 30 ．6 西 コ ー ナ ー部 床 面 DP2 4 1　 PL lO 2

2 9 土　　　 玉 2 ．7 2 ．9 0 ．6 20 ．7 西 コ ー ナ ー部 床 面 DP 242　 PL lO 2

3 0 土　　　 玉 3 ．4 3 ．0 0 ．7 24 ．1 南 コ ー ナ ー部 覆 土 下 層 DP 24 3　 PL lO 2

31 土　　　 玉 3 ．2 3 ．0 0 ．8 22 ．5 南 コ ー ナ ー部 覆 土 下 層 DP 244　 PL 10 2

32 土　　　 玉 ．3 ．0 3 ．2 0 ．7 29 ．5 南 コ ー ナ 「部 覆 土 下 層 DP 24 5　 PL lO 2

33 土　　　 玉 3 ．2 3 ．3 0 ．8 27 ．2 南 コ ー ナ ー部 覆 土 下 層 DP 24 6

34 土　　　 玉 3 ．2 3 ．2 0 ．8 2 5 ．9 南 コー ナ ー部 覆 土 下 層 DP 24 7

35 土　　　 玉 3 ．5 3 ．0 0 ．5 2 7 ．8 南 コー ナ ー部 覆 土 下 層 DP 24 8

36 土　　　 玉 3 ．0 3 ．2 0 ．7 2 5 ．7 南 コー ナ ー部 覆 土 下 層 DP 24 9

37 土　　　 玉 3 ．4 3 ．0 0 ．7 2 6 ．5 南 コー ナ ー部 覆 土 下 層 DP 25 0

38 土　　　 玉 3 ．1 3 ．2 0 ．8 2 2 ．9 南 コー ナ ー 部 覆土 下 層 DP 25 1

39 土　　　 玉 3 ．3 3 ．0 0 ．7 2 6 ．2 南 コー ナ ー 部 覆土 下 層 DP 25 2

40 土　　　 玉 3 ．3 3 ．2 0 ．8 2 5 ．6 南 コー ナ ー 部 覆土 下 層 DP ．字畢

41 土　　　 玉 3 ．5 3 ．0 0 ．8 2 1 ．7 南 コー ナ ー 部 覆土 下 層 DP 2 54

42 土　　　 玉 3 ．3 3 ．0 0 ．7 2 3 ．4 南 コー ナ ー 部 覆 土 下層 pP 2 55

43 土　　　 玉 2 ．8 3 ．0 0 ．6 2 2 ．2 南 コー ナ ∵ 部 覆 土 下層 D P2 56

44 土　　　 玉 3 ．1 3 ．1 0 ．7 31 ．5 南 コー ナ ー 部 覆 土 下層 D P2 57

45 土　　　 玉 3 ．2 3 ．6 0 ．7 28 ．3 西 コー ナ ー 部 覆 土 下層 D P2 58

46 土　　　 玉 2 ．8 2 ．8 0 ．8 19 ．0 西 コー ナ ー 部 覆 土 下層 D P2 59

47 土　　　 玉 3 ．1 3 ．3 0 ．8 22 ．7 西 コ ーナ ー 部 覆 土 下層 D P2 60

48 土　　　 玉 3 ．0 3 ．0 0 ．8 26 ．0 西 コ ー ナ ー部 覆 土 下層 D P2 61

4 9 土　　　 玉 2 ．7 2 ．7 0 ．6 17 ．5 西 コ ー ナ ー部 床 面 D P2 6．2

第 328図 50 土　　　 玉 2 ．6 2 ．5 0 ．6 14 ．5 西 コ ー ナ ー部 床 面 D P2 63

51 土　　　 玉 3 ．1 3 ．1 0 ．5 22 ．1 西 コ ー ナ ー部 床 面 D P2 64

52 土　　　 玉 2 ．7 2 ．6 0 ．6 16 ．3 西 コ ー ナ ー部 床 面 D P2 65

53 土　　　 玉 2 ．8 2 ．7 0 ．6 17 ．2 西 コ ー ナ ー部 床 面 D P2 66

図版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第328図54 砥　　　 石 15．7 5 ．7 5．9 6 34．1 粘　 板　 岩 西 コーナー部覆土下層 QlO 3　PLl Ol

5 5 砥　　　 石 （5．5） 4 ．8 2．5 （81．1） 凝　 灰　 岩 南東壁際床面 QlO 4　PL lOl

5 6 砥　　　 石 7．6 5 ．1 4．3 34 ．1 流　 紋　 岩 南 コーナー部覆土下層 QlO5

第172号住居跡（第329図）

位置　調査区東端部，D4h7区。

規模と平面形　長軸3．45m，短軸3．35mの方形である。
′

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は26－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃部を除いて仝周しており，上幅14cm，深さ12cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，竃前方部から出入り口部にかけて踏み固められている○

ピット　Plは径40cm程の円形で，深さ18cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第329図　第172号住居跡実測図
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寵　北西壁中央部を壁外に66cm程掘り込み，ロームと砂質粘土で構築している。規模は，長さ110cm，幅130cm

である。袖部は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は，浅い皿状で，火熱を受け赤変硬化

している。煙道部は，長さ40cm程で，火床面から媛やかに傾斜して立ち上がっている。竃右袖部と貯蔵穴の

間に径44cm程の円形で，深さ14cmの，底面が鍋底状の落ち込みを確認した。多量の焼土が出土していること

から竃の関連施設と考えられる。

寵土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　赤褐色

5　暗褐色

6　黒褐色

ローム粒子少量

ローム粒子・砂粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量

焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒子少量

ローム粒子・砂粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子多量，砂粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子・砂粒子少量

9　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物少量

10　褐　　色　砂粒子中量，焼土粒子・焼土小ブロック・炭化物少量

11暗褐色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・炭化物・砂粒子少量

12　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・砂粒子少量

貯蔵穴　北コーナー部に付設されている。径45－50cmの円形で，深さは18cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土居解説

1黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・砂粒子少量　　　　　　　3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒子少量

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子多量

5　褐　　色　ローム粒子少量

6　極暗褐色　ローム粒子多量，砂粒子少量
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第330図　第172号住居跡出土遺物実測図

遺物　竃内及び住居跡の覆土中層から床面にかけて，土師器片71点，須恵器片2点及び土製品1点が出土して

いる。1の杯及び2・3の高台付j不は竃内の覆土中層から下層にかけて，4の嚢は竃袖部前方の覆土中層か

ら逆位で，5の噂は住居跡中央部やや東寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。噂は本来寺院官衝跡等

から出土するものであり，いずれかから持ち込まれたものと考えられる。

第172号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（①） 詩　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 3 30 図 杯 A 14．2 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石・石英・スコリア P8 08　 4 5％

1 土　 師　 器 B　 4．5

C　 7．9

口緑部 に至る。 デ，内面へ ラ磨 き。体部内面黒色処

理。底部へ ラ削 り。

にぷ い黄橙色

普通

竃内覆土下層

2

高 台 付 杯 A 15．4 高台部から口縁部 にかけての破片。 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英・スコリア P8 09　 70％　 PL 89

土　 師　 器 B （4．6） 「ハ」の字状に開 く高台が付 く。体 ラナデ，内面へ ラ磨き。高台貼 り付 橙色 竃内覆土 下層

E （0．6） 部は内轡 して立ち上がる。 け後ナデ。 普通 二次焼成
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第330 回 高 台 付 杯 A 〔15．7〕高台部から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内面へ 長石・石英・スコリア P810　50％　 PL89

3 土　 師　 器 B　 5．3 「ハ」の字状に開く足高の高台が付 ラ磨き。高台貼り付け後ナデ。 橙色 竃内覆土下層

D　 7．4

E　 l．1

く。体部は内攣して立ち上がる。 普通 二次焼成

4

棄 A　20．2 体部中位から口縁部にかけての破片。 口縁部は内 ・外面横位のナデ。体部 長石・石英・スコリア P811 40％　 PL89

土　 師　 器 B （15．8）口縁部は頚部か．ら強く外反し，口唇 外面上半ナデ，下半縦位のヘラ削り。 にぷい褐色 竃付近覆土中層

部は上方につまみ上げられている。 内面横位のナ．デ。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第330図5 噂 （14．3） 14．6 6．6 （1776．1） 中央部覆土下層 DP267　破片　 PL98

第173号住居跡（第331図）

位置　調査区東部，D4f3区。

重複関係　本跡は西コーナー部が第174号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．20m，短軸5．10mの方形である。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は55－70cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西壁の一部を除いてほぼ全周しており，上幅10～15cm，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　平坦で，出入り口部，東部及び竃の左右の両袖部周辺が踏み固められている。

ピット　5か所（P1－P5）。P1－P4は径50～65cmの円形で，深さ53－73cmである。いずれも主柱穴である。

P5は長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さ32cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北西壁中央部を壁外に30。m程掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は，長さ120cm，幅85cmである。袖

部は，床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は，浅い皿状で，火熱を受け赤変硬化している0

煙道部は，長さ70cm程で，火床面から緩やかに傾斜して立ち上がっている。

奄土層解説

1暗褐色　砂粒子中量，焼土粒子少量

2　黄褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒子少量

3　褐　色　焼土粒子多量，炭化物中量，焼土小ブロック少量

4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物多量，焼土小ブロック中量，焼土中・大ブロック少量

5　暗赤褐色　焼土小ブロック・砂粒子多量

6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

7　黒褐色　焼土粒子多量

8　赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック少量

9　赤褐色　焼土粒子多量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

遺物　主に竃周辺から中央部にかけての床面から，土師器片が589点出土している。1の杯は正位で竃右袖部側

の床面から，3の杯及び6の越は竃右袖部東側の床面から，5の鉢は竃両側の覆土中層から散在した状態で，

2の杯は北西寄りの床面から，4の相は東コーナー寄りの床面から逆位で，7の手捏土器はPlの覆土上層

から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期（7世紀前半）と思われる。
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第332図　第173号住居跡出土遺物実測図

第173号住居跡出土遺物観察表

0　8議
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図版番号器　　種計測値（cm） 話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第332回 土不 A 13．5 凹凸のある丸底。体部は内攣して立口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英・スコリアP812　95％　PL89

1 土　師　器B　5．8 ち上がり，口縁部との境に稜をもつ。ラ削り，内面へラナデ。 にぷい黄橙色 竃右袖郡東側床面

□縁部は内傾して立ち上がる。 普通 内面剥離

2

杯 A 15．6 丸底。体部は内攣して立ち上がり，ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英・スコリアP813　70％　PL90

土　師　器B　5．4 □縁部はやや内傾する。体部と口縁ラ削り後ナデ，内面ナデ。 にぷい褐色 北西寄り床面

部の境に弱い稜をもつ。 普通 内外面煤付着，二次焼成

3

土不 A〔13．9〕丸底。体部は内攣気味に立ち上がり口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英・スコリア・針雅物P814　60％

土　師　器B　4．2 口縁部に至る。 ラ削り後ナデ。休部内面ナデ後，一

部へラ磨き。

にぷい黄橙色

普通

竃右袖部東側床面

4

士甘 B（5．5）口縁部欠損。平底。体部は内攣して休部外面へラ削り後ナデ，内面へラ長石・石英・スコリアP816　70％　PL89

土　師　器C　3．1立ち上がる。 ナデ。内面に輪積み痕有り。 褐灰色

普通

東コーナー寄り床面

外面煤付着

5

要 B（11．0）底部から休部下位にかけての破片。体部外面へラ削り後ナデ，内面縦位長石・石英・スコリアP815　50％

土　師　器C　7．8 平底。休部は内攣して立ち上がる。のナデ。 明赤褐色

普通

竃周辺覆土中層

二次焼成，外面剥離

6

瓦壁 A lO．3丸底。休部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。頚部外面縦長石・石英・スコリアP817　70％　PL90

土　師　器B12．7頸部は「く」の字状に外反する。 位のヘラ削り，内面横位のヘラ削り

後ナデ。休部外面へラ削り。

暗褐色

普通

竃右袖部東側床面

7

手捏土器A　5．5平底。休部は外傾気味に立ち上がり体部内・外面に指頭圧痕が残る。 長石・石英・スコリアP818100％　PL90

土　師　器B　4．9

C　4．2

口縁部に至る。 浅黄橙色

普通

Pl覆土上層

図版番号種　　別

計　　　　 測　　　　 値
出　土　地　点 備　　　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第332図8勾　　　 玉 （2．4） （1．7） 0．9 （3．2）北コーナー部覆土中層 DP268　一部欠損　PLlOO

第174号住居跡（第331図）

位置　調査区東部，D4f2区。

重複関係　本跡は，炉から南東部を第173号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。
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第333図　第174号住居跡出土遺物実測図

規模と平面形　重複のため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺3．00m程の方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－20。－E

壁　壁高は22－27cmで，外傾して立ち上がる。

床　炉の周辺が硬く固められている。

炉　中央部から北東寄りにあり，長径90cm程の楕円形と推定される。床面を7cm程掘り窪め，炉床は火熱を受

け赤変硬化している。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土居解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム粒子多量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片が，嚢片を主体に190点が覆土上層から床面にかけて出土している。1の器台は北西壁中央部の

覆土下層から横位で，3の手控土器は北東壁際北コーナー寄りの覆土中層から，2の手捏土器は炉西側の覆

土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第174号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 3 33 図 高　　　 杯 A 〔11．5〕 脚部は中実柱状で，裾部 はラッパ状 杯部外面粗い縦位のヘ ラ磨 き，内面 長石・石英・スコリア P8 19　 70 ％　 PL9 0

1 土　 師　 器 B lO．9 に開 く。杯部は内野 して立ち上が り ナデ。脚部外面縦位のヘラ磨 き。裾 橙色 北西壁中央部覆土下層

D　 9．4

E　 7．0

ロ縁部に至 る。裾部 に3 孔 を穿つ。 部外面へ ラ磨 き，内面へラナデ。杯

部内 ・外面及び脚部外面赤彩。

普通 杯部内面剥離

2

手 捏 土 器 A　 6．7 平底。休部は内攣気味 に立ち上が り，体部内 ・外面に指頭圧が残 る。体部 長石 ・石英 ・雲母 P8 20　 8 5％　 P L9 0

土　 師　 器 B　 4．0

C　 4 ．2

器厚 を減 じながら口綾部 に至る。 外面輪積み痕が残る。 にぷい黄橙色

普通

炉西側 覆土 中層

3

手 捏 土 器 A 〔5．1〕平底。体部は内管気味に立ち上が り，体部内 ・外面 に指頭圧痕が残る。 長石 ・石英 ・雲母 P82 1 9 0％

土　 師　 器 B　 3 ．8

C　 3 ．6

器厚 を減 じなが らロ綾部 に至る。 にぷい橙色

普通

北コーナーー寄り覆土中層

第175号住居跡（第334図）

位置　調査区東部，D4d3区。

重複関係　本跡は，北コーナー部を第137号土坑に，西部を第139号土坑にそれぞれ掘り込まれており，本跡が

最も古い。

規模と平面形　長軸6．32m，短軸5．38mの長方形である。

主軸方向　N－45。－E
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第334図　第175号住居跡実測図

第335図　第175号住居跡出土遺物実測図

・．＿∠二

壁　壁高は13－23cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に軟らかいが，出入り口部は踏み固められている。

ー363－
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ピット　Plは径20cm程の円形で，深さは49cmである。出入り口施設に伴うピットと思われる。

貯蔵穴　南西壁側の南コーナー寄りに付設されている。長軸66cm，短軸57cmの隅丸長方形で，深さは44cmであ

る。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
．1

1黒　色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

1　黒褐色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子・黒色土粒子少量

遺物　西コーナー部を除く住居跡の覆土上層から中層にかけて，土師器片が嚢片を主体に257点出土している。

1の嚢は東コーナー部の覆土中層から散在した状態で，2の嚢は中央部南東寄りの覆土中層から，3の手捏

土器は中央部西寄りの覆土中層から斜位で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第175号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 3 35 図 棄 A 〔17．7〕 底部か ら口縁部にかけての破片。底 口縁部外面横 ナデ，内面パケ目整形。 長石・石英・スコリア P8 22　 50 ％ ・P L 90

1 土　 師　 器 B　2 2．5 部は僅かに凹む平底。体部は球状で 体部外面パケ 目整形，内面へラナデ。 明赤褐色 東コーナー部覆土中層

C　 5．0 最大径 を中位 にもつ。口縁部は「く」

の字状 に外反する。

普通 二次焼成

外面炭化物付着

2

襲 A 〔2 0．3〕 口縁部片。口縁部は頸部から 「く」 口縁部内 ・外面縦位のへ ラナデ，内 長石・石英・スコリア P 82 3‾ 10 ％

土　 師　 器 B （4．5） の字状 に外反して立ち上がる。波状 面横位のへ ラナデ。頚部外面縦位の 黒褐色 中央部覆土中層

口縁。 ヘラナデ，内面 ナデ。 普通 外面煤付着

3

手 捏 土 器 B （2．5） 口縁部欠損 。平底。休部は内攣気味 体部内 ・外面に指頭庄痕が残る。 長石 ・石英 P 824　 80 ％

土　 師　 器 C　 3．2 に立ち上がる。 にぷい橙色

普通

中央部覆土中層 ‘

第176号住居跡（第336図）

位置　調査区東部，D4b4区。

規模と平面形　長軸5．50m，短軸5．16mの方形である。

主軸方向　N－350－W

壁　壁高は19－37cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東壁下と南東壁下の一部で確認し，上幅5－10cm，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　全体的に軟らかいが，炉の周辺は踏み固められている。

炉　中央部からやや北西寄りにあり，径90cm程の円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火熱を受け赤

変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径50cm程の円形で，深さは55cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

3　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

5　黒　　色　炭化粒子少量



第336図　第176号住居跡実測図

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量
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4　褐　色　ローム中ブロック中量
5　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量，炭化物少量

遺物　土師器片722点及び須恵器片32点が，住居跡全体の覆土中層から床面にかけて出土している。1の高杯は

南コーナー部及び南東壁中央部の床面から散在した状態で，2の高杯は潰れた状態の横位で及び5の相は逆

位で北西壁際北コーナー寄りの床面から，3の装飾器台は炉東側の床面から，4の柑（横位で），9の嚢及

び10のミニチュア土器は北コーナー寄りの床面から，6の壷は斜位で南コーナー部の床面から，7の壷は横

位で東コーナー部の床面からそれぞれ出土している。8の嚢は潰れた状態の横位で北東壁際中央部の覆土下

層から，11のミニチュア土器（横位で）及び12の管玉は北東壁際東コーナー寄りの覆土下層から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第176号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 337 図 高　　　 杯 A 1 4．4 脚部 は中実柱状で裾部はラッパ状に 口縁部 内 ・外面横ナデ。杯部外面へ 長石・石英・スコリア P82 5　 80 ‰　 PL 90

1 土　 師　 器 B 1 5．4 開 く。杯部 は内攣 して立ち上が り， ラ磨 き，内面へ ラナデ後下位へ ラ磨 にぷ い橙色 南コーナー部周辺床面

D 〔1 3．2〕

E l O．3

口縁部 に至 る。裾部 に3 孔が穿 たれ

ている。

き。脚部外面へ ラ磨き，内面 ナデ。 普通 杯部外面煤付着
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第337図　第176号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ． 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 377 図 高　　　 杯 A lO．1 脚部 はラ ッパ状 に開 く。杯部は内攣 口縁部 内 ・外面横ナデ。杯部内 ・外 長石 ・石英・雲母 P82 6　90 ％　 PL9 0

2 土　 師　 器 B 11．1

D l O．0

E　 7．7

して立ち上が り， 口縁部 に至 る。 面へラ磨 き。脚部外面へ ラ磨 き，内

面へラ削 り。裾部内 ・外面ナデ。杯

部内 ・外面及び脚部外面赤彩。

橙色

普通

北 コーナー寄 り床面

3

装飾器台 A　21．8 器受部の破片。器受部 は二段作 りで 器受部外面上段丁寧なヘ ラナデ，内 長石・石英・スコリア P827　 40 ％

土　 師　 器 B （5．4）下段 には張 り出しが有 り，上段は立 面へラ磨 き。張 り出 し部ナデ。下段 にぷい橙色 炉東側床面

ち上がってから大 きく外反す る。 外面へ ラ磨 き。 普通

4

柑 A　 9 ．8 僅かに凹む平底。体部 は内攣 して立 口縁部内 ・外面ナデム体部内 ・外面 長石・石英・スコリア P828　 80 ％　 PL 90

土　 師　 器 B　 6 ．1

C　 2 ．9

ち上が り，口縁部は外傾する。 ヘラナテP。 にぷい橙色

普通

北 コーナー寄 り床面

外 面煤付 着

5

I甘 A 〔10 ．7〕底部欠損。体部は外傾 して立ち上が 口縁部内 ・外面縦位のヘラ磨 き。体 長石・石英・スコリア P82 9　30％

土　 師　 器 B （8 ．2） り中位 から内攣する。 口縁部は外傾 部外面粗 いヘ ラ磨 き，内面へラナデ。 にぷい赤褐色 北 コーナー寄 り床 面

して開 く。 内 ・外面赤彩。 普通 外面煤付着

6

士互E A 13 ．4 平底。体部は球形で最大径 を中位 に 口縁部内 ・外面横 ナデ。頚部外面 ナ 長石・石英・スコリア P83 0 10 0％　 PL9 0

土　 師　 器 B 16 ．6 もつ。口縁部 は 「く」の字状に頚部 デ，内面横位のヘ ラナデ。体部外面へ 浅黄橙色 南 コーナー床面

C　 5 ．0 か ら外反する。折 り返 し口縁。 ラナデ，内部ナデ。折 り返 し口縁。 普通 赤彩 の可 能性有 り

7

士宝E A　 9 ．5 平底。体部 は球状 で最大径 を中位 に 口線端部つ まみ上 坑 口縁部外面縦 長石 ・石英 ・雲母 P83 1 10 0％　 PL9 0

土　 師　 器 B 13．2 もつ。口縁部 は 「く」の字状に頚部 位のヘラ磨 き，内面ナデ。体部外面 にぷい黄橙色 東 コーナナ床面

C　 4．0 か ら外反する。口縁端部に弱い稜 を

もつ。

ヘラ削 り後ナデ，内面 ナデ。 普通 外面煤付着

二次焼成

8

棄 A 14．9 平底。体部 は球形で最大径 を中位 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面縦 長石・石英・スコリア P832　 80 ％　 PL 9 0

土　 師　 器 B　20．8 もう。 口縁部は 「く」の字状に頚部 位のヘラ削 り後ナデ，内面横位 のへ にぷ い橙色 北東壁際覆土下層

C　 5．0 か ら外反す る。波状口縁。 ラナデ。 普通

9

喪 A 〔19．7〕平底。体部 は球形で最大径を中位に 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面上 長石・石英・スコリア P833　 50 ％　 PL 9 1

土　 師　 器 B　31．2 もつ。口縁部は 「く」の字状に頚部 位 ・下位へラナデ，中位ナデ。内面 にぷ い赤橙色 北 コーナー寄 り床面

C　 8．3 か ら外反す る。波状口縁。 ヘ ラナデ。 普通 二次焼成

10

ミニチュア土器 A 〔8．2〕僅 かに凹む平底。体部 は内攣 して立 口縁部外面横位のヘラナデ，内面ナ 長石・石英・スコリア P834　 50 ％

土　 師　 器 B　 7．0 ち上が り，器厚 を減 じなが ら口縁部 デ。体部内 ・外面へラナデ。内 ・外 にぷい樺色 北 コーナー寄 り床面

C　 2 ．8 に至 る。 面に輪積み痕が残る。 普通

11

ミニチュア土語 A 〔4 ．8〕僅か に凹む平底。体部 は内攣 して立 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面及 長石 ・石英 ・雲母 P835　 90 ％　 PL 90

土　 師　 器 B　 4 ．4 ち上が り，器厚 を減 じながら口縁部 び内面上位へ ラナデ，内面 中位一下 にぷい橙色 北東壁 際覆土下層

C　 2 ．4 に至る。 位ナデ。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出　　 土　　 地　　 点 備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第3 7図12 管　　　 玉 2．6 0．4 0．2 0．8 蛇　 紋　 岩 北東壁際東コーナー付近覆土下層 QlO6　PLlOl

第177号住居跡（第338図）

位置　調査区東部，D4C8区。

規模と平面形　長軸4．88m，短軸3．87mの長方形である。

主軸方向　N－440－W

壁　壁高は18－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に軟らかいが，出入り口部と考えられる南東壁際の中央部が踏み固められている。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径40cm，短径30cmの楕円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南東壁際下の南コーナー寄りに付設されている。径40cm程の円形で，深さは53cmである。底面は鍋底

状で，壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
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第338図　第177号住居跡実測図
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第339図　第177号住居跡出土遺物実測図

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＿＋＿二∃

3　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

遺物　土師器片が，東部及び南・北コーナー部の覆土下層から床面にかけて，41点出土している。1の嚢は中

央部東コーナー寄りの覆土下層から出土している。
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所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀）と思われる。

第177号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 め　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 3 39 図 嚢 A 18．2 僅 かに凹む平底。r体部は球形状で最 口縁部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 長石・石英・スコリア P 83 6　 60 ％　 PL 91

1 土　 師　 器 B　24 ．6 大径 を中位 にもつ。 口縁部は 「く」 面縦位 の今ラナデ。 明赤褐色 中央部東コーナー寄り覆土下層

C　 7．1 の字状に外反する。波状口縁。 普通 外面煤付着 ，二次焼成

第178号住居跡（第340図）

位置　調査区中央部，D4cl区。

重複関係　本跡は南東壁が第138号土坑を掘り込み，北東部を第179号住居跡に，北部を第191号住居跡にそれ

ぞれ掘り込まれていることから，第138号土坑より新しく，第179号・191号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸6．35m，短軸6．25mの方形である。

主軸方向　N－440－W

壁　壁高は40－48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北西壁下の一部を除いてほぼ仝周しており，上幅10～15cm，深さ10cm程で，断面形はU字状である。

床　中央部より周囲が踏み固められ，特に出入り口部は非常に固められている。南東壁下中央部から，住居跡

中央部に向かって延びる溝状の落ち込みを確認した。長さ150cm，上幅50cm程，深さ5cm程で，断面形は逆台

形状である。

ピット　5か所（Pl～P5）。P1－P4は長径40～60cm，短径35－55cmの楕円形で，深さ56－74cmである。いず

れも主柱六である。P5は径45cm程の円形で，深さ51cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　2か所。炉1は中央部から北西寄りにあり，長径65cm，短径50cmの不整楕円形で，床面を10cm程掘り窪め

ている。炉2は中央部から北東寄りにあり，長径50cm，短径35cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。

いずれの炉床も火熱を受け赤変硬化しており，炉1の炉床には土製炉石が付設されている。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径75cm程の円形で，深さは57cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ローム粒子多量，炭化物少量

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

覆土　5層からなる人為堆積である。
土層解説

1　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

4　黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・ローム中ブロック・炭化

粒子中量，炭化物少量

3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量　5　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

遺物　住居跡全体の覆土中層から床面にかけて，土師器片が784点出土している。また，四方の壁寄りの覆土

中層から下層にかけて，多量の炭化材と焼土塊が出土している。1の高杯及び2の甜（横位で）は南コーナ

ー部の床面から，3の台付嚢は炉1北西側の床面から横位で，4の手控土器は西コーナー部の床面から正位

で，7の土製炉石は炉1の炉床から折れた状態で出土している。また，流れ込みと思われる5・6の羽口は

炉1北側の覆土中層から出土している。8の管状土錘は北西壁際覆土下層から出土している。

所見　本跡は，焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳噂偲前期IA丑紀嵐里）と思われる。
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第178号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 34 1 図 高　　　 杯 D　 8．1 脚部片。脚部は中実柱状で裾部 は 脚部外面縦位のヘ ラナデ，内面横位 長石・石英・スコリア P83 7　 20 ％

1 土　 師　 器 E （6．4） ラッパ状 に開 く。 のヘラナデ。 浅黄橙色

普通

南 コーナー部床面

2

坤 A　 9．2 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部内 ・外面縦位のヘラ磨 き。体 長石・石英・スコリア P83 8 100 ％　 PL 91

土　 師　 器 B　 7．3 口縁部は大 きく開 く。 部外面へ ラ磨 き，内面 ナデ。 にぷ い橙色

普通

南 コーナー部床面

3

台　 付　 棄 A l O．7 台部 は 「ハ」の字状 に開 く。休部 は 口縁部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 長石・石英・スコリア P83 9　 90 ％　 PL 9 1

土　 師　 器 B 17．1 球状で最大径を中位 にもつ。口縁部 面縦位のヘ ラナデ。台部外面 ナデー 灰褐色 炉1北西側床 面

D　 8．8 は 「く」の字状 に外反する。波状 口 部へ ラナデ，内面へラナデ。台部内 ・普通 外面煤付着

E　 6．2 縁 。 外面に輪積み痕が残る。 二次焼成

4

手 控 土 器 A　 4．1 僅かに凹む平底。体部は器厚 を減 じ 体部外面へ ラナデ，内面ナデ。 口縁 長石・石英・スコリア P84 0　 9 0％　 PL 9 1

土　 師　 器 B　 4．2 ながら内攣 して立ち上がる。口縁部 部内 ・外面 に指頭庄痕が残る。 口縁 橙色 西 コーナー部床面

C　 l．6 は僅か に外反する。 部外面に一部爪痕が残る。 普通

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第3 4 1図 5 羽　　　 口 （8 ．0） （8 ．5） （6 ．1） （2 10．5） 炉 1 北側覆土中層 DP 27 0　破片　　　 PL 96

6 羽　　　 口 ‘（7 ．5） （8．1） （6．0） （14 7．7） 炉 1 北側覆土中層 DP 27 1 破片　　　 PL 96

7 土 製 ・炉 石 （23 ．9） 5．0 3．1 （3 77．4） 炉 1 床 中央部 DP 27 2　一部欠損　 PL lO 2

8 管 状 土 錘 4 ．8 2．9 0．9 4 6．8 北西壁際覆土下層 DP 27 3　　　　　　　 PL 99

図版番号 器　　 種

計　　 測　　　 嘩
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第3 4 1図 9 金　 床　 石 2 1．．8 13 ．9 6 02 6．7 凝　 灰　 岩 中央部覆土下層 Ql O7　 PL lO4

10 不明石製品 4 ．8 5．6 3．4 1 0．6 流　 紋　 岩 覆土中 Ql O8

第179号住居跡（第342図）

位置　調査区中央部，D4bl区。
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重複関係　本跡は南西部が第178号住居跡を，北西部が第191号住居跡をそれぞれ掘り込んでおり，本跡が最も

新しい。

規模と平面形　削平されており，正確な規模や平面形は不明であるが，長軸4．20m程，短軸3．50m程の長方形

と推定される。

主軸方向　〔N－300－W〕

床　平坦で，燃焼部前方部が踏み固められている。

燃焼部　北西壁中央部付近に，赤変硬化した部分と焼土を確認した。竃か炉の可能性が考えられる。また，赤

変硬化部から「」」状に延びた溝状の落ち込みを確認した。長さ2m程で，1m程南に延びてから直角に西

側に折れている。上幅15－30cm，深さ10～20cmで，断面形は逆台形状である。

燃焼部断ち割り土層解説

1褐　色　焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量

2　赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック少量　　　　5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中・中ブロック少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック中量　　　　6　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量

遺物　土師器片が赤変硬化部及び溝状の落ち込みから4点出土しているが，いずれも細片である。また，赤変

硬化部から鉄淳1点が，溝状の落ち込みからは砂や小礫が出土している。

所見　本跡は，工房跡の可能性も考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（10－12世紀）と

思われるが，遺物が細片のため詳細な時期は不明である。

第180号住居跡（第343図）

位置　調査区北部，C3g6区。

規模と平面形　長軸7．00m，短軸6．85mの方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は45－67cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周し，上幅8－14cm，深さ6－12cmで，断面形はU字状である。

床　竃周辺，出入り口部及び北東壁寄りの部分が踏み固められている。全体的に平坦であるが，中央部に長径

100cm，短径80cm，深さ12cm程の落ち込みがある。

ピット　5か所（P1－P5）。P1－P4は径25cm程の円形で，深さ48－51cmである。いずれも主柱穴である。

P5は径50cm程の円形で，深さ43cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　屋外部が削平されており，正確な規模については不明であるが，北西壁中央部を壁外に掘り込み，砂質粘

土で構築している。袖部は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築し，幅100cmである。火床部は，浅い皿状で，

火熱を受け赤変硬化している。

竃土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・焼土　2　赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

小ブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　3　暗赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック少量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径50cm程の円形で，深さは30cmである。底面は平坦で，壁はほぼ垂

直に立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1明黄褐色　ローム粒子多量，ローム小・中・大ブロック少量

2　黄褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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第344図　第180号住居跡出土遺物実測図

2

10cm

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量
3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　住居跡全体の覆土下層から床面にかけて，土師器が296点出土している。また，床面から炭化材及び焼土

塊が出土している。1の杯は中矢部の覆土下層から，2の嚢は西コーナー寄りの床面から散在した状態で，

3の小形嚢は竃前方の床面から，4の甑は東コーナー寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡は，焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。
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第180号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（細） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 34 4 図 杯 A 13．7 体部下位欠損。体部は内攣 し，口縁 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P84 1　 30％

1 土　 師　 器 B （4．2）部 との境に稜 をもつ。 口緑部はやや ラ削 り，内面縦位の粗いヘ ラ磨 き。 にぷい黄褐色 中央部覆土下層

内傾す る。 普通 外面煤付着

2

要 A　 25．6 休部から口緑部 にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P 84 2　 70％　 P L9 1

土　 師　 器 B （29．2）部は内攣 し，最大径を上位 にもつ。

口縁部 は 「く」の字状 に外反する。

ラ削 り，内面横位のへラナデ。 にぷい橙 色

普通

西 コーナー寄 り床面

3

小　 形　 棄 A ll．5 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石・石英・スコリア P 84 3　 7 0％　 P L9 1

土　 師　 器 B ll．3

C　 5．0

口縁部 は 「く」の字状 に外反する。 ラ削 り，内面へラナデ。 暗褐色

普通

竃前方床面，外面煤付着

外面剥離，二次焼成

4

甑 A 〔23．9〕体部から□縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 長石・石英・スコリア P 844　 4 0％　 P L9 1

土　 師　 器 B 19．2

C 〔7．3〕

部は内攣 して立ち上がる。口縁部 は

外反す る。

面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

東コーナー寄り覆土下層

第181号住居跡（第345図）

位置　調査区北部，C3b5区。

重複関係　本跡は，第190号住居跡の上に構築しており，本跡が新しい。

規模と平面形　重複と削平のため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺4．50m程の方形か長方形と推定さ

れる。

主軸方向〔N－150－W〕

壁　耕作による削平のため，壁は確認できなかった。

床　平坦で，硬化面は削平されている。

ピット　4か所（Pl－P4）。Pl－P4は径30～45cmの円形で，深さ27～62cmである。いずれも主柱穴と考えら

れる。
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第346図　第181号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　5cm

仁「＿…＿＿＿＿＿I＿＿＿＿＿＿二」

炉　中央部からやや北西寄りにあり，長径50cm，短径35cmの不定形で，床面を10cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南壁際の南西コーナー寄りに付設されている。長径50cm，短径35cmの楕円形で，深さは65cmである。

底面は凸凹で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状に近い。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　灰　色　粘土多量

3　褐灰色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

覆土　削平のため堆積状況は不明である。

遺物　貯蔵穴及び南コーナー部の床面から，土師器の嚢及び嚢片が181点出土している。1の嚢は貯蔵穴の覆土

中層から横位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期と思われる。

第181号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・1焼成 備　　　　 考

第 34 6 図 棄 A 17 ．5 平底。体部は内攣 し，最大径 を中位 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P 84 5 10 0％　 PL 92

1 土　 師　 器 B 19 ．4 にもつ。口縁部は 「く」の字状に外 ラ削 り後ナデ，内面横位のヘラナデ。 橙色 貯蔵穴覆土 中層

C　 5 ．2 反する。 体部内面に輪積み痕が残 る。 普通 外面炭化物付着二次焼成

第182号住居跡（第347図）

位置　調査区北部，B3i3区。

重複関係　本跡は，東コーナー部が第123号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．45m，短軸5。25mの方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は32～60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周し，上幅10～15cm，深さ10cm程で，断面形はU字状である。
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第347図　第182号住居跡実測図
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床　全体的に軟らかいが，出入り口部と考えられる部分が踏み固められている。

炉　中央部からやや北西寄りにあり，長径70cm，短径45cmの楕円形で，床面を僅かに掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径66cm，短径55cmの楕円形で，深さは52cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子多量
3　褐　　色　ローム粒子・黒色粒子多量

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説－
1　褐　色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子少量

5　明褐色　ローム粒子多量
6　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　東部を除く覆土中層から床面にかけて，土師器片203点が出土している。1の高杯は中央部の覆土下層か

ら，2の相は南コーナー部の床面から正位の状態で，3及び4の相は炉周辺の覆土中層から，5の嚢は南コ

ーナー寄りの床面から出土している。
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所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第182号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 34 8 図 高　　　 杯 A 〔18 ．6〕脚部から杯部 にかけての破片。脚部 杯部外面下位へ ラナデ，内面上位へ 長石・石英・スコリア P8 46　 50 ％

1 土　 師　 器 B （12 ．4） はラッパ状 に開 く。杯部は内野 して ラ磨 き。脚部外面縦位のヘラナデ， にぷい橙色 中央部覆土下層

E （7 ．7）立ち上が り， 口縁部 に至る。 内面横位のヘ ラナデ。 普通

2

柑 A　 9 ．7 僅かに凹む平底。体部は内攣 して立 ロ緑端部内 ・外面ナデ。口縁部外面 長石 ・石英 ・雲 母 P8 47 1 00％　 PL 92

土　 師　 器 B　 7 ．7 ち上が り，口縁部は外傾 して開 く。 ヘラ磨 き，内面ナデ。体部外面へ ラ 赤褐色 南 コーナー部床面

C　 2 ．3 削 り後ナデ，内面ナデ。ロ縁部 内 ・

外面及び体部外面赤彩。

普通 内面剥離

3

柑 A ll．0 休部中位か ら口緑部 にかけての破片。 口縁部外面縦位のヘラ磨 き，内面ナ 長石・石英・スコリア P 84 8　 50％　 P L9 2

土　 師　 器 B （11．0）体部 は内攣する。 口縁部 は外傾 して

開 く。

デ。体部内 ・外面横位 のヘラナデ。 にぷい橙色

普通

炉周辺覆土 中層

4

柑 A 〔7．3〕 丸底。体部は球形で最大径 をやや上 口縁部外面へラナデ，内面横位のへ 長石・石英・スコリア P 84 9　 70％

土　 師　 器 B　 7．3 位 に持つ。ロ緑部 は 「く」の字状 に

立ち上がる。

ラ磨 き。体部内 ・外面へ ラナデ。 にぷ い赤褐色

普通

炉周辺 覆土 中層

5

嚢 A 〔1 7．1〕 平底。体部は球形で最大径 を中位に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石・石英・スコリア P 85 0　 4 0％　 P L92

土　 師　 器 B 1 9．8 もつ。口縁部は 「く」の字状に頸部 面へ ラナデ。 にぷ い橙色 蘭 コーナー付近床面

C　 6．2 から外反する。波状口縁。 普通 二次焼成

第183号住居跡（第349図）

位置　調査区北部，C3a7区。

規模と平面形　長軸5．05m，短軸4．90mの方形である。
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第349図　第183号住居跡実測図
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主軸方向　N－15。－W

壁　壁高は22－60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を仝周し，上幅5－10cm，深さ7cm程で，断面形はU字状である。

床　全体的に耕作による撹乱を受け軟らかいが，出入り口部が硬く踏み固められ

ている。

ピット　5か所（Pl－P5）。Pl～P4は長径35－55cm，短径30～40cmの楕円形で，

0　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」

0　　　　　　5cm

L i　！

第350図　第183号住居跡

出土遺物実測図

深さ34－58cmである。いずれも主柱穴である。P5は径45cm程の円形で，深さ

40cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径60cm，短径45cmの不整楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南壁際の南コーナー寄りに付設されている。長径55cm，短径40cmの楕円形で，深さは53cmである。底

面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土居解説
1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
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覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量
2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，炭化粒子少量

遺物　耕作による撹乱を受けているが，土師器片306点が，主に南部の覆土中から床面にかけて出土している。

1のミニチュア土器は南西壁中央部寄りの床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第183号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の ・特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 350 図 ミニチュア土器 A 〔8．0〕 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P85 1 6 0％　 P L9 2

1 土　 師　 器 B　 5．3

C　 3．6

口縁部 に至 る。 ラ削 り後 ナデ，内面下半へラナデ。

内 ・外面赤彩。

にぷい橙色

普通

南西壁中央部寄 り床面

第184号住居跡（第351図）

位置　調査区北部，C3i6区。

規模と平面形　耕作による撹乱のため正確な規模と平面形は不明であるが，長軸3．50m程の方形と推定される。

主軸方向　N－490－W

壁　壁高は6－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東壁下，南東壁下及び南西壁下のそれぞれ一部に確認され，上幅5－10cm，深さ5cm程で，断面形は

U字状である。

床　耕作による撹乱のため遺存状態が悪く，硬化部は確認できなかった。

ピット　Plは径30cm程の円形で，深さ15cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

」し24．2m
．－　■．■tヽ
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第351図　第184号住居跡実測図
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竃　北西壁中央部付近に，赤変硬化した火床部の一部と構築材の粘土が僅かに残っている。

竜土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量
2　黒　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
5　黒　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・炭化物少量
6　褐　色　ローム粒子多量，炭化物少量

覆土　耕作による撹乱と重複のため，堆積状況は不明である。

遺物　土師器片が嚢片を主体に121点出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代（10－12世紀）と思われるが，遺物が細片のため詳

細な時期は不明である。

第185号住居跡（第352図）

位置　調査区北部，C4g3区。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．10mの方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は9－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　炉の周囲を含む中央部が踏み固められている。

炉　中央部から西寄りにあり，長径60cm，短径40cmの楕円形で，床面を7cm程掘り窪めている。炉床は火熱を

受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径45cm程の円形で，深さは44cmである。底面は平担で，壁は外傾し

て立ち上がり，断面形は逆台形状である。

‾‾‘▼日．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

・　　　　　　　　コ
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第352図　第185号住居跡実測図

旦24．8m　－

「訂

0　　　　　　　　　　　2m」

－382－



第353図　第185号住居跡出土遺物実測図
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貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子多量・ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量
3　黒　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化

粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子・炭化物多量，ローム小ブロック中量，焼
土粒子・炭化粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック・炭化粒子多
量

遺物　東コーナー部を除く覆土上層から床面にかけて土師器片が284点出土している。また，床面から炭化材

及び焼土塊が出土している。6の鉢及び8の嚢は中央部南コーナー寄りの覆土中層から下層にかけて，1・

4の高杯，9の嚢は南西壁際南コーナー寄りの床面から，2の高杯は南東壁際南コーナー寄りの覆土下層か

ら横位で，3の高杯は炉北東側の覆土上層から正位で，10の手軽土器は炉南側の覆土中層から正位で，5の

柑及び7嚢は，南東壁際南コーナー寄り床面から出土している。

所見　本跡は，焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀前半）と思われる。

第185号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 35 3 図 高　　　 杯 A 12 ．3 脚部は中実柱状で裾部 はラッパ状 に 杯部内 ・外面へラ磨 き。脚部外面へ 長石・石英・スコリア P85 3 10 0％　 P L9 2

1 土　 師　 器 B lO ．1

D　 8 ．7

E　 4 ．7

開 く。杯部は内攣 して立ち上が り口

縁部に至 る。裾部に不均等に3 孔 を

穿つ。

ラ磨 き，内面ナデ。 橙色

普通

南嘲 南コーナー寄り床面

2

高　　　 杯 A 〔10 ．5〕脚部は中実柱状で裾部 はラッパ状 に 杯部外面へラナデー部縦位のヘラ磨 長石・石英・スコリア P85 4　 8 0％　 P L9 2

土　 師　 器 B 12 ．6 開 く。疎部は内攣 して立ち上が り口 き，内面横位のヘラ磨 き。脚部外面 黒褐色 南東壁際覆南コーナー寄り土下層

D　 8 ．6

E　 7 ．6

縁部に至 る。 縦位のヘラナデ。裾部内 ・外面へラ

ナデ。

普通 内・外面煤付着

3

高　　　 杯 A 16 ．7 脚部欠損。杯部 は下位 に弱い稜 をも 杯部外面縦位のヘラ磨 き，内面横位 長石 ・石英 ・雲母 P85 5　 5 0％

土　 師　 器 B （6 ．0）

E （0 ．8）

ち，そこか ら外傾 して立ち上がる。 の粗いヘラ磨 き。脚部上位へラ磨 き。

内 ・外面赤彩。

由赤色

普通

炉北東側覆土上層

4

高　　　 j不 D 1 1．3 脚部片。裾部はラッパ状に開 く。中 脚部外面丁寧 な縦位のヘラ磨 き，内 長石・石英・スコリア P8 56　 3 0％

土　 師　 器 E （6 ．5）実柱状。 面丁寧なナデ。胸部外面赤彩。 赤色

普通

醐 獅 コーナー寄り床面

5

柑 A 〔10 ．8〕僅かに凹む平底。体部 は内攣 して立 口縁部外面 ナデ，内面パケ目整形後 長石・石英・スコリア P8 57　 9 0％　 P L9 2

土　 師　 器 B 14 ．6 ち上が り，最大径 を中位にもつ。口 ヘラナデ。体部外面へラ磨 き，下位 赤褐 色 南櫛 南コーナー寄り床面

C　 3 ．0 縁部は内攣気味 に立ち上がる。 ヘラナデ。内面ナデ。口縁部内 ・外

面，体部外面赤彩 。

普通

6

鉢 A 〔22 ．0〕体部か ら口縁部 にかけての破片。体 口縁部内 ・外面へラナデ。体部内 ・ 長石・石英・スコリア P85 2　 2 0％　 P L9 2

土　 師　 器 B （7 ．1）部 は内攣 して口縁部に至る。折 り返 外面へ ラナデ。 橙色 南コーナー寄り覆土中層

し口縁。 普通 二次焼成 ，炭化物付着

7

棄 A 〔17 ．3〕平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P85 8　 7 0％

土　 師　 器 B　24 ．9

C　 6．6

最大径を中位 にもつ。口縁部は「く」

の字状に外反する。波状口縁。

ラ削 り，内面ナデ一部へラナデ。 橙色 ＿・

普通

南東壁際床面

8

嚢 B （28 ．0） 口縁部欠損。平底。体部は内攣気味 体部外面へラナデ，内面ナデ。内面 長石・石英・スコリア P8 59　 6 0％

土　 師　 器 C　 7．6 に立ち上が り最大径を中位にもつ。 に輪積み痕が残る。 黒褐色

普通

南コーナー寄り覆土下層

外面煤付着

9

小　 形　 襲 A 12 ．0 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部内 ・外面パケ目整形。体部外 長石・石英・スコリア P86 0　 8 0％　 P L9 2

土　 師　 器 B l l．0 最大径を中位 にもつ。口縁部は「く」 面パケ目整形，内面ナデ。両 ・外面 赤色 南西壁祭南コーナー寄り床面

C　 3 ．8 の字状に外反す る。 赤彩。 普通 内面剥離

10

手 捏 土 器 A 〔5 ．1〕平底。体部は内攣気味 に立ち上が り 体部内 ・外面ナデ。体部内 ・外面 に 長石・石英・スコリア P86 1 7 0％　 P L9 2

土　 師　 器 B　 3 ．7

C　 3 ．6

器厚を減 じなが ら口縁部に至 る。 指頭庄痕が残 る。 にぷい黄橙色

普通

炉南側覆土 中層

－384－



第186号住居跡（第354図）

位置　調査区北部，C4C4区。

規模と平面形　長軸6．70m，短軸6．30mの方形である。

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は24－55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周し，上幅5－10cm，深さ5－10cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口部を含む住居跡の東部が，硬く踏み固められている。

第354図　第186号住居跡実測図
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ピット　5か所（Pl－P5）。Pl～P4は径30cm程の円形で，深さ67－81cmの主柱穴である。P5は径30cm程の

円形で，深さ18cmである。出入り口施設に伴うピットと思われる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径60cm，短径35cmの長楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径80cm，短径60cmの楕円形で，深さは52cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
1黒　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子多量，炭化材中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・炭化材中量，ローム小ブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子多量

く⊃
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第355図　第186号住居跡出土遺物実測図
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覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・炭化物中量，ローム小ブ　3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
ロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　西部を除く覆土上層から床面にかけて土師器片が318点出土している。また，四方の壁寄りの覆土下層

から床面にかけて，炭化材及び焼土塊が出土している。2・3の高杯は北コーナー部の覆土上層から，4の

高杯及び6の柑（横位で）は南西壁際南コーナー寄りの床面から，8のミニチュア土器は北東壁際東コーナ

ー寄りの覆土上層から，1の椀（正位で）及び5の柑（斜位で）は貯蔵穴の底面から，7のミニチュア土器

（逆位で）は貯蔵穴の覆土上層から出土している。

所見　本跡は，焼失家屋である。時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われ

る。

第186号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 355 図 椀 A 〔1 2．1〕 凹凸のある平底。体部は内攣気味 に 口縁部内 ・外面ナデ。体部外面へラ 長石・石英・スコリア P8 62　 70 ％　 PL 92

1 土　 師　 器 B　 4 ．9

C　 5．8

立 ち上が り口縁部 に至る。 削 り後ナデ，内面横位のヘラナデ。 にぷい樺色

普通

貯蔵穴底面

2

高　　　 杯 A 〔2 0．4〕脚部か ら口縁部にかけての破片。脚 杯部外面上半へラ磨き，下半へ ラナ 長石・石英・スコリア P8 63　 50 ％

土　 師　 器 B 14 ．8 部 はラッパ状に開 く。杯部は外反気 デ，内面ナデ。脚部外面縦位 のヘラ にぷ い樺色 北コーナー部覆土上層

D 〔1 7．1〕味 に立ち上が り下位 に稜 をもち，更 ナデ，内面横位のヘラナデ。裾部外 普通 杯部内面剥離

E　 9．2 に外反 して大 きく開き口縁部に至る。面粗いヘ ラ磨 き，内面ナデ。 二次焼成

3

高　　　 杯 A 1 6．6 脚部か ら口縁部 にかけての破片。脚 杯部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面ナデ。長石・石英・スコリア P8 64　 60 ％　 PL 93

土　 師　 器 B （1 3．云）部 はラッパ状に開 く。杯部は水平 に 脚部外面縦位 のヘラ磨 き，内面縦位 にぷ い橙色 北コーナー部覆土上層

E （8．4） 開き更に外傾 して立ち上が り口縁部

に至 る。

のヘラナデ。裾部内 ・外面ナデ。脚

部内面 に輪積 み痕が残 る。

普通

4

高　　　 杯 D 1 2．1 脚部片。脚部はラッパ状 に開 く。 脚部外面縦位 のヘラ磨 き，内面横位 長石・石英・スコリア P8 65　 40 ％

土　 師　 器 E （8 ．9） のヘラ削 り。裾部内 ・外面へラナデ。 褐色 南西壁際南コーナー寄り床面

脚部内面 に輪積み痕が残る。 普通 外面煤付着

5

柑 A　 9．8 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部外面上半ナデ，下半へラナデ。 長石・石英・スコリア P8 66 1 00 ％　 P L9 3

土　 師　 器 B　 9．4

C　 3 ．9

口縁部は外傾 して開 く。 内面ナデ。体部内 ・外面へラナデ。 にぷい赤褐色

普通

貯蔵穴底面

内 ・外面煤付着

6

柑 A 〔8 ．8〕平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部外面へ ラナテ1 内面ナデ。一 長石・石英・スコリア P8 67　 90％　 P L9 2

土　 師　 器 B　 8 ．3

C　 4 ．6

口縁部は外傾 して開 く。 部パケ目痕が残る。体部内 ・外面 へ

ラナデ。

にぷい橙色

普通

南西壁際南コーナー寄り床面

7

ミニチュア土器 A　 7 ．0 平底。体部は内攣気味に立ち上が り 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面 ナ 長石 ・石英 ・雲母 P8 68 1 00％　 P L9 2

土　 師　 器 B　 4 ．6 器厚 を減 じなが ら口縁部 に至 る。 デ，内面に指頭圧痕が残る。体部内・ にぷい橙色 貯蔵穴覆土上層

C　 5 ．0 外面 に輪積 み痕が残る。 普通 外面煤付着，二次焼成

8

ミニチュア土器 A 〔8 ．8〕僅かに丸みのある平底。体部は内攣 体部外面へラ削 り後ナデ。内面上半 長石・石英・スコリア P8 69　 60％

土　 師　 器 B　 3 ．6 気味に立ち上が り器厚 を減 じなが ら 横ナデ，下半縦位の粗いナデ。 にぷい黄橙色 北東壁際東コーナー寄り覆土上層

C　 5 ．0 口縁部 に至る。 普通 内面剥離

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第355図9 打 製 石 斧 13．6 7．4 5．0 661 ．8 硬　 砂　 岩 中央部覆土下層 QlO9　　 PLlO4

第187号住居跡（第356図）

位置　調査区北部，B4d2区。

規模と平面形　長軸8．40m，短軸8．32mの方形である。

主軸方向　N－450－W

－387－
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第357図　第187号住居跡出土遺物実測図

壁　壁高は18－66cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周し，上幅5－10cm，深さ5cm程で，断面形はU字状である。

床　炉の周囲を含む住居跡中央部が硬く踏み固められている。

ピット　4か所（P1－P4）。P1－P4は径30～40云mの円形で，深さ90～125cmの主柱穴である。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径100cm，短径55cmの長楕円形で，床面を5cm程掘り窪めている。炉床は火

熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　住居跡東部，P2の北西側に付設されている。長軸105cm，短軸70cmの隅丸長方形で，深さは35cmであ

る。底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子，ローム小ブロック・焼土粒

子少量

3　淡褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒
子少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・炭化粒子少量

遺物　主に，四方の壁寄りの覆土下層から床面にかけて，土師器片が486点出土している。また，床面から炭

化材及び焼土塊が出土している。1の椀は南西壁際南コーナー寄りの床面から正位で，2－4の高杯は，2

が北西壁際西コーナー寄り，3が北東壁際中央部，4が西コーナー部のいずれも覆土下層から出土している。

5の相は貯蔵穴北側の覆土下層から横位で，6の嚢は炉北西側の覆土下層から散在した状態で，7のミニチ

－389－



ユア土器は南西壁際中央部の床面から逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第187号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 35 7 図 椀 A 12．2 僅かに凹凸のある平底。体部 は内攣 口縁端部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石・石英・スコリア P8 70　 90 ％　 PL 93

1 土　 師　 器 B　 7．2 気味に立ち上が り，口縁部は僅かに 中位 から上位へ ラナデ，下位へラ削 橙色 扇晒壁際南コーナー寄り床面

C　 5．1 外反す る。 り。体部内面下位幅広のヘ ラ磨 き。 普通 二次焼成，内・外面煤付着

・2

高　　　 杯 A 〔19．4〕 裾部欠損。脚部はラ ッパ状に開 く。 杯部外面ナデ一部丁寧なヘ ラナデ， 長石・石英・スコリア P8 71　 50％

土　 師　 器 B （13．7）杯部は下位 に僅かに稜 をもち，そこ 内面 ナデ。脚部外面へラ磨 き，内面 橙色 北西壁際西コーナー寄り覆土下層

E （7．7）か ら外傾 して立ち上が る。 ナデ。脚部内面に輪積 み痕が残る。 普通

3

高　　　 杯 A 19．8 脚部欠損。内攣気 味に立ち上が り， 杯部外面上半へラ磨 き，下半へラナ 長石・石英・スコリア P8 72　 50％

土　 師　 器 B （6．2） 口縁部 に至 る。下位 に稜 をもつ。 デ。内面粗いヘラ磨 き。 にぷい橙 色

普通

北東壁際中央部覆土下層

内面剥離，スコリア多量

4

高　　　 杯 B （10．0）杯部欠損。脚部はラッパ状 に開 く。 脚部外面縦位のヘラ磨 き，内面へ ラ 長石・石英・スコリア P87 3　 4 0％

土　 師　 器 D 15．9 ナデ。裾部内 ・外面ナデ。内面 に輪 にぷい橙色 西コーナー部覆土下層

E　 8．7 積み痕が残 る。 普 通 外面煤付着

5

柑 A l O．7 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， 口緑部内 ・外面ナデ。体部外面上半 長石・石英・スコリア P87 4 10 0％　 PL 93

土　 師　 器 B l O．3 口縁部は外傾する。 ナデ，下半へラ削 り後ナデ，内面ナ

デ。

明黄褐色 貯蔵穴北側覆土下層

C　 3．0 普通 内面剥離

6

嚢 A 〔14 ．4〕体部中位か ら口縁部 にかけての破片。口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英・スコリア P87 5　 40 ％

土　 師　 器 B （9．5）体部は球状で口縁部は 「く」の字状 ラナデ，内面ナデ。 橙色 炉北西側覆土下層

に外傾す る。 普通 炭化物・煤付着二 次焼成

7

ミニチュア土器 A　 9 ．2 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石・石英・スコリア P8 76 1 00 ％　 PL 93

土　 師　 器 B　 3 ．6

C　 3 ．4

口縁部に至る。 面へラ削 り後ナデ。内 ・外面 に輪積

み痕が残る。

にぷ い橙色

普通

南西壁際中央部床面

第188号住居跡（第358図）

位置　調査区北部，B3b3区。

規模と平面形　長軸6．60m，短軸6．50mの方形である。

主軸方向　N－570－W

壁　壁高は39－72cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周し，上幅5－10cm，深さ5－10cm程で，断面形はU字状である。

床　出入り口周辺が硬く踏み固められている。

ピット　5か所（Pl－P5）。P1－P4は径25－35cmの円形で，深さ76－82cmである。いずれも主柱穴である。

P5は径25cmの円形で，深さ47cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径85cm，短径50cmの不整楕円形で，床面を7cm程掘り窪めている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南東壁際の南コーナー付近に付設されている。径65cm程の円形で，深さは86cmで

ある。貯蔵穴2は北東壁際の北コーナー付近に付設されている。長径65cm，短径55cmの楕円形で，深さは55

cmである。いずれも底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴1土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量
3　褐　　色　ローム粒子中量
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第358図　第188号住居跡実測図

貯蔵穴2土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック，焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子少量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子，炭化物中量，焼土粒子少量
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第359図　第188号住居跡出土遺物実測図
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遺物　北東壁側を除く，三方の壁寄りの覆土中層から床面にかけて土師器片が183点出土している。1の高杯は

北西壁際中央部の覆土下層から，2の高杯は炉北西側の床面から，3の嚢は西コーナー部の床面から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第188号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 35 9 図 高　　　 杯 A 1 8．5 脚部欠損。杯部は内攣気味に立 ち上 杯部外面上位 ナデ，中位か ら下位へ 長石・石英・スコリア P8 7 7　 50 ％

1 土　 師　 器 B （8．6） が り口縁部 に至る。 ラナデ。内面丁寧 なナデ。脚部外面 浅黄橙色 北西壁際中央部覆土下層

E （2．9） ナデ，内面へラナデ。 普通 内面剥離

2

高　　　 杯 A 18 ．3 杯部片。杯部は内攣気味 に立 ち上が 杯部外面横位のヘラナデ ，内面ナデ。 長石・石英・スコリア P8 78　 4 0 ％

土　 師　 器 B （5 ．6） り口縁部 に至る。 にぷい橙色

普通

炉北西側 床面

3

小　 形　 棄 B （8 ．0） 口縁部欠損。平底。体部は内攣気味 体部外面へラ削 り後ナデ，内面へラ 長石・石英・スコリア P8 79　 6 0％

土　 師　 器 C　 3 ．5 に立ち上がる。 ナデ。内面に弱いパケ 目痕が残る。 にぷい橙色

普通

西 コーナー部床面

第189号住居跡（第360図）

位置　調査区北部，B3h9区。

規模と平面形　長軸7．80m，短軸7．10mの方形である。

主軸方向　N－380　－W

壁　壁高は32－47cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　耕作による撹乱のため，床の遺存状態が悪く，硬化面は確認できなかった。

炉　中央部から北西寄りの部分が，長径80cm，短径45cm程の長楕円形状の範囲で，僅かに赤変硬化している。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子中量

遺物　北コーナー部を中心とする，北部の覆土中層から下層にかけて，土師器片223点が出土している。1の椀

は北東壁中央部寄りの覆土中層から，2の高杯は北西壁際中央部の覆土中層から，3の高杯及び4の嚢は北

コーナー部の覆土中層から出土している。
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第360図　第189号住居跡実測図

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期と思われる。

第189号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 361 図 椀 A 13．5 僅 かに凹凸のある平底。体部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石・石英・スコリア P8 80　 70％　 P L9 3

1 土　 師　 器 B　 6．9

C　 5．8

して立ち上が り口縁部に至る。 面へラナデ。 にぷ い橙色

普通

北東壁中央部覆土中層

2

高　　　 杯 A 1 8．0 脚部欠損。杯部は内攣気味に立 ち上 杯部外面横位 のヘ ラナデ後縦位のへ 長石：石英・スコリア P8 81 50％

土　 師　 器 B （5．7） が り口縁部 に至る。 ラ磨 き，内面粗いヘラ磨 き。 橙色

普通

北西壁際中央吾障 土中層

3

高　　　 杯 B （10．5）脚部片。脚部はラ ッパ状 に開 く。 脚部外面縦位 のへ ラ磨 き，内面縦位 長石・石英・スコリア P8 82　 4 0％

土　 師　 器 D 〔13．8〕

E　 9．4

のヘラナデ。裾部外面へラナデ，内

面ナデ。

橙色

普通

北コーナー部覆土中層

4

嚢 A 〔18．2〕 やや丸みのある平底。体部は球状で 口縁部内 ・外面ナデム体部外面へラ 長石・石英・スコリア P8 83　 70％　 P L9 3

土　 師　 器 B　2 5．3 最大径 を中位 にもつ。口縁部は「く」 削り後ナデ，内面ナデ。 にぷい褐色 北コーナー部覆土中層

C　 4．8 の字状 に外傾する。 普通 二次焼成，内面剥離
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第361図　第189号住居跡出土遺物実測図
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図版番号種別

計　　　　測　　　　値

石　　質 出　土　地　点 備　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第361区15ガラス玉1．8 （1．7）1．6 －（6．8）ガ　ラ　ス覆土中 QllO

第190号住居跡（第362図）

位置　調査区北部，C3a5区。

重複関係　本跡は第181号住居跡の下に構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．87m，短軸5．02mの長方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　東壁の一部で，20cm程の壁高を確認した。

床　平坦であるが，硬化面は削平されている。

ピット　4か所（Pl－P4）。Pl－P4は長径30～50cm，短径25－30cmの楕円形で，深さ49－69cmである。い

ずれも主柱穴と考えられる。

覆土　重複と削平のため堆積状況は不明である。

遺物　遺物は出土していない。

所見　本跡の時期は，重複関係から第181号住居跡（古墳時代前期）より古いが，遺物がないため詳細な時期

は不明である。
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第362図　第190号住居跡実測図
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第191号住居跡（第364図）

位置　調査区中央部，D4bl区。

重複関係　本跡は南部が第178号住居跡を掘り込み，南東部を第179号

住居跡に，北西部を第136号土坑に掘り込まれていることから，第178

号住居跡より新しく，第179号住居跡及び第136号土坑より古い。

規模と平面形　重複と削平のため，正確な規模や平面形は不明である。

主軸方向〔N－150－W〕

床　北西コーナー部と燃焼部の間が踏み固められている。

燃焼部　北壁に火熱を受け赤変硬化した部分と焼土を確認した。

燃焼部断ち割り土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック

・炭化粒子少量

遺物　北壁の燃焼部から土師器片6点，鉄淳及び羽口が出土している。

1の羽口は燃焼部北部から出土している。

所見　本跡は重複と耕作による削平のため，北西コーナー部の一部と

燃焼部と思われる部分の確認のみであるが，出土遺物等から工房跡

と考えられる。時期は，出土遺物等から平安時代（10－12世紀）と思
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第364図　第191号住居跡実測図

第191号住居跡出土遺物観察表

④）旦24．2m

守／j
0　　　　　　　　　　　2m」

‾『チ＝r

、／r

O lm」

図版番号種　　別
計　　　　 測、　　　値‘

出　土　地　点 備　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第363図1羽　　　口（10．7）7．9 － 2．4 （487．5）炉覆土中 DP274　　PL98
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表2　南中割遺跡竪穴住居跡一覧表

〔〕推定（）現存　　新→旧

住居

番 ロ
位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸×短軸

壁高

（cm）
床面

内　 部　 施　 設
覆土 時期 主　 な　遺　 物 備　　　　 考

壁溝 床溝 主柱穴出入口炉・竃 貯蔵穴

1 B3d2 N－200－W 方　　 形 5．70 ×5．20 38－50 平坦 有 4 1 竃 自然 古後 土師器帆軌 土玉

2 G4el N－360－W 〔方　 形〕（7．80 ×5．10）15 平坦 炉 自然 古中 土師器（高杯調，棄） SK6→本跡

3A G3co N－710－W 方　　 形 5．48 ×5．22 24 ～46 平坦 3 炉 1 人為 古前 土師器（椀，高軋器台調，軋

手控土器

本跡→SI3B焼失

3B G3co N－710－W 〔方　 形〕〔4．00 ×4．00〕 平坦 炉 古前 土師器片（棄） S I3A→本跡

4 F4 il N－340－W 方　　 形 4．14 ×3．92 9－16 平坦 炉 自然 古前 土師器片（嚢）

5 G3a9 N－320－E 長 方 形 6．06 ×5．16 14 －25 平坦 4 1 炉 1 人為 古前 土師酎器台），土玉

6 G3C8 N－450－W 〔方　 形〕 6．40 ×（3 ．0）24 －32 平坦 （2） － 人為 古前 土師器片（嚢）

7 G4C2 N－330－E 方　　 形 4．94 ×4．70 22 ～27 平坦 4 1 炉 人為 古前 土師器（器台） SK5→本跡　 焼失

8 G4al N－510－W 〔方　 形〕 4．10 ×3．90 50 ～62 平坦 （1） 1 1 人為 古前 土師器嵐嚢） SK3→本跡

9 F4b 3 N－330－W 〔方　 形〕 3．40 ×（2 ．6）18 平坦 炉 人為 古前 土師器片（襲）

10 F3d8 N－100－W 方　　 形 5．46 ×5．26 14”18 平坦 炉 1 人為 古前 土師器（椀調，台付襲，棄）

11 G4d5 N－7 0－E 方　　 形 〔7．00 ×7．00〕 20 平坦 4 1 炉 人為 古前 土師器片（棄）

12 F4j7 N－600－E 〔方　 形〕 7．70 ×（4．3）40”44 平坦 （2） 1 － 自然 古前 土師器（高取壷） SK7A・B→本跡

13 F4g5 N－470－W 長 方 形 7．50 ×6．00 32～38 平坦 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（器台，壷），ガラス玉，

ミニチュア土器，土玉

SK2A・B・9一本跡

14 F4el N－300－W 方　　 形 8．61 ×8．16 24～31 平坦 4 1 炉 2 人為 古前 土師器（高杯，器台息動，土玉，

管状土錘

SI15→本跡

15 F3eo N －11ぎーE 長 方 形 3．92 ×3．52 24～28 平坦 有 竃 1 平安 土師器（高台軌 須恵器（短頚壷）本跡－→SI14

16 F3b9 N－450－W 長 方 形 6．73 ×6．01 56－70 平坦 ‘有 4 1 竃 1 人為 古後 土師器帆棄） 焼失

17 F4 i3 N－510－W 方　　 形 5．40×5．10 22－27 平坦 4 1 炉 人為 古前 土師器（器台，装飾器台，軌

ミニチュア土器

SK13 ，14→本跡

18 F4gl N－440－W 長 方 形 ．4 ．10×3 ．47 18～27 平坦 炉 人為 古前 土師器片（椀，嚢は 玉

19 F3i9 N－480－W 方　　 形 4 ．95×4 ．78 24～31 平坦 4 1 炉 自然 古単 土師器片胤嚢）

20 G3a5 〔N－72㌧叫 〔方　 形〕（5 ．30×3 ．80） 29 平坦 （1） － 人為 古革 土師器（棄）

21 F3h6 N－490－W 方　　 形 8 ．88×8．77 20”32 車坦 4 1 炉 2 人為 古中 土師器（軋壷），ミニチュア土器，

手捏土器

本跡→SI23 ，27焼失

22 F3f8 N－410－W 方　　 形 6．72×6．56 47～56 平坦 有 4 1 竃 自然 古後 土師器帆尭） 本跡一→SI23

23 F3f6 N－400－E 長 方 形 6．10×4．48 10－18 平坦 1 炉 人為 古前 土師器片（責） SI21 ，22，24→本跡

24 F3e6 N－200－E 長 方 形 5．84 ×3．88 6－16 平坦 有 竃 1 人為 平安 土師器（杯，‘高台付杯） 本跡→SI23，32，SK25，100

25 F3g 5 N－1250－E 隅丸長方形 5．04 ×2．72 14 平坦 炉 人為 縄前 椒淵（碗 彿 チャー槻乳

メノウ片8

26 F2g 9 N－5 0－W 方　　 形 6．84 ×6．58 40”48 平坦 4 1 炉 1 人為 古中 土師器帆高札軋壷，棄） 焼失

27 F3i4 N－340－W 方　　 形 6．04 ×5．76 36～41 平坦 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（軋器台，台付嚢，軌

紡錘車，ミニチュア土器，土玉

SI21→本跡　 焼失

28 F3g2 N－500－W 〔方　 形〕 3．40 ×（2．1）14 平坦 人為 古前 土師器（台付責，軌

ミニチュア土器

29 F3gl N－500－W 〔方　 形〕 5．00 ×（2．9） 14 平坦 （2） 炉 1 古前 土師器（舶 SI51，SD－1→本跡

30 F3f4 N－108．0－E 長 方 形 4 ．52 ×3．96 4 平坦 炉 古前 土師器（高杯） SI31→本跡

31 F3e4 N－140－W 方　　 形 4 ．77 ×4 ．56 4－10 平坦

有

有 1

（2） 1

1

炉

1

1

自然 古前 土師器（椀調付椀） 本跡－→SI30

32

33

F3d6

E3jo

N－210－W

Nl 9 0lW

方　　 形

方　　 形

3．46 ×3．43

5．20×5 ．10

32～38

14”28

平坦

平坦

炉

炉

人為

人為

古前

古前

土師器（高取器台息 軌

土玉，管状土錘

土師器（壷）上玉

SI24→本跡一→SKlOO

34 E3ho N－390－W 方　　 形 3 ．65×3 ．60 10－16 平坦 － 人為 古声 土師器片（棄）
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∫

住居跡

番 口
位 置 主 軸 方 向 平 面 形

規 模 （m ）

長 軸 × 短 軸

壁 高

（cm ）
床 面

内　 部　 施　 設
覆 土 痔 期 主　 な　 遺　 物 備　　　　 考

壁 溝 床 溝 主柱穴 出入口 炉・竃 貯蔵穴

3 5 E 3 i 9 N l 3 5 01 W 長 方 形 3 ．6 0 × 3 ．1 0 3 6 － 4 2 平 坦 4 1 炉 人 為 古 前 土師器（高取 器台調 息 甑凛 ）

3 6 F 2 h 8 N －7 9 0－W 隅丸 長方形 5 ．7 0 × 2 ．7 0 1 0 平 坦 炉 自 然 縄 前 縄文土器片（深鉢），チャート片

3 7 E 3 j 7 N －12 20－E 長 方 形 3 ．3 5 × 2 ．6 0 二 1・5 一一3 2 平 坦 有 竃 人 為 平 安 土師器（高台付杯皿 ） SK32 ，35 ，38→本跡→S I3 8 ，40

3 8 E 3 j 6 N －6 0 0－W 〔方　 形 〕 6 ．6 0 × （3 ．2 ） 1 1 － 1 8 平 坦 （1） 1 炉 人 為 古 単 土師器（器台，軌 ミニチュア土

乳 土玉

S I 3 7 ，4 0 ，S K 3 7 → 本 跡

3 9 F 3 a 5 N －4 1 0－W 方　　 形 3 ．6 5 × 3 ．．6 0 4 0 ～ 4 6 平 坦 1 炉 1 人 為 市 前 土師糾 軌 ミニチュア土器 S K 3 7 → 本 跡

4 0 E 3 i 6 N － 5 0－E 方　　 形 6 ．8 5 × 6 ．8 0 4 0 － 4 6 平 坦 4 1 炉 1 人 為 古 中 土師器（杯胤 軌 手捏土器，臼玉 S I 3 8 → 本 跡 → S I 37 焼 失

4 1 E 3 h 8 N －4 1 0－W 方　　 形 3 ．5 5 × 3 ．2 7 3 6 ～ 4 4 平 坦 1 炉 1 人 為 古 前 土師器片（襲）

4 2 E 3 g 9 N －4 5 0－W 〔方　 形 〕 4 ．3 0 × （4 ．1） 2 0 平 坦 人 為 古 市 土師器（軋 壷），ミニチュア土器，

土玉

S K 1 3 1 一一本 跡

4 3 F 3 b 7 N －1 9 0－W 長 方 形 3 ．7 0 × 3 ．1 9 1 1 ～ 1 6 平 坦 4 1 炉 人 為 古 平 土師器（札 軌 手控土器，紡錘車，

土錘

本 跡 → S K 4 5

4 4 F 3 C 6 N － 2 0－W 長 方 形 5 ．1 5 × 4 ．0 0 1 4 － 2 8 平 坦 炉 1 人 為 古 中 土師器（鉢，嚢）

4 5 F 3 C 5 N － 7 。－W 長 方 形 3 ．3 0 × 2 ．9 1 2 0 平 坦 4 1 炉 人 為 古 前 土師器（椀）

4 6 F 2 f 4 N l 3 2 0l W 方　　 形 7 ．3 1 × 7 ．2 1 2 2 － 4 0 平 坦 4 1 炉 1 人 為 古 前 土師器（椀満 杯，許台調 息 嚢） 本 跡 → S M 4

4 7 F 2 f ll N －12 30－W 方　　 形 5 ．2 3 × 5 ．0 6 3 2 － 5 6 平 坦 4 1 炉 人 為 古 中 土師器（杯滅 ）
l

S K 2 3 ，2 4 → 本 跡

4 8 F 3 d l N －4 9 0－W 〔方　 形 〕 （5 ．6 0 × 3 ．6 0 ） 5 0 平 坦 有 炉 － 古 前 土師器（高札 土玉 S I 4 9 → 本 跡

4 9 F 3 d 2 N －5 0 。－W 方　　 形 6 ．9 4 × 6 ．8 6 2 8 － 4 4 平 坦 4 1 炉 1 人 為 古 中 土師器（椀）層 状土錘 本 跡 → S I4 8 焼失 → S K l O 2

5 0 F 3 C 3 N －1 2 0－W 方　　 形 5 ．4 0 × 5 ．3 2 4 8 － 5 4 平 坦 有 1 4 1 炉 1 人 為 古 前 土師器（椀，高取 器台調 息 軌

手捏土器 ，土製炉石

S I 5 2 → 本 跡

5 1 F 3 g l 平 坦 －
本跡→S I29

5 2 F 3 b 3 N －5 1 0－W 方　　 形 5 ．7 1 × 5 ．4 6 2 6 － 3 4 平 坦 有 4 1 炉 人 為 古 前 土師器（高軋 嚢） S I 5 3 → 本 跡 → 5 0

5 3 F 3 a 4 N －2 4 0－W 方　　 形 3 ．0 1 × 2 ．9 5 2 8 － 4 0 平 坦 炉 1 人 為 古 前 土師器（邪 ，手捏土器 ．‘ 本 跡 → S I 5 2

5 4 F 2 c o N －5 1 0－W 方　　 形 5 ．6 0 × 5 ．5 0 2 6 － 4 2 平 坦 有 4 1 炉 2 人 為 古 前 土師器（高札 器台調 息 台付嚢）

ミニチュア土器，土玉，土製炉石

，S D l → 本 跡　 焼 失

5 5 F 2 e 9 N －5 2 0－W 長 方 形 4 ．0 0 × 3 ．3 0 1 4 平 坦 1 炉 1 人 為 古 前 ．土師器（鉢．高札 器台）漕 玉 本 跡 → S I5 6 ，5 7

5 6 F 2 d 9 N －4 8 0－W 方　　 形 4 ．5 0 × 4 ．3 0 1 8 － 2 5 平 坦 1 炉 3 1 人 為 古 前 土師器（壷 冶 付嚢，尭） S I 5 5 → 本 跡 → 5 7

5 7 F 2 e 9 N －5 2 0－W 〔方　 形 〕 （3 ．6 0 × 3 ．1 8 ） 2 0 平 坦 炉 － 古 前 土師器片 （嚢） S I 5 5 ，5 6 → 本 跡

5 8 F 2 g 5 N －4 0 0－W 方　　 形 4 ．8 0 × 4 ．7 0 3 8 － 5 2 平 坦 有 4 1 炉 1 人 為 古 前 ．土師器（鉢 ，器台，札 嚢）音 捏土 日本 跡 → S K 7 1 焼 失

5 9 E 3 f 6 N －2 8 0－W 方 ・　 形 6 ．6 0 × 6 ．4 5 2 7 ～ 4 6 平 坦 有 2 4 1 炉 2 人 為 古 中 土師器（高取 壷，軌 土玉，管状

土錘

6 0 F 2 e 6 N －2 8 0－E 隅 丸 方 形 7 ．5 0 × 7 ．1 0 2 7 － 3 8 平 坦 有 3 4 1 炉 1 人 為 古 前 土師器（高軋 器台淵 息 軌

ミニチュア土器

焼 失

6 1 F 2 d 2 N －3 0 0－W 長 方 形 5 ．7 2 × 4 ．7 8 1 4 － 1 9 平 坦 1 4 1 炉 1 人 為 古 前 土師器（高杯，器台，軋 動 ，土玉 SK 4 0→ 本 跡 → S I6 2 ，1 6 3

6 2 F 2 C 3 N －2 6 0－W 方　　 形 4 ．2 2 × 4 ．0 7 1 9 ～ 3 0 平 坦 （2 ） 1 炉 1 人 為 古 前 土師器（高軋 壷，台付嚢，軌 土

製三脚，ミニチュア土器．土玉

S I 6 1 → 本 跡　 焼 失

6 3 F 2 C 2 N － 7 0－W 方　　 形 4 ．6 3 × 4 ．4 5 5 2 － 5 7 平 坦 4 1 竃 自 然 古 後 土師器（恥 軌 ミニチュア

土器，土玉

本 跡 → S I 6 2 ，6 4 ，6 8

6 4

6 5

F 2 b 2

F l d o

N －4 9 0－W

N －5 0 0－W

方　　 形

方　　 形

5 ．6 0 × 5 ．4 0

3 ．8 5 × 3 ．7 0

5 7

8

平 坦

平 坦

有 4

（2 ）

4

1

1

炉

炉

1

1

人 為

人 為

古 前

古 前

土師器（高取 器台，軋 壷 ，台付嚢，

軌 ミニチュア土器 ，土玉，管状

土錘

土師器片（嚢）

S I 6 3 → 本 跡 → 6 8焼 失

本 跡 → S I 6 76 6 F I c o N －3 1 0－W 方　　 形 4 ．1 5 × （3 ．9 ） 2 2－ 2 7 平 坦 炉 人 為 古 前 土師器片（嚢）調 錘車 ，土玉，砥石

6 7 F I c 9 N －6 3 0－W 〔方　 形 〕 4 ．4 0 × （4 ．3） 2 7 平 坦 炉 人 為 古 前 土師器 （甑，嚢は 玉，砥石，勾玉 S I 6 6 → 本 跡

6 8 F 2 a l N －4 8 0－W 〔方　 形 〕 5 ．3 0 × （2 ．5） 1 2 平 坦 炉 人 為 古 前 土師器 （器台，軌 土玉 S I 6 3 ，6 4 → 本 跡

6 9 F 2 d 4 N －3 0 0－E 方　　 形 3 ．6 0 × 3 ．5 5 1 4 ～ 2 0 平 坦 1 炉 2 人 為 古 前 土師器 （鉢，棄）
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傭

番 口
位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸 ×短軸

壁高

（cm）
床 面

内　 部　 施 一　設
覆土 時期 主　 な　 遺　 物 ． 備　　　　 考

壁溝 床溝 主柱穴 出入口 炉・竃 貯蔵穴

70 E 2 j3 N－320－W 方　　 形 4 ．05×3 ．95 10－20 平坦 4 1 炉 1 人為 古前 土師器片（軌 ミニチュア土器 SI7 1→本跡

71 F 2a 4 N－8 0－E 長 方 形 5 ．16×4 ．48 39－44 平坦 4 1 竃 1 人為 盲 中 土師器（椀胤 襲） 本跡→SI7 0，72焼失

72 E 2 j5 N－35 0－W 方　 癖 7 ．1°0×6 ．86 37－44 平坦 ・有 1 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢満帆器台調息 嚢，

軌 ミニチュア土器，土玉，管状

土錘，土製炉石

SI7 1，SK 52－54，S‾

Dl→本跡

73 E 2 el N－18 0－W 方　　 形 7 ．75×7 ．60 51～56 平坦 有 4 1 竃 1 自然 古後 土師器（杯鳳 壷，軋 紡錘車，

勾玉，土玉，射し円板

本跡→SI74 ，150

7 4 E 2d 2 N－40 0－W 〔方　 形〕 4 ．60× （3．2） 10 平坦 （2） 1 炉 － 古前 土師器片（嚢） SI7 3，75→本跡

75 E 2 e3 N－46 0－W 〔方　 形〕 4 ．60× （4．2） 8”13 平坦 1 人為 古前 土師器（椀，鉢調息 嚢） SI7 6→本跡－→74

76 E 2 e4 N－73 0－W 方　　 形 5 ．10×4 ．72 33－59 平坦 有 4 1 竃 自然 古後 土師器帆 軌 手捏土器，管状

土錘

本跡→SI7 5，77

77 E 2 f5 N－6 0－W 方　　 形 7 ．10×6 ．50 30 平坦 有 （2） 炉 1 人為 古前 土曜 （器台，軌 手捏土器 SI76，78，131→本跡→144

78 E 2h 4 N－32 0－W 方　　 形 7 ．45×7 ．32 44”58 平坦 有 1 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（高杯，軌 ミニチュア土

器，土玉，土製炉石，砥石

本跡→SI7 7，79 ，14 9S

K 5 1焼失

79 E 2g 2 N－24 0－W 隅丸長方形 5．60×3 ．74 44 平坦 25 炉2 人為 縄前 縄文土器（探鉢），チャート片15 S I78，145，149，SM3→本跡

80 E 2 b5 N－59 0－E 長 方 形 6．71×5．29 26－31 平坦 有 竃 1 人為 古中 土師器（杯満帆壷息 甑）眉

恵器，ミニチュア土器上玉

本跡→SI8 1，14 8

81 E 2 b5 N－35 0－W 方　　 形 3．80 ×3．54 9－14 平坦 炉 1 古前 土師器（札器台息 軌 ミニチ

ュア土器上玉，管状土錘

SI8 0－→本跡

82 E 3 e5 N－81 0－W 方　　 形 6．37 ×6．25 33－44 平坦 有 2 4 2 竃 1 人為 古後 土師器帆 椀息 甑）眉恵乳

土玉，支脚

本跡→SI8 3・

83 E3 f4 N－18 0－W 方　　 形 6．05 ×5．70 27－38 平坦 有 1 4 1 炉 2 人為 古前 土師糾椀，器台息 台付軋 ミ

ニチュア土乳土玉層状土錘

SI8 2→本跡

84 E3 h 3 N－42 0－W 方　　 形 4 ．05 ×3．94 2 1－31 平坦 有 1 1 炉 1 人為 古前 土師器（椀，器台息 軋 ミニチ

ュア土器

本跡→SKl O4

85 E3 i 2 N－57 0－W 長 方 形 5．18 ×4 ．60 20 平坦 有 1 炉 1 人為 古前 土師器（椀息 嚢） 本跡→SI8 6

86 E3 j 3 N－31 0－W 長 方 形 3．55 ×3．05 10 平坦 1 炉 人為 古前．土師糾高取 土製勾玉層挺ヒ錘 SI8 5→本跡

87 E2 i o N－34 0－E 方　　 形 3．30 ×3．20 24 平坦 竃 人為 平安 土師器（嚢） 本跡→SI8 8，164

88 E2 h o N－46 0－W 方　　 形 7．50 ×7．30 48 －58 平坦 有 1 4 1 炉3 3 人為 古前 土師器（鉢，軋高札器台息 軋

ミニチュア土器，管状土錘，土製

炉石

SI87，92→本跡→160焼失

89 E3 g 2 N－30 0－W 方　　 形 3．70 ×3．60 26 －32 平坦 1 炉 1 人為 古前 土幡 （鉢満杯．息 軌 土も

管状土錘

90 E3 e l N－52 0－W 方　　 形 8．55 ×7．95 42 －53 平坦 有 3 4 1 炉 4 人為 古中 土師器（軋高射 軌 ミニチュア

土器，土玉

本跡→SI9 1焼失

91 E2 d o 〔方　 形〕 （3．40 ×0．80）38 平坦 古前 SI90→本跡

92 E2 f o N－1200－E 長 方 形 4 ．08 ×3‘．10 2 8 平坦 1 竃 1 人為 平安 土師器（高台付杯，皿潮 届き竃片 本跡→Sト88 ，160

93 E3 b l N－50。－E 方　　 形 3．70 ×3．60 2 5 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（椀調，高杯，器台），ミニ

チュア土器

94 D3 j 2 N－80 0－W 長 方 形 4．65 ×4 ．20 74 －79 平坦 有 1 竃 1 人為 古後 土師器片（軌 土玉，管状土錘 本跡→SI9 5

95 E3 a 3 N－50 0－W 長 方 形 4．82 ×4 ．32 30 平坦 有 （2） 1 1 人為 古前 土師器（高札器台，軋 ミニチュ

ア土器

SI94→本跡

96 E3 C 2 N－43 0－W 方　　 形 3．26 ×3．10 30 ”42 平坦 1 炉 人為 古前 土師器（札器台，軋 管状土建

97 D2 h8 N－29 0－W 方　　 形 5．60 ×5．48 12 －27 平坦 1 炉 人為 古前 土師器片（軌 土玉 SI98→本跡

98 D2 g8 N－10 0－E 長 方 形 3．42 ×3．04 1 3－30 平坦 有 竃2 1 人為 平安 土師器（高台付杯，皿，棄） 本跡→SI9 7，14 1
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住居

番 口
位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸 ×短軸

壁高

（云m）
床面

内　 部　 施　 ‾設

覆土 時期 主　 な　 遺　 物 備　　　　 考
壁溝 床溝 主柱穴 出入口 炉・麗 貯蔵穴

99 D2 b 5 N－250－W 方　　 形 7 ．95×7 ．80 25－50 平坦 有 1 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢，高杯，器台，壷），ミニ

チュア土器，手捏土器，土玉

本跡一一SIlO O，SK 1 18

1 00 D2 C 5 N－1600－E 〔隅丸方形〕 4 ．50×（4．6） 26～32 平坦 （2） 炉 人為 縄前 縄文土器（深鉢），石，チャーート SI99→本跡

10 1 D2 d 2 N－250－E 楕 円 形 4 ．10×3．54 16－26 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器（深鉢），石，チヤ＿－ト

102 D2 i4 N－52 0－W 楕 円 形 5 ．34 ×5．10 8 平坦 1 人為 古前 土師器（嚢） 本跡→SIlO 5

10 3 D2 f 5 N－28 0－W 方　　 形 8 ．50×8．45 4 2－56 平坦 有 1 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢胤 壷，軌

土玉，管状土錘

104 D2 i5 N－49 0－W 方　　 形 3．25×3．18 13 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢調満杯，襲） 本跡一一SK11 3

10 5 D 2h 4 N－1500－W （隅九長方形〕 （3．80 ×3．20）15 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器（深鉢） SIl O2→本跡

10 6 E 2 a4 N－3 0－W 方　　 形 3．75 ×3．70 1 0－20 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（高杯，器台，軋壷，軌

紡錘車，土も土製炉石

107 F lb o N－64 0－W 長 方 形 3．45 ×2．90 20 平坦 炉2 1 人為 古前 土師器（高杯，尭） SK3 6－一本跡

108 E 2b 2 N－20 0－W 方　　 形 5．70 ×5．55 42－50 平坦 有 4 1 炉 2 人為 古前 土師器（椀，高軋器台調），

紡錘車，ミニチュア土器，土玉，

管状土鼠土製炉石

本跡→SK79焼失

109 E l jo N－39 0－W 方　　 形 4 ．66 ×4 ．60 17 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（高軋器台，札台付葉蘭 ，

土玉

SB3→本跡

110 E lh 9 N－200－W 〔方　 形〕 （4 ．15×3 ．30） 18 平坦 人為 古前 土師器（嚢） SB3→本跡一一SIl ll

1 11 E l i9 N－9 0－E 〔方　 形〕 5．10× （3．1） 20 平坦 人為 古前 土師器片（襲） SIllO，SK 75，SB3→本跡

112 E lg o N－2 0－W 方　　 形 4 ．20×4 ．10 11－20 平坦 4 1 炉 人為 古前 土師器（高軋棄） SK74→本跡→SI129，151

1 13 E2 b 6 N－7 0－E 方　　 形 4 ．65×4 ．60 54 平坦 有 4 1 竃 人為 古後 土師器（軌 支凱管状土錘 焼失

114 E2．a9 N－57 0－W 方　　 形 6 ．95×6 ．80 52－70 平坦 有 4 1 竃 1 自然 古後 土師器帆 襲，甑） SI115→本跡→116，117，127

1 15 E2 a 9 N－99 0－E 〔方　 形〕 （2 ．35×1．10）30 平坦 竃 － 平安 土師器（高台付杯皿），羽口 本跡→SIl 14 ，127

1 16 E 2 a8 N－1320－W 〔方　 形〕 （3 ．6）×3．60 5 平坦 炉 人為 古前 土師器片（嚢） SIl14－→本跡

117 E 2b 9 N－50 0－W 方　　 形 2．90×（2 ．0）9－20 平坦 有 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢，軋軌 ミニチュア

土器

SIl 14→ 本跡

118 F 2b 8 N－25 0－E 方　　 形 4．30 ×4．20 8～14 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢，高軋壷），土製炉石 SDl→本 跡→SI11 9

119 F 2a 8 N－64 0－W 方　　 形 5．60 ×5．50 28 －38 平坦 有 4 1 炉 2 人為 古前 土師器（鉢，高軋器台調息 軌

ミニチュア土器

SI1 18，SD l一一本跡

120 E 2 j7 N－3 0－W 長 方 形 ．5．10 ×4 ．80 25 平坦 有 1 炉2 1 人為 古中 土師器帆 高杯鳳 鉢，嚢） 焼失

121A E 2h 8 〔N－49㌧田 〔長方形〕 〔4 ．00 ×2 ．60〕 20 ・ 平坦 炉 平安 土師器片（軌 鉄津 本跡→SI12 1B ，122

121B E 2h 8 N－130－W 方　　 形 4 ．00×3 ．90 40－56 平坦 有 1 竃 人為 古後 土師器（高取軌 手捏土器 SI12 1A一 本跡→122

122 E2 g 8 N－500－W 長 方 形 4 ．60×4 ．05 40 平坦 炉 人為 古前 胡鵬 ，召臨亀軋j玉瑚 柘 SI121A・B→本跡→123

1 23 E2 f 8 N－430－E 方　　 形 6 ．10×6 ．05 16－27 平坦 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（装飾器台調，軌 土玉 SI122，SK56，SXl→本跡 焼失

124 F3 a l N－620－W 方　　 形 5 ．10×4 ．90 32－48 平坦 有 1 炉 2 人為 古 中 土師器（高軋壷，軌 土玉，管状

土錘

本跡→SI12 5焼失

125 E2 j o N－570－W 〔方　 形〕、 4．20×（3 ．1）8－20 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（椀満帆器台） SI124→本跡

12 6 D3 j l N－550－W 〔隅丸方形〕 3．70×（1．6）32 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器片（深鉢）

127 D 2 jo N－66 0－W 隅丸長方形 4．50 ×3．60 3 0 平坦 炉 自然 縄前 縄文土器（深鉢），石器 SI1 14，115→本跡

128 E 2 C 9 N－37 0－W 隅丸長方形 4．15 ×3．65 2 5－33 平坦 自然 縄前 縄文土器片（探鉢），石器 SK－47－－本跡→S I16 1

129 E lh o N－2 0－E 偶丸長方形 4．70 ×3．88 14－28 平坦

有

2

1

炉

1

人為

人為

人為

自然

人為

縄前 縄文土器片（深鉢），石，月刃 SI112，SK74，SM2→本跡→SK73

130 E 2d 5 N－64 0－E 方　　 形 5．70 ×5．60 14～19 平坦 炉 古前 土師器（高杯，器台息 軌 土玉 SI15 8－一本跡

131 E 2g 6 N－36 0－W 方　　 形 3．45 ×3．40 43－48 平坦 1 炉 1 古前 土師器（嚢），管状土錘 本跡→SI77，132，144

132 E 2g 6 N－32 0－W 〔楕 円形〕 （4 ．70 ×3 ．70） 16 平坦 縄前 綽文土器片（深鉢），石 SI131，133，SXl→本跡

133 E2 h 6 N－43 0－W 方　　 形 3．75×3 ．70 22－36 平坦 古前 土師器片（棄） 本跡→SI13 2
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住居跡

番 口
位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸 ×短軸

壁高

（cm）

床面
内　 部　 施　 設

覆土 時期 主　 な　 遺　 物 備　　　　 考
壁溝 床溝 主柱穴 出入口 炉・竃 貯蔵穴

134 D2 g 6 N－1270－W 方　　 形 2．70 ×2．60 10 －16 平坦 炉 人為 ．古前 土師器片（椀湧）

135 D2 e 7 N－32 0－W 方　　 形 6．80 ×6 ．20 28－42 平坦 有 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（椀胤 高軋器台調息

台付軋軌 ミニチュア土器

本跡→SI14 1

l

13 6 C2 i7 N－25 0－W 方　　 形 4 ．30×4 ．25 22～31 平坦 有 炉 1 人為 古前 土師器（椀満杯．器台調息 嚢） SK68「◆本跡E

13 7 D 2 a8 N－45 0－W 方　　 形 3 ．04×2 ．94 26～34 平坦 1 炉 人為 古前 土師器（高杯ト

138 D 3 a 2 N－46 0－W 方　　 形 3．10×3．00 16～30 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器片（尭）

139 D 2d o N－40 0－W 方　　 形 3．60×3．45 30－37 平坦 1 炉 人為 亘前 土師器（鉢満帆器缶札軋

ミニチュア土器

SK7 0→本跡D

1 40 D 2d 8 N－1400－E 隅丸方形 3．80 ×3．70 1 4～20 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器片（深鉢），石乳チャー

トメノウ片

SK6 6．SB2→本跡

141 D2 f 7 N－1470－W 隅丸 方形 4．62 ×4 ．28°20 平坦 炉 人為 縄前 縄文士別探鉢）．石器 SI98，135，SK77→本跡

14 2 D3 e 2 N－470－E 方　　 形 4．90 ×4 ．86 5 2～60 平坦 有 2 4 1 炉 1 人為 古前 土師器（高札器台調息 尭）

143 E2 e 6 N－43 0－W 方　　 形 3．78 ×3 ．48 2 1－30 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（高札器台冶付軌 ミ

ニチュア土器

144 E 2g 5 〔N－65㌧叫 － （1．80×1 ．30） 40 平坦 － 古前 土師器片（棄） SI77 ，78‾，131→本跡

14 5 E 2h 2 N－1 L w 方　　 形 3 ．74×3 ．62 5 平坦 － 古前 土師器片（嚢） SI14 9一本跡→79

146 D 3 f5 N－20 0－W 方　　 形 6 ．90×6．60 60 平坦 有 1 4 1 炉2 1 人為 古前 土師器（高軋器台息台付軋軌

ミニチュア土器

SD3→本跡

147 D 3 i3 〔N－8 ㌧叫 〔方　 形〕 （4．20×4．14） 17 平坦 炉 1 － 古前 土師器（嚢）

148 E 2b 6 N－440－W 方　　 形 7．20 ×7．10 3 2 平坦 有 1 （3） 1 炉 1 人為 古前 土師器（高札台付動，ミニチ

ュア土器，舟形土製品

SI8 0→本跡

14 9 E2 h 3 N－33 L w 〔方　 形〕 5．30 ×（1 ．7）46 平坦 有 1 人為 古前 土師酎柑） SI78→本跡→79，14 5

1 50 E2 f l 〔N－72㌧田 〔楕円形〕 4．90 ×（1．8） 13 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器片（深鉢），炉石 SI73→本跡

151 E2 g l N－58 0－W 楕 円 形 3．76 ×2 ．62）18 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器片，石 SI11 2→本跡

15 2 D2 f 2 N－22 0－W 楕 円 形 3．30× （3．3） 12～22 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器片，石温石 SK88→本跡

15 3 E 4 e l N－40 0－W 方　　 形 4 ．00×3 ．85 7 平坦 炉 － 古前 土師器片，砥石 SD3→本跡

154 E 3 a 6 N－50 0－W 方　　 形 5．40×5 ．30 4 平坦 炉 － 古前 土師器片，ミニチュア土器 SI15 5→本跡

155 D 3 i6 N－40 0－E 方　　 形 6 ．00×5．50 2 2－30 平坦 （3） 1 炉 人為 古前 土師器（札高杯，器台息 動，

ミニチュア土器

本跡→SI154

156 D 3h 7 N－34 0－W 方　　 形 6．50 ×6．15 5 0 平坦 有 4 1 1 人為 古前 土師器（軋高取器台，棄） SK9 2，SD3

157 C 3 i4 N－28 0－W 方　 ．形 5．90 ×5．65 3 0－38 平坦 有 4 1 炉 2 人為 古前 土師器（高札壷，嚢） SI）3

1 58 E2 C 5 N－460－E 方　　 形 2．80 ×2．80 2 4 平坦 人為 古後 土師器帆 尭） SI1 30

1 59 E2 C 8 N l4 50－W 方　　 形 3．20 ×（1 ．6°）5 平坦 炉 1 － 古前 土師器（鉢，札器台，嚢）

160 E2 g o N－39㌔E 隅丸長方形 〔5．70 ×3．45〕20－28 平坦 自然 縄前 縄文土器片，石 SI88 ，92

1 61 E2 C 9 〔N－35㌧叫 隅丸方形 3．80 ×（1．0）18 平坦 自然 縄前 縄文土器片，石 SI12 8

1 62 F2 b 3 N－3 0－W 方　　 形 2．55 ×2．48 42 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢調，器台，嚢）

163 F 2 d 2 N－32 0－W 〔隅丸長方形） 4．20 ×2 ．80 10 平坦 炉2 人為 縄前 縄文土器片，石 SI61 ，SK 40

164 E 2 i o N－1250－E 隅丸方形 4 ．10×3 ．60 24 平坦 炉 人為 縄前 縄文土器片，石 SI8 7

16 5 D 2 j 7 N－48 0－W 〔方　 形〕 3．10×（1．9） 10～18 平坦 1 炉 1 人為 古前 土師器（鉢，軋器台，尭）

166 D 3 C6 N－48 0－W 方　　 形 5．05×5．05 3 2－44 平坦 4 1 炉 1 人為 古前 土肺器（鉢調，器台，棄）

167 D 3d 9 N－33 0－E 長 方 形 3 ．25×2．67 5－13 平坦 炉 人為 古前 土師器（鉢，札器台，尭）

168 E 3 i9 N－1 0－W 〔方　 形〕 3．00 ×（1．6）10 平坦 有 1 － 平安 土師芳（嚢） SB5

1 69 E4 b l N－27 0－E 方　　 形 6．56 ×5．96 1 2～36 平坦 有 3 炉 人為 古前 土師器（鉢調，器台，嚢）

170

1ケ1

C4 j3

E4 a 4

N－30 0－W

N－320－W

長 方 形

長 方 形

2．90 ×2．60

4．78 ×4．48

2 0

14 －24

平坦

平坦 有

有

1

1

竃

竃

1

人為

自然

自然

平安

古前

平安

土師器（嚢）

土師糾鉢調，器台，嚢）

172 D4 h 7 N－24 0－W 方　　 形 3．45 ×3．35 2 6～32 平坦 1 土師器（棄）
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l
位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）
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壁高

（cm）
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内　 部　 施　 設
覆土 時期 主　 な　 遺　 物 備　　　　 考

壁溝 床溝 主柱穴 出入口 炉・竃 貯蔵穴

173 D4 f 3 N 123 01W 方　　 形 5．20 ×5 ．10 55～70 平坦 有 4 1 竃 自然 古後 土師離乳軋器台風 SI17 4

1 74 D4 f 2 N－20 0－E 〔方　 形〕 3．00 ×（上6） 22－27 平坦 炉 自然 古前 土師器漸 増満台風 SI17 3，SK 128

17 5 D4 d 3 N－45 0－E 長 方 形 6．32×5 ．30 13－23 平坦 1 1 自然 古前 土師　胤 軋　 良鄭 SK13 7言39

17 6 D4b 4 N－35 0－W 方　　 形 5．50×5 ．16 19～37 平坦 有 炉 1 人為 古前 土師裾線軋器鼓動

177 D 4 C8 N－44 0lW 長 方 形 4 ．88×3．87 18－32 平坦 炉 1 人為 古前 土師器腺 軋器台風

178 D 4 c l N14 4 0－W 方　　 形 6 ．35×6．25 4 0－48 平坦 有 4 1 炉2 1 人為 古前 土師器胤 軋器台風 SI1 79 ，191 ，SK 13 8

179 D 4b l N－30 0－W 〔長方形〕 〔4．20×3．50〕 － 平坦 〔炉〕 － 平安 土師離乳 SI1 78 ，19 1

180 C 3g 6 N 13 4。－W 方　　 形 7．00 ×6．85 4 5～67 平坦 有 4 1 竃 1 人為 古後 土師離聾）

181 C3 b 5 N－150lW 〔方　 形〕 〔4．50 ×4 ．80〕
－ 平坦 4 炉 1 － 古前 土師器胤 軋器台風 SI19 0

182 B3 i3 N－220－W 方　　 形 5．45 ×5．25 32 ～60 平坦 有 炉 1 自然 古前 土略 嵐軋器鼓動

183 C3 a 7 N－15。－W 方　　 形 5．05 ×4 ．90 22－60 平坦 有 4 1 炉 1 人為 古前 土師器胤 軋器台風

184 C3 i6 N－49 0－W 〔方　 形〕 〔3．50 ×3 ．58〕 6～20 平坦 有 1 竃 － 平安 土師離乳

185 C4 g 3 N l40 0l W 方　　 形 3．30×3 ．10 9－20 平坦 炉 1 人為 古前 土師器胤 射 紬 凰

186 C4 C4 N 131 0－W 方　　 形 6 ．70×6 ．30 24～55 平坦 有 4 1 炉 1 人為 古 中 土師器（乱酔

187 B4d 2 N14 5 0－W 方　　 形 8 ．40×8 ．32 18～66 平坦 有 4 炉 1 人為 古 中 土師掛乱酔

188 B3－b3 N－57 01W 方　　 形 6 ．60×6．50 39～72 平坦 有 4 1 炉 2 人為 古中 土師器乳勤

189 B 3h 9 N－38 0－W 方　　 形 7 ．80×7．10 3 2～47 平坦 炉 人為 古中 土師離乳覿

190 C 3a 5 N－20 0－W 長 方 形 5 ．87×5．02 2 0 平坦 4 － － 古前 土師器胤 軋器台風 SI18 1

191 D 4b l N－15。IW － － － － － － 平安 土師臥卦儲 SI17 8，17 9，SK 13 6
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